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０１．無知な女の子と強制セックス









　とある休日の、少し遅めの朝食を終えて、俺と美優は二人でリビングにいた。俺はキッチンでの食器洗いを終えたところで、皿の片付いたテーブルを拭いている。

　妹モノのエロゲでオナニーしているところを、実の妹である美優に目撃されてからというもの、なぜか射精した精液を口で処理してくれるようになった妹に、俺は性癖を捻じ曲げられて妹をオカズにしないと抜けない体にされてしまった。

　そんな俺を妹離れさせるために、美優は俺の彼女になってくれる人を探している。どんな風に写っているのか俺も知らないその写真を使って、学校の友人たちに俺の彼女になってもらえないかと頼んでいるわけだ。性欲の処理から彼女作りまで妹任せの俺の人生、これでいいのだろうか。

「どうやって彼女候補を探すんだ？」

　俺は布巾を絞ってキッチンのハンガーにかけてから、カーペットに寝転がってスマホをイジっている美優の様子をうかがった。美優は小柄な身にしてはデカい乳をクッションの代わりにして、背中には艶黒な長い髪が腰あたりまで伸びて広がっている。

「メッセージグループで募集するつもりだよ」

「どうやって？」

「メッセージグループだからメッセージを打つだけだよ。お兄ちゃんとセックスを前提にお付き合いしてくださる方を募集、っと……」

「わかった俺が考える」

「もう送った」

「おい！」

　急いで美優のもとに駆け寄ると、メッセージアプリのグループに言葉通りの文言が投げられていた。そのグループ参加人数、四十である。

「こんなメッセージを送ったら、美優の立場もマズいんじゃないか？」

　女の子が公にセックスなんて単語を使っていいのか。陽気なメンバーでワイワイやってる垢抜けた子ならいざ知らず、美優は学校でも大人しいキャラなんだよな。

「ここのグループは、大丈夫な集まり」

　どこが大丈夫なんだと。訝しんでいる俺に、美優はそのグループに投稿されている写真を見せてくれた。その大部分が誰かを脱がせたり縛ったりしている写真で、ここのグループにいる子たちの将来が心配になってくる。参加してるのは全員、同い年の女の子なんだよな。

　過去のメッセージを追ってみると、彼氏ができた報告なんかもしてるみたいだ。人数が多いからか毒の強い会話はされていなくて、その点では精神に優しい。あとは新しいコスメの感想を呟いたり、好きなアイドルについて語っていたり。そんなチャットグループに俺の写真と彼女募集の文言が貼られている。なんていう種類の羞恥プレイだこれは。

　そして、瞬く間にカウントが増えてく既読の数字。俺の心拍数が数えられているみたいだ。牽制し合っているのか、その数字の多さに反して返信はなかった。

「セックスが前提ってのはさすがにやりすぎだったんじゃないか？」

「でもお兄ちゃんの性処理ができる子じゃないと困るし」

　そんなに性欲が強いと思われてるのか。俺がオナニーをしまくってるのは美優のせいであって……。いやエロゲやってた頃からほぼ毎日してたか。出す量はともかくとして。彼女ができたら毎日セックスをするのかな。いまだに付き合うって感覚がよくわからない。

「あ、返事が来たよ」

　ピコンという通知音に、俺は息を呑む。最初にメッセージが来てからの後続のレスポンスは早かった。

『お兄さんとデートするごとに美優とエッチ一回でいい？』

『美優と三人でセックスなら考える』

『セックスだけしてれば美優からご褒美がもらえるのかな』

『お兄さんと結婚したら美優と一緒に暮らせるの？』

『美優エッチしよ』

　次々と送られてくる美優宛てのコメント。画面を前に俺は凍りついていた。

「みんな私のこと好きすぎるんだよね」

　これは好きとかどうとかのレベルじゃないと思うんだが。美優が周りから好かれるのはわかる。でもどうしてみんな要求が性的なんだ。

「一応聞いておくが、どういう集まりなんだこれ」

「簡単に言うと女同士でセクハラする会。元は遥のファンクラブ」

　簡単に言ってもらって申し訳ないがさっぱりわからない。

「遥ってあの遥だよな？　美優もファンの一人なのか？」

「私は監視役。たまによからぬ輩が隠し撮りとかするから制裁を加えてた。そしたらいつの間にか私のファンクラブになってた」

「ごめんやっぱりわからん」

　こいつらまとめて生徒指導してもらったほうがいいんじゃないか。いくらなんでも不健全すぎる。俺が通ってた頃は至って普通の学校だったはずなんだが、そういう世代なのか。それにしたって美優に対する要望ばっかりだし、このグループで俺の彼女になりたがる子なんているはずが……。

「何人か個別チャットに来てるね」

「おぉぅ……」

　まさかの展開に今度こそ心臓がバクバクしてきた。どんな反応をされているのかと心配する俺をよそに、美優が個別チャットの一覧を表示する。すると、三件ほどの新規のメッセージが来ていて、美優はその子たちのルームを一つずつ選ぶと、中身も確認せずに削除していった。

「えぇ!?　何やってんだよおまっ……！」

「この子たちは可愛くない」

　美優はまた別のメッセージが来ても次々と削除してしまう。もちろん、彼女にするなら可愛い子がいいに決まっている。だが、最初からレベルの高い女の子に相手をしてもらうなんて、俺には釣り合うだけの扱いをしてあげられる自信がない。

「まずは無難な子で慣れておいたほうがいいんじゃないか？」

「無難な子じゃ無難な子の扱いしか学べないよ。それにこの年頃の子なんて、お洒落なお店に連れていけばデートは満足するから。大事なのはセックスしてお兄ちゃんが満足するかどうかなの」

　目的を見失わないその姿勢は見上げたものだ。しかし、そんな条件に適う女の子がいるものか。

「うーむ……」

　削除を続けてきた美優の手が止まる。まさか現れたのか。俺とセックスをしてもいいという、美優が認めるレベルの可愛い女の子が。

「佐知子かー。この子は保健体育も理解してないからなぁ」

「このグループにそんな純粋な子がいたとは」

「まあね。セクハラ組と遊んでることも多いから、何も知らないわけじゃないと思うけど。お兄ちゃんを満足させてくれるかは微妙なところ。下手したらマグロ」

　妹の口から過激な発言がバンバン飛び出してきてお兄ちゃんはツラい。こういう子たちのせいで美優も耳だけは肥えていたんだろうな。セクハラ組なる集まりがどんなものなのかについては、この際突っ込まないことにする。

「でも、可愛いんだよな」

「顔はいいよ。だからまずこの子にしようか」

　美優も佐知子であれば不足はないと判断したようだった。だけど、性的な知識がないってのは、つまり、処女……なんだよな。それを俺が奪ってもいいのか。

「その子はなんて言ってきてるんだ？」

「セックスはよくわからないけどお付き合いには興味があるって」

「ものすごくダメな感じがするんだが」

　あんまり無知だと罪悪感がな。無理やりしてるのと変わらない気がするし。後々どんな行為だったか知ったときに訴えられたりしないだろうか。

「事情は私から説明するから。お兄ちゃんは流れを壊さないようにだけしてくれればいいよ」

　お膳立てはすべて美優がしてくれるということか。いざとなると情けないよな。彼女作りも童貞卒業も、男としての経験を丸ごと妹に管理されてるとか、両親にも未来の嫁にも顔向けできない。

「──あ、佐知子？　今どこにいるの？」

　俺がうだうだと考えているうちにも美優は電話をかけていた。この行動力は見習いたいものだ。俺もいい加減に腹を括らないとな。

「これから塾？　なら休みの連絡を入れてこっちに来てもらってもいい？　募集殺到してるから来ないなら別の人に当たるけど」

　美優のこの節々に垣間見えるあくどさが怖い。しっかり者といえば聞こえはいいが、これほど淀みなく嘘を吐ける人間とか、やっぱり怖い。

「佐知子、来るって」

　美優は素知らぬ顔で通話を切った。塾の予定をキャンセルさせてまで呼んだのか。俺はこれからその子と、セックスをするってことでいいんだよな。まだ実感が追いつかなくて体がふわふわする。

「あ、あとどれくらいだ」

「十五分くらい？」

「早いな!?」

　身なりは美優に整えてもらったから問題ないとして、ベッドメイクとか必要じゃないのか。部屋の掃除もしてないし、片付けもしてない。美優との約束でエロゲとかを処分しておいたのはせめてもの救いだった。

「しまった！　シャワーを浴びてる暇がない！」

「いいよ浴びなくて」

「でもせめていい匂いくらいさせておいたほうが……」

「むこうはこの暑い中に汗をかいて来るんだよ？　佐知子が浴びたいって言ってからにしたら？」

　美優は焦りなど微塵も感じさせない、スッと線の通った所作で立ち上がった。言われてみればそうだ。気遣いに対する認識が違いすぎる。ここまできたら大人しくしていよう。長いものにはやはり巻かれるべきだ。

「最初は私が出迎えるから、お兄ちゃんはリビングで座っててね」

「あ、ああ。わかった」

　美優はリビングを出てドアを閉めた。それから待つこと十数分。外から家の門に向かって足音が近づいてきた。カーテンのレースに遮られて、室内からでは来訪者の顔は確認できない。

　美優が言う限りでは可愛いらしいので、期待していいとは思うが、あんまり可愛すぎても困る。会話すら成立しなかったらセックスはおろかその場でごめんなさいになりかねない。ってか本来は彼女を作る過程ってそういうものだよな。まずお互いのことを知って、仲良くなって、それから恋の駆け引きをして、恋人になってから夜の流れに持っていくのであって。俺みたいに出会う過程すらショートカットしてしまっているのは異端中の異端だ。

「お邪魔しまーす……」

　美優がすぐに出迎えたため、インターホンは鳴らなかった。トーンの低さのせいなのか美優と声が似ていて、来客としての話し方さえなければどちらが喋っているのか区別がつかないほどだ。

　玄関での会話の様子からしてそれなりの付き合いはあったようで、親しげな雰囲気だった。親しげ、といっても、あの美優なので、談笑しているわけでもなく、遠慮せずに会話のキャッチボールができているという程度の基準ではあるが。

「お兄ちゃんは中にいるから。挨拶して、それからセックスを始めよっか」

　聞き間違えかと思った。もうセックスするところまで話が進んでるんだが。性急じゃなかろうか。俺はまだキスでさえどんなタイミングですればいいのか知らないんだぞ。初めて同士のセックスほど悲惨な思い出になるなんて、童貞でも知ってる常識だ。

「お兄ちゃん、紹介するね」

　心が落ち着かないうちに美優がドアを開けて戻ってきた。その背後には人影がある。いよいよ対面か。緊張する。

「こんにちは。近衛、佐知子です。よろしくお願いします」

　お辞儀をして、合わせて揺れるサイドテール。さくらんぼのヘアアクセから肩下まで垂れる髪が、歳不相応に色っぽい。控えめな口調からして美優と同じくらい小柄な子を想像していたが、むしろ平均よりは背が高いくらいだよな。装いは夏らしく、Ｔシャツとスカートを組み合わせたシンプルなもので、その背丈に見合うだけの胸元の張りもあった。

「ど、あっ、どうも。よろしく」

　どうも、じゃなくて、こんにちは、だろうが。歳下の女の子たちと同じ程度のことすらできないなんて輪をかけて情けない。いい加減に男になるんだ、俺……！

「佐知子はお兄ちゃんの横に座って」

　美優に促されて、佐知子ちゃんがソファーに座る俺の隣にやってきた。「失礼します」と断りを入れてから、拳一つ分くらいの間を空けて座った。これは、どうだ。近い距離だよな。俺の第一印象はそれほど悪くなかったようだ。

　佐知子ちゃんは足を揃えて姿勢よく背を伸ばしている。俺と二人で並んで、美優がインタビューをする形式。カップルでナンパされるタイプのＡＶみたいだ。俺の心の汚さがうかがえる。やめろ、落ち着け、まずはこの子を一人の女の子として見るんだ。

「え、えと。近衛さん……は変かな？　佐知子ちゃんだと、馴れ馴れしい？」

「佐知子でいいですよ。友達も先生もみんな下の名前で呼ぶので」

「そうか。佐知子だな。……よろしく」

　美優が言っていた。俺のアドバンテージは歳上であること。それはすなわち、年齢相応の落ち着きを求められているということだ。ビビったら負け。強気に行け。

「佐知子は、塾はよかったのか？」

「あっ。あー……はい……」

　初手からして失敗だった。佐知子が硬い笑顔で取り繕って、俺の背中には冷たい汗が流れていく。余計なことを掘り起こすべきじゃなかったのに。……美優からの視線が痛い。

「遅れた分はお兄ちゃんが教えればいいの」

「ああ、そうでした。お兄さんはお勉強も得意なんですよね。頼もしいです」

「得意というほどでは、ないけどな」

　あの写真は美優が俺の真面目さをアピールするために撮っただけのものだ。過度な期待をされるのは困る。俺は勉強が苦手なんだ。

「お兄ちゃんは努力家だから、一緒に勉強してくれるよ。今はバイトもしてないし、いつでも相手をしてくれるんじゃないかな？　ついでに図書館デートでもしてみたらいいと思うよ」

　美優からのナイスなフォロー。助かった。この女、やはりデキるぞ。

「ってことで、どう？　お兄ちゃんと付き合えそう？　お兄ちゃんはもちろん文句はないよね？」

　と思ったら流れもへったくれもない勢いで美優が畳みかけてきた。こんな強引なやり方で上手くいくはずがない。

「私は、いいですけど。お兄さんはいいんですか？」

「ええっ!?　あ、ああ。もちろん……」

　少なくとも第一印象に不足はない。

「はい、カップル成立です。おめでとー」

「わーい」

　パチパチと手を叩いて喜ぶ美優と佐知子。──は？　え？　んんん？　なに俺、彼女できたの？　この一瞬で？　告白もないのに？

「そしたらセックスしようか」

「あ、うん。えと、よくわからないけど、教えてもらえるんだよね？」

「お任せあれ。お兄ちゃんのパソコンからデータは集約して完璧に予習済みです。佐知子はこっちに来て」

　美優は佐知子を俺の正面に座らせると、再び眼鏡をシャキッとかけて先生モードになった。もうどこからツッコミを入れたらいいのかわからない。

「佐知子がしてるイケナイことの延長になるけど、いいよね？」

「ふぇっ!?　わた、私はそんな、イケナイことなんて……」

　佐知子の顔が真っ赤になった。俺は完全に置いてけぼりにされている。イケナイことって、女の子が一人でするアレのことか。無知がゆえなんだろうが、セックスって言葉には平然としているくせに、オナニーを指摘されただけであんなに恥ずかしがるなんて。でもあの反応……してるんだよな。

「んー？　これからその先までするのに、そんなこと隠してていいの？」

「隠して、なんて。私はそんな、イケナイ子じゃ……」

　モジモジする佐知子に、美優が背中から覆いかぶさる。とても悪い顔をしている。

「お友達から聞いたよ？　気持ちよくなる方法を教えてもらったんだよね？」

「それ、は、その……」

「でも、恋人ができたら触ってもらう場所だって教わったはずなのに、佐知子は自分でしてるでしょ？」

「ううぅ……」

「さーちーこー」

「はうぅごめんなさい……イケナイって聞いてたのに……どうしても欲しくなって自分でしちゃいました……」

　美優は佐知子の髪を梳きながら囁いていた。美優の唇が動くたびに佐知子はビクビクと体を震わせて、もう体がその快感を覚え始めている。佐知子は即席で呼ばれたはずなのに、この短時間で情報収集を済ませていたとはな。お友達もこんな無垢な女の子になんてことを吹き込むんだ。

「だから、今日はお兄ちゃんにきちんとしたやり方でしてもらうから。それがセックスだよ？　わかった？」

「そう、なの？　じゃあ、セックスならイケナイことじゃない？」

「イケナイことに決まってるでしょ」

　ふーっと耳にかけられた息に、ビクンと跳ねる佐知子の体。涙目になるほど上気させた顔は顎が上向いている。美優の吐息には媚薬成分でも含まれているのだろうか。

「そんな……これ以上、悪い子になっちゃうなんて……」

「だからみんなこっそりやってるんだよ。気持ちいいのは誰だって好きなの。もちろん、無理強いはしないから、今のを聞いてやめたくなったら断ってもいいよ」

　そう言って、美優はギュッと、佐知子を抱きすくめた。

　絶対に逃す気がない。

「セックスする？」

「……うん」

　佐知子はものの数分で出来上がってしまった。美優のあのドＳな責めっぷり。天性のものなのか、あるいは経験によるものなのか。そっちの方面に関しては、おそらく後者だろうな。

　本来ならこれは俺がやらなければならなかったこと。でも、無理だ。まるでできる気がしない。

　わかっているんだ。いくら性に無邪気で彼氏が欲しかったとはいえ、佐知子がこんなにも簡単に俺との交際を受け入れてくれたのは、すべてこの美優への信頼があってのものなのだと。

「じゃあお兄ちゃん。佐知子がセックスするって言うから」

　美優は指示棒を伸ばして、俺の盛り上がった股間部をつつく。

「脱いで」

　その日、もう何度目かわからない命令を、俺は聞いた。











０２．美優先生と保健の授業









　リビングのソファーに腰を据え、緊張に体も思考も凝り固まったまま、俺は人生で初めてとなるセックスのときを迎えようとしていた。

「お兄ちゃん。脱いで」

　美優は指示棒を使って、ズボンの上から俺のペニスを突いてくる。すっかりと硬くなったペニスは、ズボンの布にその形がくっきりと表れていて、押し込まれるとその分だけ棒状の膨らみが移動した。

「なんだか棒みたいなものが入ってる……」

　佐知子は興味深そうにその様子を眺めていた。背の高さに見合うだけの肉付きがある、大人びた風貌の佐知子は、しかし、その性知識のない無垢な様と、サイドテールを結ぶさくらんぼのヘアアクセなどが、所々に年相応の子供っぽさを感じさせている。

「これをセックスで使うの。佐知子も触ってみたら？」

　その佐知子とちょうど対照に位置しているのが、俺の実の妹である美優で、体つきは幼いのにその口調や表情のせいでずいぶんと大人っぽく見える女だ。

「触っていいの？　ここって、男の子の気持ちいいところ……だよね？」

「そうだよ。佐知子のここと一緒」

　美優は背後から佐知子の股ぐらに腕を忍ばせると、パンツの中に手を入れて指を動かす。くちゅ、くちゅ、とエッチな音がした。

「ふあぁっ……んくっ……美優ちゃ……ダメ……」

　佐知子もオナニーに慣れているせいか、感度はいいようだった。さっきから二人で勝手に盛り上がって、女の子同士の戯れだというのに、見ているだけで射精してしまいそうだ。佐知子がこんなに濡れているのも、美優に囁き責めされたからだよな。どんだけ女の扱いが上手いんだこの妹は。

「お兄ちゃん。いいから早く脱いで」

「……お、おう」

　彼女たちが求めているのは、俺の脱衣──もっと言えば、勃起した肉棒を露出させることだ。女の子とのセックスは俺が望んだものなのに、俺は命令される側。惨めさと興奮で膨らんだ男の淫部を、この少女たちの前にさらけ出せと指示されている。

　発端は、妹でしか抜けなくなったと、俺が当の妹である美優に告げたことだ。女性経験の少なさを指摘され、それを補うために彼女を作ればいいと、言い出したのは美優のほうだが……。

　二次元に入り浸りながらも『童貞を卒業したい』『生身の女の子とエッチがしたい』と強く願ってきた。そんな俺が、セックスをするから脱いでと命令されて躊躇している。誰もが羨む状況のはずなのに。

「ぬ、脱ぐぞ……」

　女の子の前で裸体を晒すという行為に体中がむずがゆくなった。美優の前では散々脱いできたけど、それ以外では男が相手だってほとんど見られたことはないんだ。山本さんには脱がせてもらったし、美優にだって最初はパンツを下ろした状態を見られただけだった。そんな俺が、今日会ったばかりの女の子に、勃起したペニスを見せつけようとしている。

　佐知子は無知なようだから、それが大きくなっていても何も思わないのかもしれない。でも、その背後には美優がいる。妹の友人を前にして、万全にセックスの準備ができていることを知られてしまうんだ。

「遅い。佐知子に脱がせるよ」

「ふぇ!?　わ、私……？」

　急な主導権のパスにピクンと佐知子の一つ結びが跳ねた。チャックをどうにか下ろすところまでいった俺は、腰を浮かす直前でまたソファーに沈んだ。

「代わりにお兄ちゃんは佐知子のパンツを脱がせてね」

「私も、脱ぐの？」

「だってセックスだよ？　私がさっきイジったところにお兄ちゃんのお股の棒を入れるの、佐知子はわかってる？」

「うぅ……だって……話には聞くけど……動画とか観るの怖いし……それに、今は、その、パンツの中が……」

　佐知子は手で声を遮って美優に耳打ちした。スカートをギュッと握って、ほんのりと頬が赤らんでいる。どうにもパンツを脱ぎづらい事情があるらしい。

「それがそんなに恥ずかしいんだ」

「だって、お兄さんに見られたら、エッチな女の子だと思われちゃいそうだし……」

　佐知子はサイドテールの髪の先を、しきりに指で巻いていた。その仕草は山本さんもやってたな。そこをイジると落ち着くのだろうか。

「外側からじゃわからないから平気だよ」

「そ、そうかな……？」

　佐知子は美優に何かを諭されて、パンツの両側に指をかけてゴム紐を引っ張ると、ストンと落とすようにしてパンツを下ろした。スカートのせいで大事な部分が隠れた、俺にとっては秘境とすら呼べるその場所。そこからは、部屋の明かりに照らされて煌めく、一本の糸が引いていた。

　その糸に手繰られるようにして、一筋の愛液がとろりと垂れ落ち、佐知子は息を呑んだ。固まって、口を真一文字に結んでから、何事もなかったかのようにまたパンツを上げたのだった。

「美優ちゃん、やっぱりダメだった……」

「うん。やめとこっか」

　美優は佐知子の頭をよしよしと撫でた。静かになった居間には奇妙な空気だけが流れている。佐知子は思いのほか傷心したようで、美優に抱かれてしばらく慰められていた。そんな二人をただ眺めているだけの俺を、美優は鋭く睨んできた。

　これ以上は女の子にリードさせるわけにはいかないと、俺はパンツごとズルっとズボンを足まで下ろした。突如として視界に現れた屹立に、佐知子は驚きと共に慰み止んで、ようやく俺に意識を向けてきた。まだそれをどう使うのかすら知らない少女の前で、俺は硬くなった陰茎を突き立てている。

「これが……女の子と、全然違う……」

　佐知子はゴクリと生唾を飲んだ。男性器を見るのも初めてのようだった。

「佐知子はお兄ちゃんにもっと近づいて」

　美優に促されて、佐知子は俺の股の間で座り込んだ。美優の仏頂面とは違い、熱心な顔で佐知子は俺の肉棒を見つめる。竿がピクつくたびに佐知子の瞬きが多くなった。

「触ったら気持ちいいの？」

　親密度の差もあってか、佐知子は俺ではなく美優に尋ねる。美優はそれに答えず、あえて俺に視線を送ってパスしてきた。

「触ってもらったら、気持ちよくなるはずだよ」

　俺も他人に触ってもらったことはない。俺のペニスが触れたことがあるのは女の子二人のおっぱいだけ。手で触ってもらったことがないから、他人に触られるのがどれだけ気持ちいいのかはまだ知らないんだ。

「そういうことでしたら」

　佐知子はペニスに触れることには抵抗がないらしく、両手を近づけると、手のひらでペタペタと竿を触り始めた。美優には散々拒まれてきた、手で男性器を刺激するという行為。女の子との初めてのまともなスキンシップだった。

「うっ……ぉ……」

　自分の体のものとは違う体温、自分の手とは違う女の子の皮膚の柔らかさが触れて、その快感に思わず息が漏れた。

「アツくて、硬い、です」

　佐知子は両手で俺の肉棒をすっぽりと包むと、指先で亀頭の柔らかさを確かめたり、裏筋をなぞったりしてきた。

「あっ……き……きもちいい……」

「こんな触り方で、大丈夫ですか？」

「最初は、それぐらいで。……撫でられてるだけでも、かなりいい」

　佐知子は手コキなんてものを知らない。だから、竿を握ったり小突いたりするだけ。それでも俺には相当な快楽だったのだが。佐知子の不器用さを見かねて後ろから手を回した美優が、今度はスマホの画面を佐知子に見せた。

「その柔らかいところが亀頭、笠のところがカリだって。とても敏感らしいよ」

「ふむふむ」

　佐知子は美優に示された場所を丁寧に撫でてくる。無知でもペニスの触り方が優しいのは、オナニーの経験で性感帯の敏感さをよく知っているからか。思っていた以上に痛みと快楽の線引きが上手くて、説明が終わるまでに射精が耐えられるかわからない。

「先っぽの穴がおしっこと精液が出るところで、裏側の色が違う線は尿道だから感度が高いんだって。根元についてる袋のやつが睾丸……陰嚢？　よくわからないけど、精子が溜まってるみたい」

「セックスって、覚えることがたくさんあるんだね」

　佐知子の指がフグリの下まで伸びてくる。肌を掠るように撫でられた瞬間、ゾクッと膝が震えるほどの快感が突き抜けた。

「あ、そこ、すっごい……」

　いい。よすぎる。他人に触ってもらう極楽が、こんなにも堪らないものだったなんて。これのためなら大人が大金を払ってまでエッチをしてもらう理由もわかる。

「中にある丸いのは、押したり挟んだりすると物凄く痛いみたいだから、気をつけてあげてね」

「気をつけます」

「あとね、この棒のところは、手を上下に動かして擦ってあげるのがいいんだって。このお兄ちゃんお気に入りのエッチビデオを参考にやってみようか」

「はい。了解です」

　知らぬ間にスマホに移し替えられていた、俺秘蔵のエロアニメが容赦なく再生される。それは参考にしたらいけない動画なんだが。食い入るようにエロアニメを視聴する二人の少女を前に、俺は黙っていることしかできなかった。

「ポイントは上目遣い、言葉責め、メスの顔です」

「う、上目遣い、言葉責め…………メスの顔……？」

「とろーんとした表情で物欲しげな顔をするの」

　漏れ出る音声から、美優がどの作品を選んだのかはわかる。帰宅部だった主人公が、男手が欲しいと幼馴染に家庭科部に誘われて、入部してみたら『幸せな家庭を築く練習』と称して部員全員からエッチなプレイを要求されるハーレムアニメだ。

　妹モノじゃなくてよかった。あるいは避けたのかもしれないが。とにかく一つ言わせてほしいことがある。普通のカップルは雌顔で言葉責めなんてしない。

「先輩は、え、エッチだから。こういうのが……どうせ、好き、なんですよね？」

　まるで俺を責め立てるかのように、強めの握力でペニスがシゴかれる。佐知子は一生懸命にエロシーンの真似をしてくれていた。

「歳下の女の子にいいようにされて……は、恥ずかしくないんですか……？」

「ぐっ……！」

　セリフをこの状況と合わせてくるのはズルい。しかも、佐知子に情けなくやられている姿を美優に見られていて……。俺は早くも射精しそうになってしまった。ストップストップ。

「あ、い、痛かったですか？　ごめんなさい。私、下手っぴで」

　俺が急に止めたせいで、佐知子に勘違いさせてしまった。せっかくあんなに頑張ってくれてたのに。

「違うんだ。そうじゃなくて……」

「お兄ちゃんは佐知子の手が気持ちよすぎてびっくりしちゃったんだって」

「そうだったんですか。よかったです。私、ちゃんとできてたんですね」

　射精しそうだった、とは素直に言えず、困ってるところに美優からの助け舟。

　佐知子は朗らかに笑って、俺は胸を撫で下ろす一方で、「しっかり覚えました」と自信に満ちている佐知子に、こんなことを教え込んでしまってよかったのかと後悔が過った。

「手で充分な刺激を与えたら、次はお口でするんだよ」

　サラッと美優に次のプレイを提示されて、俺の精神は一気に高揚した。男性器を口で刺激する──つまり、フェラチオだ。

　ペニスに触れられることぐらいは、医療行為だったり、あるいは男同士のイタズラでも、機会としてないわけではない。でも、舐めるなんてことは絶対にやらない。だから、その行為は特別で、人によってはフェラをアブノーマルなプレイだと認定する者もいる。それほどまでの禁忌、犯してもらえるのか。

「この棒を舐めればいいの？」

「そうだよ。お兄ちゃんそれがすごくすごくしてほしいみたいで」

　説明をしながら、美優は佐知子に悟られないように俺を睨んできた。

　わかってるから、許してほしい。美優には何回も無理にお願いをしてしまったからな。本人にしてもらうことはできなかったけど、こういう結果でも、よかったよな。

「こうやって棒になってるのは、舐めるためなのかな？」

「そうかもしれないね」

　雌の穴に雄が性器を挿入するためだぞ。

「たまにビクンてするし、大きさとか硬さが変わったりもするし。なんだか不思議だね……。ちょっと、可愛いかも」

　佐知子は園児を相手にするような澄んだ瞳で俺の肉棒を見つめてきた。

「えっ……。そうかな？」

　美優が引いている。俺もどうかとは思う。

「舌でペロペロすればいいんだよね？」

　佐知子は両手の指先で俺の肉棒を支え、その先端に、顔を近づけた。そこはさっき美優が尿と精液が出る場所だって説明した場所なのに、いいのか。射精の知識はなくても、排泄器官がどういうものかくらいわかるよな。

「あの……舐めても、いいですか？」

　佐知子は亀頭に唇が触れるか触れないかのところで止まって、そう訊いてきた。女の子からおねだりするように舐めてもいいかと確認される日が来るなんて。

「舐めてもらえたら嬉しい」

「わかりました」

　脱フェラ童貞、とでも言うべきか。本番よりも興味の対象であったそれを、佐知子はあっさりと叶えてくれた。まずはペロッと裏筋をひと舐め。それから美優に敏感と教わっていたカリの部分まで舌を這わせて、亀頭の先まで丹念に舐りあげてくる。

「ああっ……あっ……それ……すごくいい……！」

　力が抜けて声が震えた。佐知子の口内にあるトロけるような熱が肉棒を滑っていく。一生懸命にペニスの各部位を観察して、陰嚢から先端の割れ目の尿道口まで、しっとりと舌を回してくる佐知子のフェラは性快楽として不足のないものだった。

　しかし、思っていた以上に慣れが早くて、快感は期待したほどには続かなかった。もっともどかしいほど、どうにもならないくらいに気持ちいいものだと思っていたのに。

「佐知子、唾液が少ないかも。あと、タマタマを舐めるときは股の奥まで舌を伸ばして」

「ふぇ。ひょうなんだ」

　佐知子は舌を口の中に戻してもごもごさせてから、裏筋にキスするくらいに唇を近づけて、そこに唾液でダラダラにした舌を擦りつけてきた。

「あッ────!!」

　気持ちよさのあまり仰け反ってしまった。さっきまでとは這い上がってくる快感のレベルが段違いだった。心なしか佐知子の舐め方もだいぶサマになってきていて、ちゅぱ音を立ててペニスへのキスを交えながら肉棒を舐めてくる。

　天国だ。こんなに気持ちのいい世界があったなんて。一生これだけをされながら生きていたい。

「きもひぃ……れふか……？」

「あぁ、もう、幸せなくらいで……」

「えへへ。……んちゅ。よかったです」

　佐知子はペニスの先端をしゃぶりながら照れくさそうに微笑んだ。褒められて素直に喜べるのはいい子の証だ。そんなできた子に罪悪感が湧くぐらい、ただペニスを舐められていたかった。

「次の参考資料がこれね」

　美優は俺たちの邪魔にならないようにひっそりとしていて、必要があれば佐知子にスマホを見せるだけの立ち位置に徹している。そこに映っているのはもちろんエロアニメ。そのフェラシーンだった。

「こ、こんな、口いっぱいまで含んじゃうんだ……」

「こっちがメインみたいだよ。口の中でぐちゅぐちゅやって、そのときも舌を使って刺激してあげて……」

「うんうん」

　本物のペニスを前に、エロアニメを鑑賞する二人。勉強熱心なのはいいことだ。そのために俺の財産が使われるならなおのこと本望だ。

「お兄ちゃんの好みはね、さっきみたいに手で支えないで……手は腰を掴んでおいて、口だけでするのがいいみたい。あとメス顔は基本」

「はい。メス顔は基本、ですね。美優先生」

　佐知子の脳がだんだんとピンク色に染まっていく。どこまでも純粋で淡いピンク色に。

「えっと、こんな、感じかな……あむっ、じゅぶっ……じゅるっ、ちゅぶっ……」

　佐知子は息を荒くして頬を上気させると、すぼめた口に肉棒をねじ込んだ。口内の肉感と粘液を存分に使って、根元までを咥え込み、溢れそうになる唾液を吸い上げながらねっぷりと舌を動かしてくる。

「あぁ、あっ、あっ……待って、で、出る…………ッ!!」

　あまりに突然のことだった。蕩け顔で、にゅる、ジュポッと口を動かされて、耐えられたのはわずか数秒のこと。突然やってきた肉棒を包み込む温度に、俺は瞬殺だった。

「もう……ぐ、ああっ──!!」

　どぴゅ、ドピュ、ドビュ、と精液を押しつけるように、俺は佐知子の口内で独りよがりの射精をした。

「んンッ!?　んーー!!」

　佐知子は舌に不快な体液を飛ばされたことに驚いて、口を離そうとした。しかし、口内射精された精液は飲むのが当たり前の美優にとって──ましてや、これから彼女として俺の性処理をすることになる佐知子に、フェラ抜きした精液を口で受け止めないなんてことが許されるはずもなく。美優は佐知子ごと俺をホールドすることで頭の動きを抑え込んでいた。

「吐かないで、飲んで」

「んーん!!　ンー!!　ンンーーーッ!!」

　佐知子は力いっぱいに首を振って抵抗する。その間にも俺の精液は佐知子の口に吐き出されていって、そのときには可哀想なんて感情は完全に吹き飛んでいた。女の子の口の中に射精するのがひたすら気持ちよかった。

「んー。ダメそう？」

　俺の射精が収まり、キュポっと口を離した佐知子の、その口を美優が手で塞いでいた。これまで美優に精液を飲ませてきた、その俺の好みに合わせるために、どうしても飲ませたいらしい。

「ん……うぅ……」

　佐知子の目が真っ赤だった。涙をいっぱいに溜めて、今度はゆっくり首を横に振って美優に哀願する。

「そっかぁ」

　美優も手を放した。佐知子は息もろくにできずに横隔膜を引きつらせている。さすがにこれ以上は無理だと悟ったのだろう。

「うぅ……みゅひゃん……ゆるひへ……」

　唾液の分もあってか、佐知子の口の半分は精液で満たされていた。佐知子は今にも吐きそうで、手を受け皿にして顔を下に向けている。

「しょうがない」

　美優は両手で佐知子の頬を挟む。そして、涙を流して震える佐知子の唇に、そっと自らの唇をあてがった。舌をねじ込んで、佐知子の口の中のものを奪いにいく。

「んっ……」

　佐知子の顔は苦痛から悦楽へと変わっていた。口づけが始まってしばらくしたあと、もう精液の口移しは済んでいただろうに、佐知子はしばらく美優に口内を舐られていた。

「ん……むちゅ……はぁ。ごめんね。無理に飲ませようとして」

「ふぇ……ぃ……いぃよぉ……らいひょうふ……」

　くたっと佐知子は床に倒れた。俺の精液と美優のキスと、どちらが原因なのかは明白だった。

「お兄ちゃんは出しすぎだし精子も濃すぎ。最初はこんなじゃなかったよね？　もっと佐知子のことを考えて」

「無理を言うなって」

　射精量がコントロールできるなら、そもそもさっきみたいな暴発はしてない。フェラがあれほど気持ちいいものだとは思わなかった。これは、ハマってしまいそうだ。

「佐知子も起きて。続きするよ」

　美優は天国に旅立っていた佐知子をビンタして体を引っ張った。佐知子は微睡の中からどうにか意識を取り戻して起き上がる。

「続き……？」

　俺が尋ねると、美優は指を揃えた手で眼鏡をかけ直した。

「セックス」

　ビシッと指示棒が俺のペニスまで伸びてきた。さっき射精したばかりの、硬さ半分の肉棒に。

「まだ出るよね？」

　美優の質問に、俺はドッサリとやってきた疲労感に焦っていた。昨日の美優との擬似セックスに加えて、先ほどのフェラに、出せるものは出し尽くした。たしかに今日の目標はセックスだったが、性欲にはどうしたって限界というものがある。

「美優、悪いけど……」

　もう出せそうにない。そう口にしようとした俺に、美優は近づいてきて、まだ肉棒を露出したままの俺の下半身に跨った。浅めに座っているとはいえ、対面座位の体勢になった俺と美優。半勃ちだった俺の肉棒がまた硬さを宿していた。

「お兄ちゃん」

　今度は手が伸びてきた。俺の肩の後ろ。ソファーの背もたれに手をついて、美優が俺の耳に顔を近づける。

「せーえき……まだ、出せるよね？」

　その囁きは、魔法のように、一瞬で俺に射精欲を取り戻させた。いったいどこに射精するだけの精液が残っていたのか、自分でもありえないと思うくらいなのに、もうイチモツは二発目の準備をしている。ただ美優に、射精のおねだりをされただけで。

　美優はそれから俺の膝の上から降りて、寝ぼけた佐知子の頭を撫でた。そして、俺と佐知子の二人に対して、美優ははっきりと、その言葉を口にした。

「二人でセックス、してもらうからね」

　気づけばビンビンに勃起していた俺のペニス。俺はもう、美優に命令されたら、射精すら止めることはできないのかもしれない。











０３．童貞卒業おめでとう、お兄ちゃん









　妹の命令によって硬さを取り戻した俺の陰茎が、閑散とした日中の居間にドクドクと拍動を響かせていた。心臓と呼応してピクつくその肉棒を、まだ幼い彼女たちは無垢な瞳で見つめている。……美優は無垢ではないか。

「またおっきくなった……」

　佐知子は俺の勃起を不思議そうに観察していた。男である俺自身、興奮すると大きくなる体の部位なんて謎でしょうがない。保健体育すらロクに理解していない佐知子からすればなおのことだろう。

「お兄ちゃんが佐知子とセックスするために頑張ってくれてるんだよ。偉いねって褒めてあげないと」

「そうだったんだ。なんだか大変そうだもんね」

　佐知子は四つ足歩きで俺の膝に近づいてきた。充血に赤くなった亀頭は再び感度を増して、しかし、射精による落ち着きで性感を失くし、ただ過敏なだけの部位になっているはずだった。

「よしよし。偉い偉い」

　佐知子の手が俺の肉棒を撫でた。ただ純粋な心で。それを慈しむように。

「あっ……ぐぅ……！」

　ビクッと俺の腰が跳ねた。そんな優しさが伝わってか、射精した直後の亀頭を直に手のひらで擦られているのに、いつしか再び悦楽の境地へと舞い戻っていた。

「握るよりさするほうがいいですか？」

　佐知子は先のほうだけでなく、竿からタマのほうまでを、フェザータッチで撫で回してくる。知識がないせいで抵抗も少なく、佐知子の性技術は美優から与えられる情報をスポンジのように吸収していく。

　肉棒への撫で回しから、タマ舐め、キス、手コキまでをスムーズに行う佐知子。参考にしているものが男向けのエロビデオなだけあって、男が喜ぶ前戯をそのまま再現してくれる。しかもその表情はほんのり赤らんだ惚け顔だ。美優から仕込まれたメス顔で美味しそうに俺のペニスを咥えてくれる。

「ふむっ……むちゅ…………気持ひもひぃれふか……？」

「ああ……もう……一生されてたいくらい……」

「んふふ。んぐ……ぐちゅ……んくっ……」

　咥え込んだら奥まで。唾液たっぷりの口内に、亀頭から根元まですっぽりと陰茎を含んでしまう。これがセックスがどんなものかも知らない女の子のテクとは思えない。驚異的な上達ぶりだった。

「ああっ……佐知子……そんなにされたら、また口に……！」

「んっ……！」

　本番行為までするのが目的なのに、俺がまた口内で射精したくなったところで、佐知子が怯えるように動きを止めた。先ほど口に出された精液がトラウマになるほど苦かったらしい。このままではフェラが嫌いになってしまう。そんな心配を感じ取ってか、美優が佐知子の背後から近づき、パンツを下ろして割れ目へと手を忍ばせた。

「佐知子もそろそろ準備しないとね」

「ふぇ……んきゅ……!?」

　美優の手が動くのに合わせて、佐知子はビクッと体を強張らせた。

「あっ……はぅっ……ああんっん……あっ…………！」

「お口を離したらダメだよ。ご奉仕は続けて」

「ふー……んぐっ……！　んー！　はふっ……んちゅ……！」

　美優の手で秘部を弄られて、佐知子のフェラは激しさを増した。一心不乱に俺の肉棒を咥えて、美優から与えられる快感をどうにか思考の外に追いやろうとしている。

　そこにあったのは演技のメス顔などではない。美優の指に翻弄されて、顔の筋肉に一切の力が入らないほどトロけた表情で俺の肉棒を咥える、淫らな女の子の顔がそこにはあった。

「佐知子……っ……そんなに激しくされると……保たないって……！」

「はぁ……むぐっ…………んんっ……ん……んン〜〜ぁぁあああ！　美優、ちゃ……んぁあっらめぇ……んんー……ッ！」

　佐知子の秘所は水音を増して、部屋中に響くほどに愛液が溢れていた。あるいはそれは美優が俺たちを興奮させるためにわざとやっていたのかもしれない。佐知子の嬌声は理性を感じさせないほどに乱れて、もう俺の声も聞こえていないようだった。

「美優ちゃ……あっ…………いっ……イイっ……いぃ……はぁんむ……ぐちゅぶちゅ…………んく……んん……ッ！」

　佐知子は俺の肉棒を咥えては、美優から与えられる秘部への快感によがり苦しんでいた。処女である佐知子をセックスさせるための準備に、美優は丹念に佐知子の膣をほぐしている。

　佐知子はオナニーの経験があるようだから、それなりの感度があるのも理解はできた。疑問なのは、美優の指さばきがあまりにも上手すぎることだ。女体をよっぽどイジり慣れてでもいない限り、ここまでの快楽絶頂に導くことはできないはず。

　美優もオナニーをするのだろうか。いつもムスッとしてるだけのこの娘が、今の佐知子のように喘ぎ乱れて、撒き散らすように性欲を発散する。そんな美優がいるなら、見てみたい。いったい、美優はどんな体勢でオナニーをするのか。どんな声を出して、乱れ果てるのか。

「はぁぁんんっ……みゅ……ひゃ……らめッ……もうっ……!!」

「イッちゃう？　いいよ。女の子は何度イッてもいいんだから」

「あああっ！　美優ひゃんの指っ……きもちぃぃい！　んッ……ああっ……あぁああああっ──!!」

　佐知子はガクガクと体を跳ねさせてイッた。俺の腰を掴む手にありったけの力を込めて、制御の利かない体を必死に抑え込もうとしている。

「初めてだからもうちょっとグチュグチュしようか」

「もうらめらのぉっ……！　あっ、アッ、イッたあとはらめっ、ん、んん、んンあっ！　あひゃま、おかひくなりゅのぉ……ッ！」

「まだ奥の気持ちいいとこ触ってないよ。ほら、ここ」

「イッ……アッ……ああっぁぁあ！　ひょこ、ひゅご、ひゅごぃぃんんあッ、あ！　みゆひゃ、らめぁあああ……ああ……あッ！」

　それはもはや絶叫に等しかった。俺の肉棒の相手なんてそっちのけで、快楽の限りを喉の奥から表現している。スカートに隠れて見えない美優の指は、完全に佐知子のスイートスポットを捉えているようだった。

「うん。いい感じだね」

「ぁ……ぁぁ……もぅ、りゃめ……みゆひゃまの、どれいでいいれしゅ……」

「そんなにぐったりしないの。次が本番だよ」

　佐知子の意識は朦朧としていた。脱力しきった顔は半分ほど白目で、これが二次元的な表現になるなら間違いなくアヘ顔として描かれている。

「お兄ちゃんも準備はいいよね」

　美優は息も絶え絶えになっている佐知子など意に介していない。ただ俺にセックスさせるという使命を全うするために、するべきことをしているという感じだ。準備ならとうにできている。むしろ準備ができすぎて挿れた瞬間に射精しそうで心配だ。だが、ここまできたら、挿れるしかない。

「か、覚悟は、決めた」

　ここで引いたら逆に失礼というもの。俺は佐知子が欲しい。佐知子で童貞を卒業したい。

「ゴムを持ってきてあげるから、どこにあるか教えて」

「ゴム……？　あっ……」

　美優にそう言われて、俺の頭が瞬間的に冷えた。

「用意、してない」

　セックスする名目で今日まで美優に頑張ってもらっては来たが、こんなに早く実現するとは思っていなかった。

「持ってないの？　一人でするとき使わない？」

「使ってないよ」

　今まで美優の前でオナニーしてたとき、コンドームなんて一度も使った記憶がないんだが。むしろどうして童貞の俺が持ってると思ったんだ。

「オナホを使うときってゴムを着けるんじゃないの？」

「俺は、使わない派だから。前もつけてなかっただろ？」

「ゴムを着けないのかとは聞いてきたじゃん」

「あのときは、事情が……」

　美優との擬似セックスのときは、俺はオナホを使われてることを知らず、美優と生ハメになると思っていたから提案したのであって。当然、そうなればコンドームを買いに行くことになっていたし、あれは場を落ち着かせるための方便でもあった。

「むー……どうしよう……」

「俺が今から買ってくるか？　コンビニで売ってるらしいし」

「そんな状態で？」

　美優は俺のペニスをビシビシと指示棒で叩いてくる。マゾに目覚めそうだからやめてほしい。

「すまん……」

「はぁ……。しょうがないな」

　美優は大きなため息をつくと、二階へ行ってしまった。

　その頃には佐知子も落ち着いていて、ここでようやく目が合う。

「えーっと……これから挿れることになるんだけど。ほんとにいいの？」

「いい、ですよ？　お兄さんこそいいんですか？」

「俺としては、願ったり叶ったりだし」

　可愛い歳下の女の子に筆下ろしをしてもらう。男としてこれほど恵まれた話もない。

「でしたら、深く考えずにしちゃいましょうか。……美優ちゃんが来るまで、舐めます？」

「お、おぅ」

　意外にも積極的な佐知子になされるがままに、俺はまた肉棒を舐めてもらった。

「あんまりすると、出ちゃいますよね」

「あっ……くっ……、そう、だな」

　佐知子も素直に俺の反応を汲んでくれていた。基本は舐めるだけにして、余裕がありそうなら先っぽをパクっと咥えてくれる。俺みたいな男にこれだけ気を使いながらエッチをしてくれるなんて。なんというか、もう、天使だ。

「ふむっ……じゅるっ……むちゅっ……ふぁ……あむっ……」

「佐知子……すごく……気持ちいい……」

「んふ……よはっはれす……」

　舐めながら、舌足らずに話してくれる佐知子。そうこうしているうちに、美優が階段を降りてきた。

「はい。これ使って」

　美優が俺に手渡したのは、コンドームだった。……なんで美優がこんなものを持っているんだ。と、困惑する俺の手から、佐知子がそれを取り上げた。

「あっ。これ知ってる」

　天井にかざして佐知子は裏表を確かめる。待て待て。お前らは処女だろ。美優はともかくとして佐知子はセックスの経験なんてないはずだ。なのになんで俺も手にしたことのないコンドームを知ってるんだ。

「これ、遥ちゃんの部屋に遊びに行ったときに同じのが──ふぐっ!?」

「佐知子、余計なことを言わない」

　美優が佐知子の口を塞いだ。遥って、たしかレズの子だよな。どうしてレズにコンドームが必要なんだ。もうなにがなんだかさっぱりわからない。

「お兄ちゃんは早く着けて」

　美優に急かされて俺はコンドームの包装を破いた。四角いビニールパッケージは、簡単に指で裂いて開けることができた。中にはローションに浸されたゴムが入っている。根元はくるくると丸まっていて、中心にあるスポイトみたいな膨らみが精液溜めというやつなんだろう。これを、硬くなってる俺のモノに、かぶせればいいんだよな。

「お兄ちゃん、それだと裏表逆だよ。丸まってるのを下ろせる向きじゃないと」

「そ、そうか。悪い」

　妹にコンドームの着け方をレクチャーされる兄なんて、この世にいるんだろうか。大体こいつはどうして使いもしないコンドームの着け方なんて知ってるんだ。佐知子にもまじまじと装着の瞬間を見つめられて、俺は恥ずかしくて不格好にも急いでゴムを着けた。

「つけ、た、けど」

「佐知子、お兄ちゃんの膝に跨って」

「は、はい。わかりました」

　佐知子もさすがに抵抗なくとはいかなかった。恥ずかしさからなのか、処女を失うことへの恐怖なのか、俺のイチモツの上で濡れた肉穴を構える佐知子の顔は、緊張で固まっていた。

「い、いいか？」

「ううっ……だ……大丈夫……です……」

　互いにしどろもどろになりながら、佐知子がゆっくりと腰を下ろしてくる。俺はその佐知子の腰を両手で掴んで、まずは先端を股座に当てた。そこから少し押し込んでみるが、どうにもそこに穴があるようには感じられない。

　待てよ。どこにあるんだ？　穴の位置がわからない。もっとスムーズに挿れてあげたいのに……。本当に、穴なんてあるのか？

「も、もっと、後ろです……」

「ああ、わ、悪い！」

　言わせてしまった。穴の位置がわからなくて焦る姿なんて、彼氏として晒してはならない最悪の醜態なのに、頭が混乱してどう舵を切り戻せばいいのかもわからなかった。

　どうにかしないと。このまま手間取っていたら佐知子の割れ目が乾いてしまう。しかし、どれだけ竿を後方にズラしても、挿れられそうな穴はなかった。ただぬるぬるした肉感が肉棒の先端に当たるだけ。これはこれで気持ちいいけど、佐知子への申し訳なさでそんな快感を楽しんでいるどころではなかった。

「あの、もっと、後ろです」

「え？　こ、これ……？」

　くぼみらしき場所に亀頭が沈んだ。押し込めば挿れられそうだ。だけど、こんな後ろにあるってことは……。

「こ、ここ、これって、お尻の穴じゃなくて？」

「ち、違います。そこで合ってます」

「マジか。え、じゃあ、挿れるぞ」

「う……んっ……あっ……！」

　にゅぷっと、カリのあたりまで捉えられてからは、挿入するまですぐだった。皮膚表面で感じるよりずっと熱い体温に包まれて、俺の肉棒は佐知子の膣内でビクビクと身震いした。

「やっ……ばぃ……佐知子、すごいアツくて……！」

「ん、ああっ……！　入ってる……！」

　気づけば俺は童貞を卒業していた。こんなものかと、感慨に浸る余裕もなく。ついには根元まで佐知子の膣内に入って、その一部始終は、美優にも見られていた。

「い、痛く……ないか……？」

「えっ、と、ですね。痛く……ないことは、ないですけど……それほどでは……」

「それは、安心したよ」

　美優がかなりほぐしてくれたからな。普通は初めての子が相手ではこんなにすんなりとは挿れられないんだろう。

　佐知子が俺の体に覆いかぶさって、体格差でちょうど胸の膨らみが目の前にきた。恋人ならおっぱいを好きにしても怒られないだろうけど、このタイミングで上も脱がせるのは避けるべきだと自重した。

　結合部はスカートで見えていない。女の体がどんなものかも知らずに挿入してしまった。見たいけど、佐知子は恥ずかしがるかな。初めてだから、繋がってるのをこの目で確かめたかった。

「んっ……！」

　俺がゆっくり腰を動かすと、佐知子は軽く腰を浮かせた。それからまた、深く腰を落として俺のペニスを膣内の奥へと迎えてくれる。

「佐知子は、気持ちいいか……？」

　尋ねた俺と、佐知子は目を合わせず。俯くと、サイドテールが申し訳なさそうに平謝りしてきた。

「い、異物感がすごいです……」

　それは決して、前向きな感想ではなかった。初めてってこんなものなのか。痛がられなければ御の字ってことで、いいんだよな。

「動かして平気そう？」

「はい。あの、ゆっくりなら、ちょっとは、奥がキュンてきます……」

「……わかった」

　女の子特有の難しい表現に、俺は少なからず快感はあると理解した。ここまでは、美優のおかげ。ここからは、俺の肉棒で気持ちよくしてあげるんだ。

「んうぅ……はぁ……うっ…………お兄さんの……入れてみると……おっきぃ……」

　処女の穴の狭さからしたら、俺の肉棒の大きさは、どうにか満足のいくもののようだった。その肉棒で佐知子の膣の感触をじっくりと確かめるように腰を動かしていくと、だんだんと佐知子の反応はよくなっていく。もしかしたら、激しく出し入れするより、スローテンポのほうが快感は大きいのかもしれない。

「あぐっ……うううっ……！　か……たい……あぁっ……」

「佐知子……きもちいい……！」

　それでも、腰の動きは次第に速くなっていった。もっと欲しい。もっとこの肉感に浸りたい。まさしく肉壺と表すべきこの穴に、ずっと性器を擦りつけていたい。スローセックスなんてしてられなかった。

「佐知子……佐知子……ッ！」

「あんっ……おにい、さん……は、はげし……っ！」

「やっ……ばぃ……！　もう、そんなに保たないかも……！」

「い、いいです、よ……イッて、ください……！」

　俺の動きに合わせて、佐知子も腰をストロークさせてきた。膣内で果てろと、その体で告げてきている。いいのだろうか。この子の膣内で出して……。美優が──俺の実の妹が、目の前にいるのに。その友達の体を使って射精をするなんて。

「アッ……だ、めだ……もうっ……ああっ……佐知子……ッ!!」

「イッ、て、あっ、お兄さん、イッてください……！」

「はぁ……あっ……で、出る……佐知子……出る……!!」

　パンッ、パンッ、パンッと、最後は迷いを振りきるように思いきり腰を突き上げた。妹が見てるとか、今抱いているのが処女だとか、そんなことに構うことなく欲望の限りをその膣内に吐き出した。

「おにい、さん──！」

「佐知子……ッ！」

　ドクンドクンと、俺の肉棒は射精するたびに膨張と収縮を繰り返し、佐知子の膣道を押し広げて精液を送った。ゴムを着けていても女の子の膣内で射精する恐怖感は抜けきらなくて、俺は身震いするような快感の中で子種の吐き出しを終えた。

「はぁ……はぁ……で、出たよ……」

「はひぃ、ふぁ、きちんと、できて、よかったです」

　お互いに息を切らして、最後は、佐知子が俺に抱きついてきた。

　ああ、これだ。恋人っぽい。途方もない幸せに包まれている。俺は、ついに、童貞を卒業したんだ。こんなにも可愛い女の子で。

　しばらく、俺と佐知子は抱き合っていた。気づけば美優の姿はなくなっていて、知らない間に部屋を出ていたらしい。

　呼吸が落ち着いてから、佐知子は体を起こした。ブルブルと震える膝で腰を上げると、ニュルッと硬いままの肉棒が抜ける。ゴムの先端は精液でパンパンになっていた。

「えへへ。なんだか、気恥ずかしいですね」

　佐知子は照れ隠しをするように急いでパンツを穿いた。

「そうだな」

　セックスが終わったあとは妙な気まずさがあった。決して不快ではないけど、もどかしくて歯がゆい感じ。佐知子は服をピシッと着直すと、人差し指で自分自身を指差した。

「私、お兄さんの彼女……ってことで、いいんですよね？」

　佐知子の言葉に、俺の胸がときめいた。

　そうだ。俺は、佐知子の彼氏なんだ。

「もちろん。これから、デートとかしようか」

「はい！」

　こうして、俺には無事に彼女ができた。佐知子とはそれから長々と駄弁っていたが、美優が降りてくる様子はなく。日が傾く前に、俺たちは解散した。

　玄関から、佐知子を見送って、リビングに戻り、スマホを手にしてから、連絡先を交換すればよかったと後悔をした。

　美優に教えてもらえばいいか、なんて考えながらスマホのスイッチをオンにすると、美優から一言、メッセージが届いていた。

　──童貞卒業おめでとう、お兄ちゃん。

「美優。ありがとうな」

　美優からの祝福の言葉を画面に表示したまま、俺はスマホを胸に抱いて、まだ佐知子の温もりが残ったままのソファーに沈むように横になった。











０４．妹が変えたもの









　月曜日。それは土日からの休み明けとなる最も憂鬱な曜日である。

　彼女ができたからといって登校する景色が変わるわけでもなく、俺は落ち着かない胸の高鳴りを、歩く足を速めることで誤魔化していた。

　ショッピングモールの一件から、初めて鈴原と山本さんに顔を合わせる。二人は別れることにしたらしいので、俺はどんなトーンで話しかけるべきかわからずにいた。

　あの山本さんと別れたのだから、鈴原はもう現実を直視できないくらいに落ち込んでいてもおかしくはない。山本さんは山本さんで、中途半端にエッチなことをしてしまったせいで気まずいしな。妹離れのために支払った代償は、思っていた以上に大きかったのかもしれない。

「あっ。ソトミチくんだ」

　駐輪場を出て、中庭から昇降口に向かおうとしたそのとき。青々とした広葉樹より先に俺を迎えたのは、他でもない山本さんだった。

　俺に気づいて軽やかに九十度ターン。ふっくらとした胸の谷間に中指の先を置いて、プリーツを広げながらローファーを俺に向けた。

「おはよう、ソトミチくん」

　にっこりとした笑顔で俺を歓迎してくれて、元々明るかった山本さんの表情は、曇り一つなく澄みきっていた。

「お、おはよう」

　山本さんが友人とお喋りをしている最中でさえ見たことがないような眩しい笑顔を向けられて、俺はしどろもどろに返事をした。

　平然と話しかけてきたけど、山本さんからすれば更衣室でやったスキンシップぐらい、特別なことでもなんでもなかったのかな。……いや、さすがにそんなはずないよな。

「もー。カタいよ、もっとフランクにフランクに」

「そう言われてもな。前からそこまで話す仲でもなかったし、急に仲良くなったら変に勘ぐられるかもしれないぞ」

「私はみんなと仲良くしてるから平気だよ」

　山本さんは俺との問答などお構いなしに真横に並んできた。たしかに山本さんは誰にでも笑顔で接する聖女のような存在で、運動部のイケメンだろうが帰宅部のオタクだろうが分け隔てなく相手をしてくれる。

　しかし、だからといって学校一の美少女を俺のような冴えない男が連れているともなれば周囲からの好奇の目は絶えないし、俺には鈴原のこともあるからその友人の元カノである山本さんと歩くのはどうしても抵抗があった。

「鈴原くんなら大丈夫だよ。ま、会えばわかるって」

　そんな俺の不安を察してか、山本さんはすかさずフォローを入れてきた。どうやら円満解決はできたらしいが、山本さんを相手に鈴原が最後まで見栄を張った可能性もなくはない。まだまだ油断はできなかった。

「みんなおはよー！」

　教室に入って、山本さんは元気に挨拶を飛ばした。山本さんの声に振り向かない者がいるはずもなく、クラス中の視線はすぐさま、隣にいる俺に注がれることになった。

　先に足を踏み出したのは山本さんで、そのまま友達の中に溶けていく。そのせいで、何事もなかったかのように──というか事実何もないんだけど──俺も否応なく自然体を装って教室に入るしかなくなった。

　それでも、クラスメイトが視線を向けてきたのは最初だけだったので、俺は山本さんのことは忘れることにして自分の席に着席した。すると、俺の席の通りがかりにガタイのいいオタクが話しかけてきた。

「よう、ソトミチ。楽しそうな朝で羨ましいな」

　高波は朝練終わりのさっぱりした顔をしていた。外が暑いといつも頭から水をかぶってくるので、黒い髪がやたらとテカっていた。

「一昨日たまたま外で出くわしたからな。そのことについて話してただけだよ」

「うおっ、マジで？　どんな服着てた？　エロかったか？」

「デカい声でそんなことを聞くな」

　机に両手をついて高波は興奮気味。そのせいでまた周囲から批難めいた目を向けられる。余計な疑念が深まるからやめてほしい。エロかったけど。

「いいなぁ、私服の山本さん……俺も一度でいいから拝んでみてぇ……！」

　高波の昂りが収まらぬ中、俺の心のざわつきとは裏腹に、俺はクラスメイトの視線が消えていることに気がついた。単に俺のことなど興味がないだけと考えるのが普通だが、それはどうやら違っていたようだった。クラスの生徒たちの視線は、俺とは違う別の一点に集められていたのだ。

「おはよう」

　聴き馴染んだ声が教室のドアから聞こえてきた。その気怠げで染みつくような声は、間違いなく鈴原のものである、はずだった。

「は……？」

　俺と高波のもとに歩いてきたのは、長ったらしかった髪をバリッと上げた、眼鏡のない誰かだった。……えっ、誰？

「鈴原！　似合ってんじゃーん！」

　高波は恥ずかしさを隠しきれずに鼻を擦る鈴原の肩を小突く。

　繰り返すけど、あの、どなたですか。

「なんだよソトミチ。その目は」

「いや、本体がいないなと……」

「本体は置いてきた。もはや現実にはついてこれない。そして別世界線の俺がこうしてやってきたわけだ」

　鈴原はグッと親指で自分の胸を指した。

　よかった。頭がおかしいのはそのままなんだな。ともかく元気そうなのは安心した。鈴原がイメチェンしたのは山本さんと別れたのがきっかけに違いないが、空元気ってわけでもなさそうだ。

　それから、ホームルームが始まって、担任が来て、軽く鈴原がイジられて、ちょっとした笑いが起きて、学校での一日が始まった。その昼休み、俺は高波に邪魔されないタイミングを見計って鈴原に声をかけた。

「元気にしてる、ってことでいいんだよな」

　様変わりした鈴原は、切り換えのできた表情がそう見せているのか、素直にかっこいいと思えるくらいにはデキのいい顔に整っていた。

「まあな。美優さんのおかげだよ」

「みゆさ……え？　は？」

　美優さん？　美優さんってなに？

「あの人のおかげで、俺は男としての一歩をようやく踏み出すことができたんだ。感謝してる。ソトミチ、お前にもな」

　仏にでもなったかのように穏やかな口調だった。

「美優のやつ、いったい何をしたんだ？」

「口にするのも恥ずかしいことだが……。お前になら話してもいいかもな」

　手を組んで、肘をつき、過去の自分を嘲笑するように、鈴原はフッと鼻から息を抜いた。

「あれは、まだ暑い夏のことだった──」

　首を上げて語りに入る鈴原。つい一昨日のことだろ、ってツッコミを入れたくなるのを我慢して、俺は事の顛末を聞いた。




　ショッピングモールで山本さんと入れ替わりに鈴原が美優に呼ばれたあとのことだ。

　鈴原はあてもなく歩き続ける美優の斜め後ろをトボトボと歩いていた。山本さんとのデートを邪魔されたことへの落ち込みもそうだが、それ以上に山本さんが美優と積極的に二人きりになろうとしたことに傷ついていたのだ。

　山本さんがもう自分に気がないことを、鈴原はすでに知っていた。付き合うために提示されていた条件も守ることができておらず、それでもどうにか山本さんと別れまいと、鈴原は自らへの呵責とせめぎ合いながらも、とある山本さんの秘密を脅しの道具にすることによってどうにか恋人関係を保っていた。

「鈴原さん、ずいぶんと奏さんに嫌われてるんですね」

　そこに畳みかけるように、美優からとんでもない爆弾発言を投げつけられた。

「嫌われてるわけじゃねえって！　今はすれ違いがあるっていうか……奏にまだ俺の愛が伝わってないだけで……！」

　鈴原は口にするほどに虚しくなる言葉で、美優に反発した。事実として鈴原は心から山本さんを愛していた。考えつく限りに尽くして、それでも喜んでくれない山本さんに対し、いつしか山本さんが悪いのだと思うようになっていた。

「それは本気で言っているんでしょうか」

　美優は責め立てるでもなく、凛とした表情で事実を確認していく。

「な、なんだよ。奏に何か言われたのか？」

　鈴原も内心では気になっていた。男を締め出してのガールズトーク。耳を塞ぎたくなるような本音が飛び交っていたに違いないと、心中穏やかではいられなかった。

「何かと言われると、一口で言うのは難しいです」

「そんなにか!?　あの奏が俺の愚痴を……？」

「危うく閉店時間まで続きそうだったので、途中で切り上げたくらいです。ほんとに自覚がないんですか？」

　サラッと残酷な事実を突きつけられて、鈴原は一片も口を動かせずにいた。あらゆる臓器が悲鳴を上げるほどのストレスが鈴原を苛むほどに。心の緩衝材としていくら自己評価を下げてみても、結局は自分が許容できる範疇で自虐をしているだけ。真実として告げられた現実には、ときにどれだけ心の準備をしても耐え難いほどの苦しみがある。

「な……なんでだよ！　俺はいつだって奏のことを考えてる！　奏のためならどんな手間も惜しくない！　どんな苦痛だって肩代わりできるし、時間も金も全部捧げるんだって、決めて……俺は……」

　それはきっと、生まれつきどうにもならないものなのだと。見てくれや運動神経、学力などの能力の低さについては諦めて、そこでのビハインドは甘んじて受け入れた。

　それでも、それを補って余りあるほどの愛があれば、人を満たすことはできるのだと。信じていたのに、現実の女のなんと冷たいことか。

「知りたいですか？　なぜ奏さんに嫌われているのか」

「ああ、もちろん！　悪い部分があるならなんだって改善するから！」

　美優は鈴原の勢いに、大きなため息をついて、またお店の並びの前を歩き始めた。

「では、今から私を奏さんだと思ってください。鈴原さんの言う愛とやらで、私が楽しいと思えば復縁に協力します」

「よっし！　まかせろ！」

　鈴原はデートのもてなしには自信があった。気遣いをするのは苦ではないし、こと尽くすことに関して疲れなど感じることはなかったからだ。

　数秒して、口を閉じて歩くだけになった美優に、もうテストが始まっているのだと鈴原は気づく。上手くエスコートしなくては。喜ばせ、楽しませなくてはならない。

　復縁に協力してもらうためだけではなく、男としての矜持を見せつけるために、持てるすべてを出しきっていかに尽くせる男かを思い知らせてやる。そう意気込んで、歩きながら話題を見つけ出そうとした鈴原の目に、とあるジュエリーショップが目に入った。

「あそこの店、大手ジュエルブランドの系列店だな。そこそこいい宝石を使ってる割には安くて評判らしいんだ。美優ちゃんに似合うのもあるかもな。入ってみるか？」

　鈴原が得意げに語るその知識は、山本さんとのデートのためにネットでかき集めたものだった。ショッピングはデートの基本。レディース用品であっても知識があれば女の子を楽しませてあげられるのだ。

「いいです」

「そ、そうか？　奏は『ありがとー！』って飛んでってくれるけどな。遠慮することはないんだぜ？　俺もケチじゃないからな。なんならネックレスの一つでも選んでくれればそれを……」

　喋っているうちに、美優は店を通り過ぎてしまった。趣味に合わなかったのかもしれないと、鈴原は即座に気持ちを切り替える。

「すみません。ちょっとお手洗いに行ってきてもいいですか？」

　美優がトイレマークを指差して鈴原に許可を仰いだ。そんな美優に、鈴原が満面の笑みで頷いて、美優の近くまで歩み寄った。

「なら荷物を持ってやるよ。いくらでも待ってるからゆっくりしてきな」

　そう言って鈴原は美優の持っていたポーチに手を伸ばした。

　直後、美優は即座に身を翻して鈴原から距離を取った。

「はい、失格です。私なら今ので別れを切り出して帰ります」

　美優の無慈悲な判定に、さすがの鈴原もゲンナリと肩を落とした。

「いや違うんだって。美優ちゃんは本当の恋人じゃないからそんな反応になるんだよ。今のは体に触ろうとしたわけじゃなくて、トイレの邪魔にならないようにポーチを持ってあげようとしただけなんだよなぁ」

　鈴原も苛立ちを露わにしてつま先で床をカツカツと鳴らした。

「そうやって女の子の気持ちを決めつけるから嫌われるんですよ」

　美優はあくまでも平坦に。鈴原に真実だけを告げた。

　鈴原は口を噤んだ。優しくしてあげようと思ったのは鈴原の本心だが、何か世話を焼くたびに山本さんのテンションが下がっていたことを、どこか肌で感じていたからだ。

「私はリップを塗り直したかったのに、ポーチを取り上げられたら困ります。それに恋人が相手でもスマホも財布も全部を預けたくはありません。そもそもお気に入りのポーチに触られるのも嫌です」

　美優はポーチを腕に抱えて身を引いた。

「なら、そう言えばいいだろ。女っていつもそうやって……実はどうだったとか……」

「女の子には口にしたくないこともあるんです。お化粧を直したり、月のモノをケアしたり、それもすべて教えろというのは、鈴原さんが相手に我慢を強いてることに気づきませんか？」

「なっ……そ……それは……！」

　鈴原は言葉に詰まった。感情ではなく、理性的に答えを返すことができななった。

　鈴原は認めたくないだけだったのだ。いいことをしたつもりが、相手にとっては迷惑なだけだったということを。単純な間違いならすぐに謝ることができた。だが、尽くした結果にケチをつけられるのは、善意を踏みにじられたようで受け入れられなかった。

「それと先ほどのジュエリーショップについてですが、あそこは高齢層向けで、口悪く言えばおばさんのお店です。値段を下げてるのは庶民向けにデチューンした結果であって、決して若者向けのアクセサリーではないんですよ。私ってそんなに安物が似合いますか？　奏さんにも同じことを言ったんですか？」

「そんなこと……俺は……知らなくて……」

　無理をして、無理を押しつける。嫌なら素直にそう言ってくれると信じて、彼女の笑顔にただ安心していた。恋人になったら気遣いは無用。そんなこと、自分でもできていないのに。それがさも当たり前のように鈴原は振る舞っていた。

「ゆえに零点です。零点どころかマイナス百万点です。わずか数分でこれだけ不快にさせられたわけですから、ずっと一緒にいた奏さんはさぞつらかったでしょうね」

　美優に容赦はなかった。半端な伝え方では、相手に都合よく解釈されてしまうことを美優はよくわかっていた。

「俺……」

　美優の評価は明らかに厳しすぎるものだったが、鈴原にとっては、思い当たる節がようやく繋がる瞬間だった。

「ついでに奏さんから聞いた話からも忠告させてもらいます。さして踵が高くもないヒールを神経質に気にするのはやめてください。余計に疲れます。積極的にランジェリーショップに入ろうとするのもやめてください。周りに迷惑です。それに知った顔で手に取った服にケチをつけるのはやめてください。好みが尊重できないならついてこないでください」

　ザク、ザク、ザク、と。美優お得意の心臓直刺しで、オブラートのオの字もない冷酷な言葉により、鈴原の心を破壊していく。美優の口から淀みなく吐き出された鈴原に対するクレームは、優に十数を超え、鈴原が積み上げた自信とプライドなど、最初からそこになかったかのように散っていった。

「で、でもよ……」

　すっかり意気消沈した鈴原は、それでも納得がいかないことが一つだけあった。

「嫌なことがあるなら、今みたいに言ってくれればいいだろ。なんで黙ってるんだよ。俺は奏のためなら変われるのに」

　察してくれなんて無理な話だ。言葉にしてくれればすぐに分かる。お互いに気になるところを指摘して、改善していって、そうやって男女の仲は深まっていくのではないか。鈴原は山本さんがそうしてくれなかったことが不満だった。

「だって鈴原さん、落ち込んでるじゃないですか」

　それはお前が歯に衣着せぬ物言いで指摘したからだろうと。思ったところで、鈴原は自らの過ちを悟りかけていた。

「鈴原さんは、どうして奏さんのことがそんなに好きなんですか？　可愛いからですか？　おっぱいが大きいからですか？」

　外見が問題じゃない、なんて言えるレベルでは、山本さんの可愛さは収まらない。学校どころか国内をくまなく探しても、あれほどの美貌に出会うことはないだろう。

　ただ、それでも、鈴原には確実に言えることが一つだけあった。

「……奏は、優しいんだよ」

　いわゆるキモオタに分類される存在だった自分。そんなダメな男と話すときでも、山本さんは笑顔を絶やすことはなかった。ドジをやらかして迷惑をかけても、欠片も怒らず、そんなこともあると慰めてくれた。嫌なことがあってモヤモヤしていると、持ち前の明るさで吹き飛ばしてくれて。たまたまテストの点がよかったと報告した次の日に、可愛いボックスに詰め込まれたチョコをプレゼントされたときは、涙が出るほど嬉しかった。

「だからこそ、俺も同じだけ尽くしたくて……！　嫌なとこがあるなら、打ち明けてくれればよかったのに……！」

　嬉しかった記憶は、慣れによって風化して。あれだけ素敵だった彼女に、いつしか敵意さえ抱いた。そして、愚かだったその男には、知らずのうちに相応の評価がつけられていた。

「優しいから、奏さんは素直に言えなかったのに。それを鈴原さんは責めるんですか？」

　言われて、それが、決定打だった。男だからと無駄な意地を張って、誰にも見せることのなかった涙が、知らずに熱く目頭から溢れ出していた。

「鈴原さんは、奏さんの優しさにつけ込んで、好き勝手やってるだけです。詳しいことは聞いてないですけど、何か脅してるらしいですよね？　正気ですか？　あんなに素敵な人なのに」

　それでも追撃を止めない美優の言葉に、ついには鈴原の手が震えた。膝をつき、崩折れて、背中を丸める。

「最低だ……俺は……なんてことを……」

　そこまできて、ようやくの自覚だった。思い返せば否定のしようがない。正真正銘のクズ。男として、人として最低の行いだった。

「安心してください。鈴原さん」

　ようやく差し伸べられた手。顔を上げた鈴原の前にいたのは、一人の天使だった。

「実は山本さんにはちょっとしたお使いを頼んでいて、それが終わるまで時間が余ってるんです。ですから」

　美優が更生の道を示してくれる。この小さな先生が、正しい男のあり方を教えてくれるのだと。鈴原は、美優の背後から光が差し込むのを見た。

「あなたのデートがいかに不快でつまらないかを、私が教えて差し上げます」

「えっ」

「まず鈴原さんの格好からして、私からすれば即帰宅するレベルですが。今回はそのダサいのでも許して差し上げます」

「アッ……」

「あえて明言しておきますが、山本さんはもう可哀想で見ていられないので別れてくださいね。多少常識を弁えたところで鈴原さんが釣り合う相手ではありませんので」

「…………」

　もう洗われたはずの鈴原のハート。傷口の露わになったその魂にとって、美優の毒舌は消毒液を通り越し、硫酸を塗りたくられるようなキツい痛みがあった。




「──そうして、今に至るわけだ」

「いや更生する要素どこにあったよ!?」

　美優らしいやり口ではあった。鈴原が反省したのもわかる。でもそれがどうしてこうもいいベクトルに進んだのかはさっぱりわからなかった。

「まあ落ち着け。この話にはエピローグがあってな」

　鈴原は喋り通して疲れた喉を揉んだ。

「最後にな、言われたんだよ。美優さんに」

　窓の外を眺めて、鈴原はそれが本当に遠い昔の記憶であるかのように、感慨に浸っていた。

「あなたはどうしようもないくらい人の心がわかっていないけど。その心に持っている情熱は、間違いなくあなたの魅力だって。欠点と同じ数の分、裏返しの美点があるんだよって。俺は、もうな……」

　鈴原の目が真っ赤になっていた。おいおい。大丈夫かこいつは。

「だから、俺は本当に変わるんだ。奏とは、仲のいい友達くらいになれるように、頑張るよ。そんでいつか、心から愛し合える子を探して、ちゃんと幸せにしてやるんだ」

　鈴原は自分の手を見つめて、グッと強く握る。そこには言葉通りのアツい想いが込められていた。

「だからよ、ソトミチも奏を狙ってるなら、そこんとこ気をつけといたほうがいいぜ。応援はするけど、どっちにしろお前にもあの約束は守れねえよ」

　俺は彼女がいるからもう山本さんと付き合う気はないんだが。それを言われてしまうと、聞かざるを得ないな。

「約束って、例の付き合う条件ってやつか？　なんなんだよそれ」

「俺からは教えられない。お前には一昨日にある程度は話しちまったから、言える範囲で忠告しとくけどな。俺が弱みとして握れるくらいの秘密なんだよ。かなり深刻な悩みだから、本音を言えばソトミチにもそっとしてやってほしいくらいだ」

　そこまで言われるとますます気になる。でも、悩みが原因なら掘り返すべきではないか。

「俺は鈴原が元気ならそれでいいんだ。昼休み終わるから戻る。じゃあな」

　鈴原も山本さんも、変わりはしたけど、いい変化で安心した。

　美優もなんだかんだで世話焼きなのかもな。

　俺は放課後は佐知子とデートの約束がある。とりあえずは俺も、鈴原の二の舞にならないように気をつけよう。

　そうしてやってきた、初めての彼女との、初めてのデート。

　美優によって本当に変えられていたのは、俺自身だったのだと。

　このときの俺には、まだ知る由もないことだった。











０５．女の子の秘密









　チャリを飛ばす放課後の帰り道は、いつもと景色が違っていた。今日は佐知子とカフェデートの約束をしているため、俺は学校から直接そのお店に向かっている。

　俺の人生で現実の女の子と連絡を取ってデートの日取りを決めることがあるなんて思いもしなかった。出会い方はお世辞にも綺麗とは言えなかったけど、そんなものは個人のこだわりでしかない。これからお互いのことを知って仲良くなっていけばいいんだ。スタートラインに立つことすらできなかった俺が、ようやく進むべき道を見つけられたんだからな。

「あっ、お兄さん。お疲れ様です」

　さくらんぼのついたヘアゴムと片方にまとめたサイドテールは、人を探すにはちょうどよいトレードマークだった。俺はチャリを停めて、店の前で手を振る佐知子に手を振って返す。

「お疲れ様。試験期間なのにデートでよかったのか？」

「気にしないでください。塾は行かないとですが、学校のテストは対策不要なので」

　佐知子のニコッとした笑顔に、俺は店のドアを開けながら背中に汗をかいていた。

「あれ？　でもこの前、勉強を教えてほしいって言ってなかった？」

「定期試験くらいは余裕じゃないと受験はできませんから。お兄さんには、そっちを教えてほしいなって」

　店員に案内され、ソファー席に通された俺は、背後の佐知子に気取られないように顔を引きつらせていた。俺が受験勉強を教えるなんて無理に決まっている。今通ってる学校だって運よく入学できただけなのに。

「どこを受験するつもりなんだ？」

「制服が可愛いので西高を考えてます。ちょっぴり偏差値高めですけど」

　うん、無理だ。うちと西高じゃ偏差値が十は違う。俺からすれば宇宙人の領域だ。それをちょっぴりで済ませるあたり、佐知子も頭はいいんだろうな。保健体育は赤点レベルだけど。

「美優はどこらへんを受けるんだろ」

「お兄さんのとこだと思いますよ。遠くに行くの嫌みたいですし」

「そんな理由で学校を選んでいいのか……」

「美優ちゃんは自力で勉強できますから。どこに行っても進学には困りませんよ」

　佐知子はメニュー表を俺との間で開いた。俺たちはソファーに深々と腰を下ろし、前と同じく拳一つ分くらいの隙間を置いて並んでいる。盛り付けが豪華かなカフェラテはやたらと高いな。場所代も込みなんだろうけど、デートのたびにカフェなんて入ってたらすぐに破産だ。どうにか金を使わない遊びを考えなくては。

「佐知子の周りの子はどうやって金を作ってるんだ？　親からの小遣いだけじゃ考えられないぐらいの買い物をしてる子もいるよな」

　主に美優のことなんだけど。

「お小遣いですよ。何万って単位でお金をもらってる子もいるみたいで、羨ましいです……」

　佐知子は頬をぷっくりと膨らませていた。反応を見る限りでは佐知子の小遣いは多くないようだ。

　小遣いが数万円とか嘘だろ。信じられない。こちとら昼飯代をケチってせっせと日に数百円を貯めてるぐらいだってのに。

「いくらバイトができないからって言ってもな。遥なんて六桁はいってるのかな」

「遥ちゃんですか？　あの子はむしろ、お小遣いはもらってないって聞いてますよ？」

　佐知子はやってきた店員に注文を指差しで伝えてから、俺の顔を覗き込んでくる。俺も同じものを注文した。

「もらってない？　美優とよく旅行してるらしいけど」

「お金はありますよ。モデルさんなので。かなり稼いでるみたいです」

　ああ、モデルか。そうかその手があったか。ってことは美優も同じことをしてるのかな。そんな気配はまったくないけど、ファッションモデルなら、コネで服をもらえていても不思議ではない。

「モデルって雑誌のモデルとかだよな。そんなに儲かるのか？」

「遥ちゃんがやってるのはかなりニッチな分野らしくて。高額でも売れるから実入りもいいみたいです」

　ニッチな分野。その言葉を聞いて、俺の頭の中であの日の美優とのやりとりが再生される。

『──クローゼットの中を見たら、縁を切るからね』

　脅しにも近い口調で美優に禁止された。人に見られたくない服と聞いて、俺はすぐさまコスプレを連想したし、そういうジャンルの稼ぎ口ならかなりの購買力があるのも頷ける。

「……写真とか、持ってたりする？」

　遥とツーショットで美優が写っているかもしれない。そんな邪な考えが含まれた発言であったことは認める。人の秘密を詮索するなんて最低な行いであることはわかっているんだ。

　だが、あれ以来ずっと、心のどこかに引っかかっていた。あの生真面目で無愛想な妹が、ゴテゴテの装備や露出のキワドイ衣装を身にまとって、カメラを相手にポーズやウインクを決めているなんて。

　想像もつかない。でも、もしかしたら美優は、ごくごく一部の人の前では馬鹿騒ぎをしたり色香を滲ませたりすることがあるのかもしれない。

「私は持ってないですね。完全会員制でネットにも情報は載ってないみたいですし。由佳って子が遥ちゃんと仲良しなので、詳しいことを知ってるかもしれません」

　佐知子は店員が運んできたカフェモカに口をつけて、熱さに顔を顰めてから息を吹きかけた。

　由佳ってあのイタズラ好きで美優に制裁されてた子だよな。俺のスマホにはまだそのときの凌辱写真が残っている。もう彼女もできたわけだし、消しておかないと。

　佐知子は俺がその犯罪的な制裁に加担したことを知らないんだ。俺はなんとなく自分を罰したくなって、アツアツのままのカフェモカを一気に口に流し込んだ。

「熱ッ──っっつ！」

「なにやってるんですか、もう。私もふーふーしてるじゃないですか」

「す、すまん」

　こんな程度で由佳が凌辱されている姿を忘れられるわけもなく。俺はこっそり写真を消してしまおうとスマホを取り出した。そういえば、あのとき由佳が言ってたな。美優のスマホのロックを解除して勝手に中身を見たって。それにあの美優の怒りよう。もしかして、由佳は美優のとんでもない秘密を握っているんじゃないだろうか。

「あ、そっか。お兄さんって由佳ちゃんと知り合いなんですよね」

　佐知子はパチンと手を叩いて納得顔をした。なぜそれを知っている。知り合いといっても顔を合わせた程度なんだけど。

「今日ですね、学校で由佳ちゃんに言われたんですよ。お兄さんに話があるから、いつか会わせてほしいって」

「俺に？　なんで？」

「理由は私も聞いたんですけど、教えてくれなくて。お兄さんと会うことは美優ちゃんにも秘密にしてって言われたので、ロクなことではないと思うんですけど……」

　由佳がロクでもない奴だってのは共通認識なんだな。あれだけ酷いことをやってれば当然か。

「その話が出たのって、やっぱり昨日の彼女募集がきっかけで？」

　あれだけ盛大に募集をしたんだ。話題になっていないわけがない。

「えへへ。その通りです。美優ちゃんが解決しましたって連絡をしてから、彼女になったことを否定しなかったのが私だけだったので。消去法的にバレてしまいました」

　セックスを前提に付き合えるのが条件の募集だ。美優への性欲で溢れていたあの子たちがカップル成立の報告を聞けば、パパラッチ化は免れない。

「募集条件って、アレだっただろ？　変なこと聞かれなかったか？」

「そこは、根掘り葉掘り聞かれちゃいましたけど。さすがに恥ずかしかったので、近いうちにと答えました。そうしておけば、いざしたよって白状しても、みんな驚かないかなって」

　賢い判断だ。第一印象では天然っぽい子だったんだけど、こうして話してみるとしっかりしている。保健体育の他はできる子なんだな。

「気を遣わせて悪いな」

「謝らないでください。私もドキドキして楽しいですし」

　学校のみんなにバレるかバレないかのヒヤヒヤ感。たしかに、青春らしいスリルではあるが……中身が不純だ。

「ところでなのですが」

　佐知子はカップを両手で持って、口につけたまま目だけをこちらに向けてきた。小動物っぽいってのはこういうのを指すんだろうな。

「どうした？」

「いえ、あっちのほう……というか、エッチのほうは、どうするのかなと」

「あ、ああ！　それだよな！　うん、えっと……！」

　女の子に言わせてどうする。今からでも遅くないから俺が主導で動かないと。

　まずはゴムだよな。コンビニに売ってるらしいからそれを買うとして、問題は場所だ。お互いに実家住まいだから部屋でするのも難しいし、身分上はラブホテルも使えない。なにより今後を考えると値が張りすぎる。

「できそうな場所を探してみるよ」

　スマホで検索をしてみると、意外にも家で済ませているカップルも多かった。実家に彼氏彼女を連れ込むのに抵抗がない人はどちらかの部屋でするみたいだ。次点でカラオケ、ネットカフェか。うちは両親は夜まで帰ってこない代わりに美優がいる。外出する日を聞けば空き時間に済ませられないこともないが……。

　いくら目の前でセックスをしたことがあるからといって、部屋でのセックスが常態化したら美優も気分はよくないだろう。第一に、妹がいる部屋の隣でセックスなんて、俺が嫌だ。

「ネットカフェなら、塾の近くでも見ましたよ」

「それだと佐知子が知り合いと遭遇する危険がないか？」

「駅から離れた側の閑静な通りにあるので、大丈夫だと思います。学校でも禁止されてますし、私たちみたいにイケナイことをする悪い子以外は使いませんよ？」

　佐知子は挑発するようにクスクスと笑った。こんなに小悪魔的な子だったかな。性知識がないと抵抗もなくて慣れるのが早いみたいだ。あとは美優に悪いものを吹き込まれたせいでもあるな。二人まとめて叱ってやりたい。

「じゃあ、そうするか」

　俺は佐知子とカフェを出た。制服だと目立つので、家で着替えてからネットカフェに行くことにした。カフェからカフェって、なんだかな。誰にも邪魔されない個室があればそれでいいのに。世間からしたらエロいことをしてる輩は悪なんだろう。ラブホだって世間では歓迎されるものではないしな。俺だってついこの前までは悪いものだと思っていた。

「ただいま」

　俺は小声で帰宅を告げながら玄関のドアを開けた。鍵は開いていたので美優が帰ってきている。これからお友達とエッチをしに行くってときに、美優と鉢合わせることは避けなければ。……と、思っていたら、向かいにある洗面所の扉が開いて美優が出てきた。

「あっ、お兄ちゃんだ。おかえり」

　洗顔直後でお肌のケアをしていた美優は、前髪をカチューシャで留めていた。おでこが丸見えでちょっぴり抜けた顔がまた愛くるしい。

「早かったね。デートはしなかったの？」

「してたけど。一旦は着替えてからにしようってことになって」

「ふーん」

　美優は立ち止まってジッと俺を見つめてくる。

　なんだろうこの圧は。蛇に睨まれたみたいに動けない。

「うちですればいいんじゃない？」

「何を!?」

　俺は靴を脱ぎながら、つい過剰な反応をしてコケそうになってしまった。

「何って。セックス？」

「恥じらいもなく言うな……」

　今さらではあるけど、仮にも花も恥じらう思春期の女子だからな。もし過去に戻ってやり直せるなら、佐知子と同じくらいの性知識にまで無駄なものを封印してやりたい。

「なんでわかるんだよ」

「制服で行けないような場所なら、ラブホかネカフェかなって。どっちもカップルはエッチ以外の目的では使わないでしょ？」

「偏見が酷すぎる」

　もういい。こいつはエスパーなんだな。それだけが答えでいい。

「お兄ちゃんさ、お互いに家にいる日といない日を決めない？」

　それは美優からの、セックスのために部屋を使っていいという積極的な提案だった。美優も俺には早く佐知子と親密になって妹離れしてほしいもんな。

「事前に取り決めた時間まで絶対に帰らない日を作るの。しばらくはお兄ちゃん優先でいいよ。私は空けた分を別で使わせてもらうから」

　つまり、まず俺の都合で家を使わせてもらって、それと同じ分だけ美優に家を使わせるってことか。美優も前みたいに友達を呼んでやりたいこともあるだろうし、悪い提案ではない。

「でも、美優は家に帰ってから、ついさっきまで俺がしてたんだって思うの嫌じゃないか？」

「私はこれから部屋に戻って、今頃お兄ちゃんは佐知子とネカフェでセックスしてるんだろうなって思うわけだけど」

「わかったわかった。その取り決めにしよう。ありがたく受けさせてもらう」

　今日はもう美優も帰宅してるし、ネットカフェでするしかない。どんなところなのか不安は拭いきれないけど、個室って書いてあったし、たぶん、大丈夫だよな。











０６．それはもはや呪いに近いもの









「二名様でのご利用ですね。それでは、代表者様のお名前とご住所の記入をお願いします」

　ネットカフェの受付で、俺と佐知子はカップルシートの利用を希望した。受付はホテルのフロントをカジュアルにしたような、モノクロの風合いをした落ち着きのある空間で、想像していたよりずっと格調高い装いに俺はやや面食らっていた。

　俺は学生証を取り出し、備え付けのペンを取って受付用紙に指定の情報を記入していく。個人情報を書くことに躊躇いを覚えつつも、みんなが使ってるからという以外の理由を見つけられないまま、俺は不安を押し殺してペンを走らせた。

　三十分の利用料金が一人あたり二百十円。漫画が読み放題でドリンクバー付きと聞けば安いようにも感じるけど、繰り返し気軽に使えるほどではないよな。利用しすぎると店員に顔を覚えられそうだし、美優に部屋を使っていいと言ってもらえてよかった。今日は社会見学と割りきろう。やることは、不純異性交遊だけれど。

「ありがとうございます。次に、当店での過ごし方になりますが──」

　エプロン姿の店員が、ポートフォリオを捲りながら設備の使い方と利用規約を説明してくれる。その中には当然のように淫らな行為を禁止する文言が書かれていた。見つかったら即退室、あるいは罰金から通報まであるのか。

　俺の隣で話を聞いていた佐知子は終始無言のまま。最後に利用中を示す札を渡されて、店員に部屋の場所を地図で案内された。なぜ、鍵ではなく札だったのか。それを理解する頃には、俺たちは自らの過ちに多大なる後悔をすることになっていた。

「これって……」

　佐知子が小さく声を漏らす。そこにあったのは、隣と板一枚だけで区切られた簡素な部屋だった。扉の下部には外から内部を確認するための小さな隙間があり、屈めば中で何をしているのかを覗けてしまう。なにより、壁が薄かった。鼻をかむ音も、ヘッドホンを置く音も、すぐ隣の部屋のものなら簡単に聞こえてしまう。不用意に動くとすぐに音が出てしまうがために、全員が努めて静かにしている。カップルシートは一帯でまとまっているものの、一組の男女がたまにおしゃべりするくらいで他は無人のように静まり返っていた。

「画像では完全に個室っぽかったんだけどな」

「もしかして、お店を間違えてました？」

　靴を脱いで恐る恐る個室に上がってから、俺はスマホを取り出して店の名前を検索した。その結果わかったのは、似たような名前の別のお店に誤って来ていたということだった。佐知子が塾の近くだと発言したことから、そこが当初予定していた完全個室の店だと思い込んでいたのだが、実のところそのネットカフェは塾とは駅を挟んで反対側にあったらしい。

「すみません、私のせいで……」

「俺も注意不足だったよ。普通に気づけるミスだったのに」

　さすがにこんな場所でエロいことはできないか。初めて来た場所ってだけでもテンションは上がるし、漫画もドリンクバーも揃ってるから一時間くらいはゆっくりしていこう。

　部屋はビニール製のシートで黒に統一されていて、雑魚寝するにはちょうどいい場所になっていた。パソコンのある足場は床を取り外せるようになっているから、座っていても苦にはならない。防音効果があればもっとくつろげるんだけどな。完全個室の需要が高い理由が身に染みて理解できた。

　せっかくのカップルシートなんだし、おしゃべりくらいは気兼ねなくできる環境であってほしかったな。小声でしか話せないのは、それだけで悪いことをしているようで気が咎める。佐知子は部屋に入ってすぐに横になって、隅っこに畳まれていたブランケットを広げていた。せっかく漫画もドリンクもあるのに寝てしまうのか。

「カップルシート、ですから。カップルらしいことしませんか？」

　佐知子は声を抑えて、寝転んだ体のすぐ横をぽんぽんする。一緒に寝ようってことか。それもいいかもな。佐知子には家が使えることはまだ言ってなかったし、せっかく二人で寝られる場所を有効に使いたいんだろう。俺も荷物を端に置いて、佐知子と同じ向きで横になった。

「違います違います。お兄さんはここに脚を伸ばして座ってください」

　俺が寝てすぐに、佐知子は俺に起きるように促してきた。添い寝ではなく膝枕がご所望だったのか。

「こういうのは男が女にしてもらうものじゃないのか？」

「お兄さんが何も言わないのがいけないんですよ」

　佐知子は髪留めを取って俺の膝に頭を乗せた。そして、腰に手を回して、ギュッと顔を押しつけてきた。

　まだ恋人らしい関係とは言えない俺たちだが、佐知子にはそれなりに恋人らしさに対する憧れがあったようだ。そんな要望にできるだけ応えてやりたくて、俺は佐知子の髪を撫でてやった。佐知子が恋人らしい触れ合いに憧れるのも当然だ。彼氏が欲しいという理由で応募をかけてきたのだから。

　昨今の女の子は、条件さえ合えば惚れ込まなくても男と付き合うのか、佐知子からすれば俺はいい男なのか、それはわからない。でもこれだけ好意的に接してもらえるのは、悪い気はしないよな。膝に触れる人の温もり。一人の少女の温度。心地いいを越えて気持ちよくなってきた。

「むっ。お兄さん。これはなんですか」

　ツンツンと指先でなじられる、テントの張った俺の股間。いや、これはしかたない。もとより女体に触れることに慣れていない俺だ。そんなに柔らかほっぺを擦りつけられたら勃ってしまうに決まっている。

「すまん」

「あの募集はこういうことだったんですね」

　佐知子は彼女募集にセックスが前提だった理由を悟ってブランケットを引き上げた。この性欲の強さは美優のせいなので、俺が毎日やりたくてしょうがないだけの男みたいに思われるのは心外だ。

「声を出しちゃダメですよ」

　佐知子はブランケットをかぶり、俺の下半身ごと頭を覆った。暗闇となったその中で、もぞもぞとズボンに触れる佐知子の指。チャックを開けられている。まさか、ここでするのか。たしかに、ブランケットをかぶっていればもしものときに備えられるし、咥える音も抑えられるけど。壁は天井まで伸びきっておらず、店員が巡回してないとも限らない。

　そんな状態なのに、俺の肉棒はガチガチに硬くなっていた。チャックを下ろされて、パンツの前ボタンを開けられるまではすぐだった。中から勃起したペニスが取り出されて、すぐに人肌の温度を宿したぬめりが亀頭を包んだ。

　佐知子にとってこれは処理でしかないんだろう。そういう行為としてしか佐知子は知識を持っていない。夏を迎えて蒸し暑くなってきたこの時期に、パンツの中はそれなりのニオイがするはず。それも気にせずに佐知子は舐めてくれている。フェラをされているんだ、俺は。こんな公共の場で、もはや一種の露出プレイにも等しい。こんな状況で勃起するなんて、俺の特殊性癖はシスコンだけじゃなかったってことか。

　ブランケットに遮られて、佐知子がどんな顔でペニスを咥えているのかはわからない。肉棒をしゃぶる音さえ聞こえず、静けさの中で俺の秘部だけが快感に浸っている。受付で淫行禁止の規約を読まされた記憶がフラッシュバックして、後ろめたさに心拍数が急上昇し、緊張を通り越してハイになってきた。

　だが、それでも、物足りなかった。昨日フェラをしてもらったときにはすぐに射精してしまったのに。我慢強くなったというよりも、射精に至るための何かが欠けている感じ。やはり視覚情報が足りないのか。あのときは、美優にメス顔を教え込まれた佐知子が、懸命に俺の肉棒を舐める姿を眺めることができたが、今は温かい粘性が亀頭部を刺激しているだけ。

　俺はブランケットの端から露わになっている佐知子のふとももに手を乗せた。相手は恋人なので女の子の生足に触れても犯罪にはならない。黙ってフェラを続けているあたり、佐知子もお触りを認めてくれたみたいだ。

　ふとももをさすりながら、俺はスカートの中に手を伸ばす。すべすべで白く輝く肌。ふにふにのこの肉感、堪らない。スカートの中を検める興奮は、すぐに股間へと伝わっていった。ペニスから拍動が聞こえるくらいに血脈が膨らんでいる。スカートを捲ると、薄水色が爽やかなパンツが見えた。汗でペッタリと張りついた布が佐知子のお尻の割れ目に沿って溝を作っている。穿かれている状態のパンツは格別にエロかった。

（このまま指を伸ばせば……女の子の膣に触れる……）

　俺がまだ教科書でしか知らないその秘所に、好奇心を抑えきれるはずもなく、俺はすぐさまパンツの中にまで指を入れた。佐知子はビクッと反応して、しかし、そこでも佐知子は何も言ってこなかった。その代わりに佐知子は肉棒を激しくしゃぶってきた。ブランケットから水音が漏れるほどのフェラに、俺は佐知子がどれほど興奮しているのかを確かめたくて、産毛のようにやわ細い茂みをかき分けて佐知子の陰唇へと触れてみた。

　濡れている、ような気もする。だが、この程度の湿り気では汗と判断がつかない。愛液らしい滑りは感じないし、まさか、振る舞いに見えるほどエッチな気分にはなっていないのか。と、一度は不安になった俺だったが、そこからさらに割れ目へと指を沈めてみると……。

（うわっ……まじか……こんなすごいことになってたのか……）

　薄膜を破られた卵黄のように、佐知子の股間からぬるぬるした体液が指に絡みついてきた。アソコがぐちょぐちょになるなんて、言葉責めのための口上でしかないと思っていたのに。それはファンタジーなんかじゃなくて、確かにそこに存在した。男の肥大化した肉棒を受け入れるために、佐知子の秘裂は粘性をまとっている。

　この指よりも先に、俺のペニスが貫通した佐知子の肉穴は、繰り返しのオナニーで処女ながらに性感帯として出来上がっていた。美優が指でイジっていたときには、佐知子は気が触れたくらいに激しく乱れていたけど、どこをどう刺激すればアレほど女を狂わせられるんだ。まるでわからない。

　美優はすごかったんだと改めて思い知らされる。肉壁をグリグリとイジって、肉棒を咥える佐知子をいたずらにイジメてみるが、ストロークが変わることもなくフィードバックが得られなかった。強くしすぎると痛くしてしまうとネットには書いてあったが、逆に弱すぎるのか。あるいは刺激する場所が悪いのか。

　懸命になって、その集中力に自分で気づいたところで、ふと我に返る。俺は今、ブランケットに隠れたところで佐知子にフェラチオをしてもらってるのに、どうしてこうも平然としていられる？　つい数日前まであれほど憧れていた性行為なのに。早漏でなかったのは喜ばしいことだが、これだと一生懸命にやってもらっている佐知子に申し訳ない。

　俺は佐知子への手マンをやめて、口による奉仕を受けることに集中した。竿の裏側から、タマの奥まで舌を入れられて、そのたびに声を上げたくなるほど快感が走る。女の子の口へ射精をすることは、美優に何度も相手をしてもらって、それがはっきりと俺の性癖なのだともう自覚はできている。なのにどうして、こうも発射のスイッチが入らないのか。

　佐知子が下手だなんてことは考えにくい。第一に、これまでにないほど、俺の肉棒は佐知子の奉仕に歓喜している。問題があるとすれば、俺のほうか。

「んっ……ちゅぶっ……ふあぁ……お兄さん、どう、ですか？」

「気持ちいいよ。ただ、出すのはまだ難しそうで」

「うぅ……そうですか……」

　案の定佐知子を落ち込ませてしまった。女の子の自信を失わせるのは男として最悪のこと。どうにか射精して、佐知子を安心させてあげたい。

「場所が悪いのかも」

「緊張、ですか？」

「たぶん」

　要因としてなくはない。でも、佐知子のおかげでエロい気分にはなっている。理性は徐々に崩れかけているんだ。それでも射精できないのは、別にもっと大きな問題がある。

「口じゃないほうが、いいかも」

「膣内に挿れるってことですか？」

「さすがにここだと嫌かな？」

　一方的にするだけのフェラチオとは違って、本番行為はむしろ挿れられる側の女の子のほうが羞恥は大きくなる。それでも、佐知子は自分がセックスのために必要とされていることを理解している子なので、恥ずかしそうにこそするものの嫌な顔はしなかった。

「いいですよ。でしたら、仰向けで寝てください」

　佐知子は俺に覆いかぶさって騎乗位になり、ブランケットを腰から下にかぶせた。俺は鞄からコンビニで買ってきたコンドームを取り出して、肉棒へとかぶせる。それと並行して佐知子がパンツを脱ぐと、ブランケットの中から、薄水色のパンツが床に放り出された。

　ドアの下から覗き込んだら、カップルが寝ているだけに見えるだろうか。やや言い訳が苦しい気もするが、もうこうなったら止められない。結局はこんな壁の薄いところでセックスをすることになってしまったけど、今はそんな背徳感すら興奮材料にしてしまいたかった。

「んっ……！」

　隠されたお互いの秘部が連結され、わずかに佐知子の声が漏れる。人生で二度目の挿入。対面座位で挿れていたときより、安定して根元まで包み込んでもらえた。

「はぁ……くっ……！」

　まずい。声を出しちゃいけないとわかっているのに、どうしても漏れる。男である俺は、女の佐知子よりも快感は薄いはずなのに。

「あぁ……さち、こ……きもちいい……」

「んあっ……んんっ…………私も、です……」

　すぐ傍にいなければ聞こえない音量のはずだ。同じ個室にいても、近づかなければわからないぐらいの声。ましてや壁一枚の先まで届くわけがない。

　そう思うと、もう止められなかった。子宮に届くくらい、佐知子の奥まで思いきり肉棒を突き立てる。佐知子の腰を両手で掴んで、子宮口をこじ開けるようにぐりぐりと亀頭を当てていく。

「あんっ……！」

　驚きと快感で佐知子の声が漏れた。

　やや通る声を発してしまった佐知子は、羞恥と恐怖心から俺と密着して、俺の首を音を防ぐための壁代わりにしてきた。

　長い黒髪が広がって、顔がすぐ横で交差している。小さかった喘ぎ声も、この体勢だと明瞭に聞こえた。顔が見えずに、佐知子の色っぽい声だけが、俺の耳に届く状況。

「んあっ……はぁっ……おにぃさん……！」

「────っ!?」

　ドクン、と俺の心臓が跳ね上がった。

　耳元で漏れた、その佐知子の嬌声に、こみ上げてくる射精感。

　声を抑えなければと思っているはずの佐知子は、その一方で興奮のせいか自ら腰を動かし、呼吸と共に漏れる喘ぎ声を俺の耳に響かせてくる。

　それはまずい。やめてくれ。

　そんな状態で肉棒を擦り上げられたら。

　俺はまた、美優をオカズにして射精してしまう。

「佐知子……ごめん……もう……！」

「イッて、ください……お兄さん……イッて……!!」

　迸るものを、ついには止めることができなかった。長い黒髪の少女の、美優にそっくりの喘ぎ声を聞いて、俺は脳裏に美優とのセックスを浮かべながら射精をしてしまった。

　最高の射精感の後に、最悪の罪悪感が俺を苛んだ。あれだけ懸命に奉仕をしてもらって、こんな誰が聞いてるともわからない場所で挿入までさせてもらって。最後の最後に、考えていたのは実の妹のこと。

　あれだけオカズにするなと言われたのに。そのために、彼女となる友達まで紹介してもらったのに。こんな体たらくでは、美優に対しても申し訳が立たない。

「できましたね、お兄さん」

　そんな状況を知らない佐知子は、眩しい笑顔を俺に向けてきた。俺は気持ちのない「ありがとう」だけを返して、ゴムを取り出して口を結んだ。

　たっぷりと白い液体が包まれている。これは誰の、なんのために出された精子なんだろうか。考えるのが嫌になって、俺は大量のティッシュでくるんでそれをゴミ箱に捨てた。

　お掃除フェラは、ゴム臭いのと、佐知子が精液の味が好きではないことから控えてもらった。お手拭きを開けて、数枚を使って肉棒を拭く。それもまた大量のティッシュで覆い隠して、もうそんなティッシュの山自体が不自然なのだが、店員も客のゴミ箱なんて掘り返したくないだろうと思って押し込んでやった。

　それから、ただ添い寝するだけの静かな時間を過ごして、俺たちは個室を出た。靴を履いて、レジへ向かう。その途中のことだった。

「おっ、美優のお兄さんだ」

　俺は佐知子と同じくらいの歳の少女に声をかけられた。あの茶髪の二つ結びは、間違いない。俺がスマホにエロ画像を入れていた、その本人だ。

「由佳ちゃんか。奇遇だな、こんなところで」

「ほんと、奇遇ですねぇ、お兄さん。むふふ」

　由佳はむっちりと頬を膨らませて目を弓なりにした。ここまでイヤラシイ顔を俺は見たことがない。佐知子は先にレジまで行ってしまって、戻ってこないな。

「ところでお兄さん、ちょっと私のお願い、聞いてもらえませんか？」

「なんだよ急に」

　美優や佐知子という共通の知り合いがいるとはいえ、顔を合わせたことがある程度の相手にどんなお願いをするつもりだ。

「ダメ、ですか？」

「まず用件を言ってくれ。それから判断する」

　断るだろうけど。

「言ってもいいですけどぉ。どうせオーケーすることになるんですから、空気を読んで合わせてくださいよ」

「そういう面倒なのが嫌なんだよ。延長になると金がかかるから、からかってるだけならもう行くぞ」

「えー。話くらい、聞いておいたほうがいいと思いますけど？」

　急に現れてなんのつもりかは知らないが、なんとなく美優と佐知子がロクでもないと言った理由がわかった。こいつはロクでもない女だ。

「いいんですか？　お兄さん……こんな人の溜まり場で、歳下の女の子とエッチなことしていた、ヤラシイヤラシイ、お、に、い、さ、ん」

　ゾクッと俺の背筋に冷たいものが走った。まさか、こいつ。今までのことを──。

「こんなところで、偶然バッタリだなんて本気で思ったんですか？　そんなわけないじゃないですか」

　スマホを片手に俺を嘲笑う由佳。そいつは脅しの道具か。はたまたブラフか。

　最悪、動画を撮られていたとしても、決定的な証拠は映っていないはずだ。事のあとは周囲にも気を配っていたし、ブランケットをかけてもぞもぞやっていたのが怪しかろうが、恋人同士の軽いイチャつきで誤魔化せる。

「なに言ってんだか。もう帰るからな」

「ふーん。そういう態度なんですか」

　由佳は大股歩きで、一歩、二歩と進み、俺と佐知子が使っていた個室の前まで移動した。やや広く開いた距離に、由佳は手をメガホン代わりに添えて、小声ながらもはっきりとした口を動かす。

「受付で名前と住所、書きましたよね？　それと、学生証もコピーされてるし。悪いことはできませんよ？」

「動画を撮ったんなら、見せて脅したほうが早いぞ」

　どうせ撮っていやしない。こいつの根拠はそこじゃない。『セックスを前提として付き合う』という条件を呑んだ佐知子が一緒にいたから、していたのだろうと決めてかかっているだけだ。

「動画は、ないですけど……」

　それみたことか。俺は弾丸の入っていない銃口なんかに惑わされたりしない。

「店員さんに、ゴミ箱の中身を確認させちゃいますよ？　帰ったあとならお店も気にしないでしょうけど、実質的に現場が押さえられたら話は別ですよね？　淫らな行為は禁止って規約も説明があったはずですし、学校に連絡がいって二人とも停学なんてことも……ねぇ？」

　こいつ、悪巧みには頭が働くタイプか。どうするべきだ。ここまでするほどの奴に、言いなりになれば要求はどんどんエスカレートしていくはず。

「……なーんて、しませんけど。ほんとにちょっとお話したいだけなんですよ。もっと気楽にいきません？」

　由佳はへにゃっとした笑顔で場を和ませてくる。ここまで含めて作戦とも考えられるが、話がしたいと言われているだけの現状、不利な俺が争っても立場を悪くするだけか。

「話を聞くだけだからな」

「やりぃ！  お兄さん、話わかるネ！　じゃ、連絡先は佐知子から聞いとくから、詳細は明日送るね、ばいばーい！」

　それだけ言って、由佳は自分の部屋に戻っていった。

「はあ……」

　これはきっと、ロクでもないことに巻き込まれたな。











０７．向日葵よりも眩しい笑顔









「お兄さーん！ こっちこっち！」

　ファミレスで手を振って俺を招く、茶髪ツインテの女子学生が一人いた。

　あの遠慮のなさは天性のものか。周囲の客もほとんど気を向けることもなく、日本人の自意識過剰を見事に削ぎ落とした図太い精神がそこにはあった。見習いたい部分でもあるが、俺には到底辿り着けそうもない境地だ。

「話だけな、聞きに来たぞ」

　俺は佐知子に断りを入れて由佳に会いに来ていた。火曜日は佐知子も塾があるから、どちらにしてもデートはできなかったし。

　店員が水を置きに来てから、俺はフライドポテト一つだけを頼んでソファーに深く腰をかけた。

「ケチですね」

「奢らないからな」

「ケチな上にケチ……」

　歳上としてのプライドなんて、あいにく俺は持ち合わせていない。美優がいたら少しは見栄を張れと叱られるかもしれないけど、彼女でもない相手に金を出してやるほうが俺には不誠実に思えるね。

「それで、話ってなんだよ」

「簡単なことですよ。美優の弱点を教えてください」

「帰るぞ」

　こいつ、反省したんじゃなかったのか。あれだけこっぴどくやられて折れない心は見上げたものだが、美優も迷惑していることだろうし。

　相手が嫌がるいたずらはイジメと同じだ。思春期のこの子らに理解しろというのは難しいかもしれないけど、相手のことを想えば自然とやらなくなるものだと思うがな。

「そんなにツンケンしなくてもいいじゃないですか」

「大切な妹に悪さするやつに協力なんてできるかよ」

「ぐぅ……こっちにだって事情があるんですよ……」

　由佳は悔しさを滲ませてグイッと水を飲む。

「どんな事情だ」

　あとに続いて俺も水を飲んだ。人間は人と相対すると、相手と同じ行動をついしてしまうのだとか。由佳はコップを置いて黙りこくる。俺も似たような体勢で口を噤んでいた。それから店員がフライドポテトを持ってきて、喧嘩中のカップルだと思われたのか、早足で去っていくその後ろ姿を眺めていると、由佳がようやく口を開いた。

「……お兄さんは、美優が笑ったところ、見たことありますか？」

　そのときの由佳の顔は、どこか桜の散るような儚い表情をしていた。今までのカラッとした明るい笑顔とは違う。どこか湿っぽく、後ろ暗さすら感じさせるような哀愁が漂っていた。

「いきなり、なんの話だよそれは」

　由佳の質問に対する返答に俺は迷っていた。

　そういえば美優が笑ったのを最後に見たのって、いつだったか。俺も美優と話すようになったのは最近のことだからな。生まれてからずっと気まずい関係が続いてたわけだし……。なんで俺は、美優と距離を置いてたんだっけ。

　俺がリアルの女に嫌気が差して二次元にハマり込んだのは、中学のときにクラスの女子に弄ばれたのが原因だけど。その前から、美優との会話はなかったように思う。

　お互いに自分のことを話さない性分だから自然とそうなった。俺も美優も、生まれつき感情が薄いから。──本当にそうか？

「私が美優と出会ったのは、小学四年生のときです。その頃から、美優はとても真面目で。笑わないっていうより、心を開いてくれないんです。もう何年も友達なんですよ？　ヒドくないですか？」

「前科がありすぎてなんとも」

　とはいえ、言い分がまったくわからないでもない。長年付き合いのある友人がいつまでも無関心にしていたら、いい気はしないものだ。

　俺は外での美優を知らないけど、家にいるときと変わらないんだな。でも、なんだろう。それは事実とは異なると、俺の頭の中にあるもう一つの意識が叫んでいる。

　俺は目を瞑って、記憶を奥へ奥へと探ってみる。昔の美優を思い出そうとしても、今の無表情な印象が強すぎて、遡るのが難しい。

　空箱に手を突っ込んでいるかのようで埒が明かず、俺は昔の美優を思い出す代わりに、小さい頃の俺がどう過ごしていたのかを思い出すことにした。

　その瞬間、脳の中枢まで伸ばしていた意識が目の奥で引っかかって、それはいきなり瞼の裏に映し出された。

　ドレスワンピースを揺らし、満面の笑みを向けてくる少女が一人。まだ幼かった頃の影が機嫌よく踊っている。

　いた。いたんだ。明るく元気だった美優は、確かに記憶の彼方に存在した。

　そうかあのときだ。美優が母親と一緒に学校から帰ってきた、あの日から。美優は笑顔を見せることがなくなったんだ。

　

　美優が小学校に入学する数日前のことだ。美優の新しい門出の記念にと、家族でプレゼントを買いに、デパートへ出かけたことがあった。

　幼稚園でお遊戯会をやっていたときから、自分でビニール袋などを工作して衣装を作るくらい、美優には服へのこだわりがあって。散々悩んでお店を連れ回された挙げ句、美優が選んだのはショーウィンドウに飾ってあったお高めのドレスワンピースだった。向日葵色が眩しく輝いて、控えめに刺繍された花の模様とフリルが、美優の心を掴んで離さなかったらしい。

「ママ！　これがいい！」

「あら〜ステキなワンピースねぇ。でも、ちょっと高すぎるかな。さっきのお店で見た同じ色のスカートじゃダメかな？」

「やだ！　これがいい！」

　この頃の美優は活きがよかった。歳相応にワガママを言って、願いが叶わなければ地団駄を踏む。ブーっと頬を膨らませる娘の愛らしさに、両親もタジタジだった。

「そうね、これ可愛いもんね」

「うん。可愛い」

「でもこーちゃんも五千円のゲームだったんだよ？　だから、二万円はちょっと、ね？」

　俺の入学祝いはゲームソフトだった。父親が家で据え置きタイプのテレビゲームをやっていたため、俺は幼いときからゲームに慣れ親しんでいた。

「……むぅ。これがいい」

「あっ、ほらみーちゃん。あっちにも綺麗なワンピースがあるよ」

「ヤダァァァアアアアア!!」

　人目も憚らずに叫ぶ。そういう時期が美優にもあった。

「誕生日なくてもいいから買って!!」

「そう？　でもどうせ誕生日になったら欲しくなっちゃうでしょ？」

「ならない!!　ゼッタイにならないの!!」

「うーん……それでも二万円は……」

「じゃあおにーちゃんの誕生日もなくていいからぁ!!」

　そう、美優はとんでもない妹だった。我が家の小さな暴君である。

　もちろん、俺もまだ幼かったから、これには大いに反発した。

「えー！　やだよ！　なんでオレが！」

「おにーちゃんゲームやるとゲームしかしないじゃん！」

「悪いかよ！」

「バーカ！」

　当時はゲーム脳という言葉が流行していて、ゲームを忌避する風潮がテレビ番組でも作られていた。そんな時期だったから、美優は俺がゲームをやることを事あるごとに否定してきた。

　そんなとき、決まって両親は美優の味方をした。とりわけ親父の可愛がりは理不尽だった。

「お前もお兄ちゃんなんだから。こんなときこそ男を見せてやると、カッコいいぞ」

「こんなやつにカッコいいとかどうでもいい……」

「まあそう言うな。このワンピースを着せてやったら、美優はお前に感謝する。きっと可愛い姿だっていっぱい見せてくれるはずだ」

「だからなに！」

　娘の可愛い姿を見たいのは親のほうだろうと、俺は幼心に毒づいていた。子供に物を与えすぎないように母親から注意されていたため、体のいい弁明に俺を利用したいだけなのだと、当時の俺はあまり父親を信用していなかった。

「ゲームならお友達もたくさん持ってるだろ？　でもこんなに可愛い女の子に喜ばれるなんて、滅多にないことだ」

「友達のほうが大事だもん」

　美優の容姿が優れていることは、この頃の俺にもわかっていた。親戚にもご近所にも、幼稚園の友達からも、美優はいつだって甘やかされて。

　俺が優しくしたところで、数ある中のたった一人だ。プレゼントだって結局は親が金を出す。どうせ美優もすぐに俺への感謝なんて忘れてしまうだろう。

　美優は頭も顔もよく生まれた、ズルい女なんだから。むしろ俺が優しくされるべきなんじゃないかと。憎しみすら覚えていた俺は、美優を喜ばせようなんて気にはならなかった。

　ガラス越しに飾られた、金色にすら見紛うほど綺麗なドレスワンピース。それを映す美優の瞳もまた、星をまぶしたように煌めいていた。

「おにーちゃん」

　しょんぼりした顔で、美優は俺の服を引っ張って。

「あの服、着たいなぁ……」

　子供ながらに、長く麗しいまつ毛に色気を乗せて、俺の哀れみを仰いできた。ドキドキという言葉が表す感覚を、俺はこのとき初めて知った。走ったわけでもないのに勝手に鼓動が速くなって、その感情は子供だった俺には恐怖でしかなかった。

「な、なんだよ。バカって言ったくせに」

　そのときめきは恋の兆しなんかではなかった。女の子が男に抱かせる、庇護欲からくるもの。ここで譲ってやらないと可哀想だ。兄なら妹に優しくしなければならない。

　そんな内なる自分が気に入らなくて、俺は精いっぱいに否定した。

「他のやつ、買えよ」

　俺が冷たく突き放すと、美優は真一門に口を結んで。それからは、一度もワンピースを視界に入れることなく、母親の元へ戻っていった。

「いいの？」

「うん。他のにする」

　母親に手を引かれて、美優の背中が遠ざかっていく。

　俺は親父と二人で取り残されて、ただただムシャクシャしていた。そもそも、人をダシにしたり悪口を言うようなやつに、優しくしてやれる訳がない。それくらい、美優だってわかっていたはずなのに。どうしてあんなわがままを言ったのか。

　どうせ欲から出た身勝手だ。少しは反省すればいい。

　そうやって美優を責めて押さえつけておかないと、溢れてしまいそうな感情が、俺の中で湧き上がっていた。

「やれやれ、頑固だな。まあそういうのも母さんに似てて俺は嫌いじゃない。なんてな、ははっ」

　親父は美優たちとは合流しようとはせず、入学祝いが決まるまではそれぞれでデパートを歩き回ることにした。振り返った先で、別のお店へと入っていく美優。下を向いて歩くその姿は、いつもよりずっとずっと小さいものだった。




　翌日の朝、俺は部屋でネットサーフィンをしていた。親父がパソコンを買い換えたときに古いほうを与えられたのだ。

　小学生にパソコンを使わせるのがいいことだったのかはわからないが、そのとき俺に渡されていたパソコンには有害サイトへのブロックもされていなくて、今にしてみればとんでもないリテラシーの低さだったように思う。

「こーんこん！　おーにーいちゃん！」

　上機嫌なノックが聞こえて、俺はドアに振り返った。母親が俺を身籠ってすぐに家を買ったため、俺と美優には最初からそれぞれの部屋が与えられていた。

「えへへー。入るよー」

　ひょこっと顔を出した美優は、長い髪を編み込んだハーフアップにしていた。いじらしく両手を後ろに組んで、体を揺らしながら部屋に入ってくる。

「むふふふ。どう？　おにーちゃん」

　手を広げて、一回転。フリルがいっぱいに広がり、その向日葵色のドレスワンピースは美優に着られることを喜んでいるかのように活き活きとしていた。

「買ってくれてありがとっ！　大切にするからね！」

　目尻と口元をいっぱいに緩めて、太陽にも負けないくらい眩しく笑う。見ているこっちまで幸せになるほどの笑顔だった。

「あ、あぁ、うん」

　上手く言葉が出なくて、ようやく捻り出した声がそれだった。

　俺はあれから、父親に誕生日プレゼントを返上すると言って、美優にワンピースを買ってやるよう頼んでいた。母親は呆れていたが、俺に考え直せとは言ってこなかった。

「これね、自分でやったの！　まだパパとママにも見せてないんだよー。ねーねーどうかなー？」

　顔を左右に振って、自分でヘアメイクしたらしい頭を見せつけてくる。髪が揺れるたびにチラりと露わになる首元の白さが色っぽかった。俺は呆気に取られて、鯉みたいに情けなく口をパクパクさせていることしかできなかった。

「むぅ。かわいいならかわいいって言いなさいよ」

　そうしているうちに、あまりに反応の薄い俺に美優が怒り始めた。

「え、あ、おぉ」

「ふーんだ！　おにーちゃんなんてどうせ一生ドーテーなんだから！」

　結局、最後は暴言を吐いて美優は部屋を飛び出していった。

「……なんだよドーテーって」

　俺は甲斐性なしなのを自覚できないまま、開きっぱなしのドアを見つめて呆然とするだけだった。

　それからの美優は、毎日のように様々な可愛い服をコーディネートして登校した。二年生になってからは、記念日に服をねだる代わりに裁縫セットや布や小道具をせがんだ。服を何着も買うと親が抵抗を示すが、自分で作るとなるとどんな量の素材をお願いしても聞いてもらえることに気づいたからだ。

　そうして美優が小学三年生になった、ある日のこと。夜遅くに母親と一緒に帰ってきた美優が、目を真っ赤に腫らして自分の部屋に駆け込んでいったことがあった。

　美優が変わり始めたのはその日からだ。今までこだわってきたフリルやリボンを封印して、美優は仏頂面をシンプルなＴシャツに通して毎朝部屋を出てくるようになった。

　

　どうしてそんなことになったのかはわからない。俺はあえて聞かないようにしていたし、わざわざ下の学年のフロアに行って様子をうかがったこともなかった。

「ああ、それってもしかして、アレのことですかね」

　由佳が俺のフライドポテトを無断で手に取り、ケチャップをたっぷりつけて口に放る。美味そうに食いやがって。それは情報料だからな。

「アレって？」

「前に噂で聞いたことがあるんですよ。昔、美優が学校の男子を……五、六人くらいかな？　ボコボコにしたって」

「え……」

　美優も怒るときは怒るけど。そこまで気性が荒いなんて信じがたいな。それとも、その男子たちがよっぽどのことをしたのか。

「小五のときも美優は男子ボコッてましたし。似たようなことが過去にもあったのかもしれません」

「マジで!?」

　女の子一人で男子数人とやりあうことなんてできるのか。

　美優は頭はいいけど、身体能力はそんなに高くなかったはずなんだがな。

「小五のときのやつは、由佳ちゃんは知ってるのか？」

「由佳でいいですよ。呼び捨てで。私が知ってるのは、そんなに大事にはならなかったんですけど。あれを境にして美優に惚れる子と怖がる子が極端に増えた気がしますねぇ。知りたいですか？」

　迷った挙げ句、俺は首を縦に振った。過去を掘り返すのは好きじゃないけど、このまま聞かずに帰っても美優への不信感が募るだけだ。

　由佳の話しぶりからして、一方的に美優が悪い話ではないはず。

　聞いておきたい。あの謎だらけの妹を、兄として少しでも理解してやりたかった。

「いいですけど。お兄さんも美優の弱点を教えてくださいね？」

「それは無理っていうか、知らないんだよ。俺も教えてほしいぐらいだって」

「えー！　無能！」

「無能って言うな……。遥との間に秘密はあるらしいけど、それだって俺より由佳のほうが詳しいだろ」

「秘密？　あの二人がレズってるのはもう疑いようがないしなぁ……ふむ」

　やっぱりあの二人はそういう認識なのか。それを周囲の奴らはなんとも思わないんだろうか。

「でも、美優のほうはそんなに乗り気じゃなさそうなんですよね……そのくせなんやら恩義は感じてるようですし……遥の言うことには大抵逆らわないし……」

　由佳は何度も顎をさすって考え込む。

「ハッ……そうか！　これなら……うん、うんうん！」

　由佳は一人で勝手に納得して、パッと顔を明るくさせた。

「いいでしょう。私にナイスアイディアを授けてくださったお礼に、昔の美優について教えて差し上げます」

　俺は何かとんでもないことをやらかしてしまったのだろうか。家に帰ったら由佳がロクでもないことを考えてると美優に教えてやらねば。

「小学五年の十月くらいの頃です。それは、とある一人の女の子がきっかけでした」

　由佳は指をピンと立てて語り始めた。

　小学五年生の秋。

　それはすでに、美優が誰に対しても厳しくなっていたときの話だった。











０８．やる覚悟もないくせに









　教室の隅にある一席で、一人の少女が注目を集めていた。彼女が着てきた服が話題の中心だった。胸元にリボンのついたワインレッドのワンピースで、各所にあしらわれた装飾でゴテゴテしたその衣服は、いわゆるロリータ系に類するものだった。当時はキッズファッション誌が作り出した流行によって、学年全体でデニムや革系のジャケットを着てくる子供たちが多く、そんなハードな潮流に逆行するような格好がより彼女を目立たせていた。

　クラスの女子たちは少女を可愛がった。流行に乗っている自分たちの服が優れていると思ったからだ。突如として現れたアイドル性に悪感情を抱く者も中にはいたが、子供っぽい服を見下げることで得られる優越感がそれを抑え込んでいた。

「優花里ちゃんの服キレイな色だね！」

「何かの記念なの？　たかそー」

「うちにも似たようなのあるけど、優花里ちゃんのがいい布ね」

　一躍時の人となった優花里という名の少女は、それまでは目立つことのない地味な女子生徒だった。友達も固定の数人がいる程度で、成績はよくも悪くもなく、クラブ活動にも参加していない。そんな人生だったから、優花里は褒められることを嬉しく思いながらも、予想外の好評さにタジタジだった。

　優花里の格好は男子からもウケがよかった。背伸びをして大人っぽい服に身を包んだ女子たちよりも、なんだかんだで女の子らしい姿が好ましかったのだ。知らずのうちに優花里は男子の間でも話題になり、当初から面識のあった者は「お前もしかして優花里のこと好きなんじゃねーのー？」などとからかわれることも多くあった。

　そんな些細なことが火種となった。思春期の子供たちは残酷なもので、まだ知性も理性も未熟な彼らは、得体の知れない感情に振り回されると信じられないほど加虐的になる。とりわけ、「女の子を好きになるなんて恥ずかしい」という感情は、それを払拭するためなら相手を貶める手段すら取らせてしまう。

「あいつ派手な服着てるよな。女の趣味ってよくわかんねえ」

「でもお前はああいうのが好きなんだろ？　授業中もずっと見てたもんな」

「はぁ？　見てねえし！　あのヒラヒラしてんのがうざいんだよ！」

　男子同士の茶化し合い。イジる立場とイジられる立場とで分かれて、周囲の友人たちもそれに同調した。

「やっぱ見てんじゃん！　うわーお前やっぱ好きなんだ！」

「ちげーよふざけんな！」

　イジられる側の男子は顔を真っ赤にして否定した。図星だったわけではない。自分が女の子に興味があると、噂されるのを想像するだけで顔から火が出るほど恥ずかしかったのだ。

「声でけー。聞こえてんじゃね？　あれ、なんか噂してる……もしかして私のこと好きなのかな、キュン！　とか思ってたりして」

　手を組んで女の子ポーズをする友人。それを真似る取り巻きたち。

「キモい！　やめろ！　あいつに好かれるとかマジでキモいし！」

「ムキになんなよ。優花里とか男友達いないから告ったらそっこーオーケーするって」

「はぁ？　告るとか意味わかんねえ。死んだほうがマシ」

　子供のイジりは無遠慮で、執拗で、やがて自分がからかわれるのは、優花里のせいだと思うようになった。あいつがいるから。あんな服を着てくるから。

「なんだよこの服。変なのついてんじゃん」

　好意がないことを周りに示せればそれでよかった。優花里の着ている服か引っ張りやすかったから、フリルやリボンが掴みやすくて、力を加えれば取れるように思えて。冗談半分に、優花里を茶化して、服に文句をつけた。

「やめて……！　触らないで……！」

「うわ、怒った。お前って怒るんだ。こんなんでムキになんなよ！　ほら、ほら！」

「やめてってば！　いい加減にしてよ！」

　からかい半分で始まったいざこざが、引っ込みがつかなくなったなんてことはよくある話。優花里のときもそうだった。喧嘩する二人を囲み、野次馬となった友人たちにいい格好をしようと、少年もヒートアップしてつい力が入った。

　脆いところに力を加えられて、付け根の糸がほつれたフリルに、優花里もついには泣いてしまい、少年はそんなつもりはなかったと言いたくても、タイミングはすでに逸していた。非を認めれば周囲から責められる。だから少年はその気持ちとは裏腹に、こんなもので騒ぐなと、強気をアピールしてさらに服を引っ張った。

「ブスがこんな服！　似合ってねえんだから感謝しろよ！」

　放課後を迎える掃除終わりの一室が、怒りと悲しみの声で溢れていた。




　廊下には三人の女子生徒が歩いていた。艶やかな長い黒髪と発達のよい胸部が目立つ少女を先頭に、校則違反スレスレに明るい茶髪ツインテールと人形のようにやたらと造形のいい顔が横に並んでいる。

「図書館の掃除って地味に広いからたいへーん」

「由佳はサボってるんだから大変も何もないでしょ」

「遥は真面目すぎ。あと私は美優の図書カードにエロ本借りましたって書くので忙しかったから」

「ほんと死んで」

　クラスで六等分された六人の班。男女混合で組み合わされたその半分に、由佳と遥、そして美優の姿があった。この班は何をするにしても男女で分かれていた。美優と遥が寡黙でコミュニケーションを取ろうとしないからだ。いつもは由佳が男子との窓口になって、課外授業やグループワークを進めている。とりわけ美優は遥以外とは積極的に関わろうとはしなかった。

「美優、男子も掃除が終わったって」

「なら教室に戻ろうか。由佳は遥がシメといて」

「わかった」

　遥と分かれ、美優は一人で教室に向かった。今日は掃除が終わればそのまま帰りのホームルーム。早く家に帰りたい気持ちを足に乗せて、辿り着いた教室は、すでに不気味なほどの静寂に変わり果てていた。

　誰も口を開かない。空気に棘が立っている。ドアに茨が巻かれているようで、中を見ることすら躊躇ってしまうほどの光景の痛さ。

「うぅっ……うぐっ……」

　床にへたり込んで優花里が泣いていた。その周りには三人の男子がいる。野次馬と優花里の友人たちとの言い争いが一段落したようで、誰にも収拾がつけられなくなったこの事態に、関わろうとする者はいなかった。

「何をしてるの」

　ドスの利いた声と共に教室へと足を踏み入れた、ただ一人を除いて。

「あ？　こいつ、自分が着てる服が変だってわからねえから、教えてやったんだよ」

　その闖入者である美優の声に答えたのは優花里をからかっていた張本人だった。

　男子生徒は無理やり千切ったリボンを床に投げ捨てて、美優を睨みつける。掃除用具の片付けも中途半端にされたまま。押し退けられた机に囲まれて、黒板の前で立ちふさがる三人の男子に、美優が一人で対峙する。

「それでどうしてイジメを正当化できるのか、私にはわからないんだけど」

　美優は無表情に男子生徒を見つめたまま、ゆっくりと近づいていく。誰もがその異様さを悟っていた。自ら人と関わろうとしない美優が、率先して面倒ごとに首を突っ込み、ピリピリとヒリつくような雰囲気をまとっている。

「なんだ文句あんのかよ！　お前だって何度も男に当たり散らしてるくせに！」

　男子生徒は教壇机に落とし物としてしまわれていたコンパスを取り出し、針を先にして美優に向ける。

「生意気なんだよ！」

　それを思いきり、振りかぶって美優に投げつけた。コンパスはまっすぐに美優の顔のすぐ横を通り抜けて壁にぶつかる。ゴンッ、と音を立てて落ちた凶器に、野次馬の中から小さな悲鳴が上がった。

　美優は直立不動。瞬きすら止めている。

　それを見て、取り巻きの生徒たちが嘲り笑った。

「ハッ。ビビッてんよ。かんけーねぇやつが首突っ込んでくんなよな」

　美優は何も言い返さない。その代わりに、傍らに落ちていた箒を手に取った。両手のそれぞれで箒の根元と柄の中心を持って、今度は美優がその先端を男子生徒に向ける。

「なんだよ。やる気かよ」

「バカは体で教えないとわからないんでしょ」

　終始真面目な美優に、男子生徒たちはゲラゲラ笑った。どうせ形ばかりの脅し。優等生のいい子ちゃんである美優が喧嘩などするわけがない。

　そう決め込んでいた。

「やれるもんならやっ──」

　男子生徒が挑発するその最中。認識の切り替わりを縫って攻め入った美優。中心線を保ったまま、潜り込むようにして一気に間合いを詰める。

　偏差を考慮するまでもなく、最短距離をなぞって繰り出された美優の箒の一突きが、空を裂き、男子生徒の額を捉えた。鈍い音を立てて仰け反り、男子生徒は真後ろに倒れ込む。

　痛々しい絶叫が廊下まで響いた。今まで経験したことのない痛みに、男子生徒は人目も憚らずに泣き出した。その光景を目にして、取り巻きの一人が弾かれたように教員用の三角定規を取って構えた。

「てめぇ!!　何すんだよ!!　目に入ったらどうするつもりだったんだ!?」

「軽く小突いただけで騒ぎすぎよ」

「ふざけんなよ……調子に乗りやがって！　ぶっ殺してやる!!」

　男子生徒の友人は、三角定規の最も鋭い部分を美優に突きつけて威嚇した。それはもはや刃物にも等しいもの。叩いたり突き飛ばしたりするのとは違う。振り抜けばほぼ確実に出血を伴う傷を相手に与えることになる。

　脅しているだけだった。自分のほうが体格に優れ、危険な武器を持っているのだから、女子が怖がらないわけがないと。武器を振りかざしているだけで立ち去ると信じて、男子生徒は美優に暴言を浴びせた。

「お、おい…………ほ、ほんとにやるぞ!!　本当に殺すからな!!」

　一切の表情を変えずに間合いを詰めてくる美優に、怯えているのは男子生徒のほうだった。

　美優は自らの武器である箒のリーチを捨て、手を伸ばせば触れられる距離まで詰め寄ると、男子生徒が手に持っている三角定規の先を右手で握り込んだ。

　徐々に力を加えられて、その切っ先は美優の目玉の直前まで引っ張られた。瞳の表面の、その面膜にまで達してしまいそうな位置で、定規は力の拮抗により静止した。

「なに、やってんだよ……！　やめろ！　バカッ!!　あぶねえって!!」

　力を緩めることはできない。反作用で飛び出した定規の角が美優の目をえぐってしまうことになる。そんな凄惨な絵など想像することすら男子生徒にはできなかった。かといって、引っ張ることもできなかった。引いたところで美優の握力から逃れることができず、引けば引くほどに均衡を保つのが困難になる。

　ギリッ、ギリッ、と互いに力を加え合い、文字通り美優の目の前で崩壊のときを待つ力の均衡。汗ばむ手に、もう男子生徒の恐怖心は耐えることはできなかった。

「おい……もうやめろよ……やめてくれ……！　わかったから……俺が悪かったから……!!」

　懇願する男子生徒に、美優はパッと手を放した。引く力だけが残された男子生徒は勢いのままに壁に激突して頭を打ち、体を丸めて縮こまってからは、あとはもう最初に泣かされた生徒と一緒に喚くばかりだった。

「抵抗しない女の子をイジメて何を偉そうに。やり返されないからって威張り腐って。いざやられるとなればやる覚悟すらない。迷惑かけたわけでもないのに攻撃する理由がどこにあるの。ほんと、反吐が出る」

　地に響く美優の声は、男子生徒たちの戦意を根こそぎ奪い去った。残った一人が泣きじゃくる二人抱え上げて肩を貸し、立ち上がる。

「行こうぜ。頭おかしいよこいつ……」

　捨て台詞と共に廊下へ逃げていった三人。それと入れ替わりに由佳と遥が教室に入ってきた。

「ありゃ、なにこれ。散らかってんじゃん。もう先生来るよ？」

　由佳はズカズカと教室に入ってきて、優花里の前にしゃがみ込む。遥はドアに張りついたままその様子を眺めていた。

「はいこれ、リボン落ちてたよ。あららー泣いちゃって。男子にイジメられて美優に助けてもらったの？　だったらほら、ありがとーって言わないと」

　声をかけられても優花里は俯いたまま。涙を流すだけで、もう呼吸を荒らげることもなく、糸の切れた人形のように一点を見つめている。

「もしもーし。聞いてる？」

　由佳は猫じゃらしのように結んだ髪を優花里の前でフリフリする。

　美優は由佳と優花里のやりとりなど眼中になく、自分の席に戻っていった。

　それを目で追っていた由佳が、深い角度まで体を捻ったところで顔を顰めた。

「──ッ痛たたた……遥のやつにキメられた関節が悲鳴を上げてやがる……」

　由佳のいたずら癖は生まれつきのもの。去年美優と出会うまでは、こっそり男子の筆箱にハート型のチョコレートを忍ばせる程度の微笑ましいものだったが。

「なにを慣れ慣れしくしてるの」

　見かねた遥が由佳の頭頂を人差し指でツンツンした。

「ほら、由佳と優花里で、ゆかゆかっしょ？　なんか親近感湧くじゃん？」

「そういう問題じゃなくて……」

　遥は腰に手を当ててゲンナリと肩を落とした。何か諦めを感じさせるような大きなため息だった。

「由佳のそういう空気読めないとこ嫌い」

「なに言ってんのよ。誰も声かけてあげないからあたしが相手してるんでしょうが」

「そっとしておいてほしいって気持ちがわからないの？」

「ほっといてほしいわけないでしょ、こんな酷いことされて。放置されるほうが惨めに決まってんのよ」

　由佳はクルッと振り向いて、まだ座り尽くしたままの優花里に手を差し伸べる。

「ほれほれ。もう先生が来ちゃうから早くお立ちよ。涙を拭くのにこのハンカチ使っていいからさ。美優のだけど。ぷぷぷ」

「由佳……」

　そこは遥も冗談で許せないところ。両親指が由佳のこめかみを万力の如く挟み込み、絶叫と共に由佳は教室の反対側へと消えていった。

　それから担任が三人の男子生徒と共に教室にやってきた。ホームルームは通常通りに行われたが、美優は放課後に職員室に呼び出されることになった。遥が担任を説得しようと試みたものの、肝心の優花里が物言わぬ貝になってしまい、美優が事情聴取のために連れていかれるのは変えられなかった。

　放課後、生徒たちの帰宅が一段落したところで、教室に残っていたのは微動だにしない優花里と、その対面に座る由佳だけだった。

「あんたいつまでそうしてんのよ。恩人の美優が呼び出し食らってんのよー」

　椅子の背もたれを前にして股に挟んで、かれこれ三十分ほど、由佳は優花里に一方的に話し続けていた。そんな声かけが功を奏したのか、優花里はようやく曇った顔を上げる。

「ごめんね。全部、私のせいだもんね。こんな服着て……。由佳ちゃんも、付き合わせちゃって、ごめん。ありがと。元気出たよ」

　優花里は目頭に涙を溜め、スカートをギュッと握り込む。由佳はその様子をしばらく眺めてから立ち上がった。

「あーあ。美優は帰ってくるの遅いし。体操着もリコーダーも置いてないし。かーえろっと」

　反応がもらえてそれで満足だったのか、由佳はいそいそと帰り支度をすると、別れの挨拶もせずに教室を出ていってしまった。

　優花里だけが取り残された教室で、不意に訪れた静寂に、優花里の心は途端に不安と恐怖に満たされた。恐怖が混乱を呼んで、まともな思考ができなくなって。

　気づけば、ゴミ箱の前に立っていた。

　由佳に拾ってもらった胸のリボン。すべてなかったことにしてしまいたかった。

　地味な服を選んで買っていた。自分には可愛い服は似合わないと思っていたから。親戚の家に行ったときに、もういい歳の女の子なのに飾り気がないと、いとこのお姉さんに指摘をされて。勇気を出して可愛い服が着たいと母親にねだったら、飛び跳ねるくらいに喜んで、その日のうちに買ってくれた。

　すぐには着る勇気が出なくて、申し訳ないと思いながらも普段の格好を続けて。今日、この服を着て玄関を出たときは、姿が見えなくなるまで母親が見送ってくれた。

　優花里が手にしているのは、そんな母との想いが詰まった、二人の記念。

「こんなんじゃ……もうお家に帰れないよ……」

　投げ捨てようとすると、嗚咽が止まらなくなった。視界が暗くなって、空気が薄く感じて。呼吸の制御すらできなくなる。

　そんな優花里を気付けしたのは、教室のドアを開ける開閉音だった。

「み……美優……ちゃん……」

　優花里は瞠目して後ずさった。すぐに謝罪の言葉を続けたかったのに、声を出そうとすると、胸の上あたりがつっかかって空気が通らなかった。

　美優は優花里の顔とリボンをそれぞれ一瞥して、呼び出されたときには持っていなかった手提げ鞄を机に置くと、ドアを閉めてから優花里に一つ袋を手渡す。

「ふぇ……こ……れは……？」

「体操着。服、直してあげるから、これに着替えて」

　優花里がその言葉を理解するのに数分を要した。その間に、美優は手提げ鞄から裁縫セットを取り出して、針と布の準備をしていた。

「直すの？　美優ちゃんが？」

「趣味でやってた程度だけどね。リボンをつけてほつれを直すくらいならできるから、安心して。後ろから布を当ててつけてるタイプだから、有り合わせで手直ししても見た目は変わらないと思うの」

　準備ができると、美優は膝に手を置いて待機状態になった。優花里は慌てて体操着に着替え、服とリボンを美優に渡す。

　美優はワンピースの裏と表を何度も見返して、縫い目の形を確かめると、さっそく針山から針を抜いて作業に取りかかった。

「この服を着たの、今日が初めてでしょ。捨てたらもったいないよ。こんなに可愛いのに」

　意外な言葉だった。初めて着た服だと言い当てられたことではない。優花里が驚いたのは、あの硬派な美優がフェミニンな服に理解があることだった。

「あの、美優ちゃん」

　美優が服を直してくれるとわかると、呼吸が落ち着いた。優花里は先ほどまでの薄暗い表情を拭い去って美優に顔を向ける。

「ごめんね、私のせいで先生に怒られちゃって。先生、まだ怒ってるなら、私が話すから」

「それは大丈夫。呼び出されたのは、今回のだけが原因じゃないから。気にしないで」

「え？　そう、なんだ」

　美優は真面目で優秀な生徒だ。職員室への呼び出しなど無縁のはず。

「美優ちゃんは、優しいんだね」

　美優に助けてもらった今では、優花里にとってはそう意外なことでもなかった。人付き合いが悪いようで、美優は困っている生徒がいれば世話をしていることも多いし、それができるだけの器量と思慮深さを持っている。

「……まあね」

　美優のその言葉を聞いて、その顔を見て、優花里はドキッとした。素っ気なく「そんなことないよ」と謙遜されるかと思っていた、美優の口元が、楽しそうに緩んでいたのだ。いつもの真面目な表情より、微笑みながら服を縫う姿のほうが、よっぽど似合っていた。

「お裁縫、好きなの？」

「好きだよ。小学二年生のときからずっとやってる。こんな具合だけど、どう？」

　美優はほつれていたフリルの根元を優花里に確かめさせる。

「へ？　ふぇえ!?　なにこれ！　元に戻ってる！」

　糸が飛び出していたはずの継ぎ目が、ミシンを通した直後のように修復されていた。美優が服に糸を通すその手際は滑らかで、繰り返し針を抜き差しする作業だけでも、ずっと眺めていたくなるほど。リボンをつけ終わるまでもあっという間だった。

「はい、終わり。着心地を確認してもらってもいい？　硬かったらできるだけ調整するから」

「う、うん」

　優花里はすぐさま体操着を脱いでワンピースに腕を通す。買ってもらったときとまるで変わらない、新品のままの服がそこにはあった。

「すっごい……お昼まで着てたときとまったく変わらない……」

「ならよかった」

　裁縫セットを片付けて、美優は脱ぎ散らかされた体操着を畳んだ。優花里が慌てて自分がやろうとしたときには、もう体操着は袋の中に収まっていた。美優は手提げ鞄にその二つをしまってから、優花里の全身をその視界に捉えた。

「よく似合ってるよ」

「えへへ。そう、かな？」

　照れくさそうに頬をかく優花里。その頭を、美優は軽くポンポンした。

「女の子だもん。可愛い服を着ないとね」

「美優ちゃん……！」

　頬を伝う一筋の雫。先ほどまでのどん底に冷えきったものとは違う。優花里の人生で、一番に温かい涙だった。

「ありがとう!!　美優ちゃん!!」

　美優に飛びつく優花里。それを抱きとめて、頭を撫でる美優。

　それからも優花里は華やかな服を着て登校を続け、この美優との一件から、優花里をからかう男子は一人も現れなかったという。




「──ってなことがあったと優花里から聞きました」

「無茶苦茶すぎる……」

　俺はすっかり冷えきったフライドポテトを口に運んだ。不味い。

「可愛い服が好きってのはよくわかんないですけどね。美優は普段から無難なシャツばっか着てますし」

「俺もあれから美優が凝った服を着てるのなんて見たことないよ」

　マナーや着こなしはかなりうるさく言われたけど、可愛い服が好きなんて聞いたとはなかった。それこそ、過去のあの一件以来、もう卒業して大人になったものだとばかり思っていた。

「やっぱり、美優も学校でイジメられてたのかな」

「美優がですか？　まさか」

「でも、小三のとき、美優が泣いて帰ってきた理由がイジメだとすると、辻褄が合うんだよ」

「五、六人ボコった噂のやつですよね。それなら、理由は見当がつきますよ」

「理由って？」

「男嫌いです」

　んんん。それはまた新情報だ。美優は誰に対してもドライなんじゃないのか。

「美優、もっっすごい男子から告白されるんですよ。回数を数えるだけで吐き気がするくらい。で、ものの見事に全員失敗してるわけなんですが、その振り方が酷いっていうか、さすがの私も気の毒になるくらいで」

「そんなに極端なのか？」

「生理的嫌悪っていうんですかね。もう人間性を否定する勢いでして……。それで、一部の男子がキレちゃったんですよ。そんで情けないことに返り討ちと。これに関しても似たような事例を知ってるので、きっと噂の通りだと思います」

　あの、俺も男なんだけど。

　参ったな。あいつ、俺のことを本音ではどう思ってるんだろうか。

　実は口内射精のあとにこっそり吐いてたりして……。いや、そもそも嫌いなら精液を飲んだりはしないか。ってか最初にオナニーを目撃した時点で俺がぶっ飛ばされてるはずだよな。

「しつこくされてストレスが溜まってたんだろうけどさ、そんな態度じゃいずれ逆ギレされるなんてわかりきってただろ。そこまで攻撃的に拒絶することないんじゃないか？」

「本人もどうしてそんな風に振るのかわからないんですって。性的な感情を向けられると、気持ち悪すぎて自制が利かなくなるらしくて」

　待て待て待て待て。俺、アウトだよな。完全にアウトのハズだよな。やばい、早く美優に会って反応を見直したくなってきた。

「やはりレズなのでは」

「それは本人が強く否定しています。例によって私も何度か告白したんですけど、なんか男に対するのとは違いましたね。目論見通り酷い振られ方しましたけど」

　それはお前がやるからなんじゃないのか。嫌がるから告白するとか人としてのあり方が間違っている。

「話は戻るけどな。どうして由佳はそんなに美優にいたずらをするんだ？」

　俺が尋ねると、由佳はまた神妙な面持ちになった。由佳としては真剣に考えてやっていることらしい。

「クラスメイトの中には、美優には感情がないなんて言う子もいます。いつも冷静で、頭もよくて、気が利いて。自分にも他人にも厳しい美優は、遥に引けを取らないくらい、学校中の憧れです。でも、高嶺の華すぎて、みんな美優が一人の女の子だってことを忘れてるんですよ」

　そこに滲んでいたのは、呆れと悔しさだった。怒りは感じられない。ただやるせないんだろう。

　俺だって美優を遠い他人と思ったことがないでもない。実の兄妹であるにもかかわらずにだ。それくらい、美優はなんでもそつなくこなして、苦労なんてないように感じてしまう。

　そういった評価が疎ましいのはわかる。でも。

「だからって美優にいたずらする理由にはならないだろ」

「それは、結果的にそうなってるだけであって、ですね。私としては、美優を笑わせたくて色々やってたんですよ。それが、上手くいかなくて、今では、だいぶこじれてて」

　由佳は指をなじり、窓越しに歩く人々を目で追いかける。怒らせて感情を揺さぶれば、笑顔も見せやすくなると信じているのか。気遣ってくれるのは嬉しいけど、そんな子供っぽいやり方では美優は心を開かないだろう。

「で、笑顔もそうなんですけど……」

　俺が真面目に由佳を再評価している真向かいで、由佳は顔を上気させて声を淀ませた。

「今ではこう、なんといいますか。美優が泣いてる顔も見たいなぁって……あの美優が泣きじゃくる姿を想像すると……私……なんだか胸がキュンキュンしてきて……」

　由佳は尊いモノを見るように手を組んで、息を荒くする。

　おい美優。お前の友達はヤバいやつばかりだぞ。こじれすぎて由佳のほうが歪んでしまっている。

「と、とにかくだ！　美優へのいたずらはやめること！　いいな！」

「……はーい」

　俺は急いで財布を取り出し、机にお札を叩きつけて店を出た。彼女以外に奢らない宣言は、一時間もせずに撤廃されることになってしまった。











０９．妹とトイレ









　お家デートというものに憧れていた。ゲームやアニメの主人公たちは、学生の身分にもかかわらず誰も彼も一人暮らしの条件が整っていて、そりゃエッチなハプニングの一つでも起こるだろうと──これまでの俺は、そんな生まれの理不尽に憤慨していた。

「悪いな、毎度見慣れた光景で」

「いいですよ。この時期だと外に出るのも億劫ですから」

　学校帰りに彼女を部屋へ呼び込んだ俺は、二人でベッドに腰をかけた。俺が妹をオカズにしないと射精できないことなど知る由もない佐知子に、俺はその複雑な胸中を吐露できないまま、もう二週間以上が経過していた。

　七月も後半に入り、いよいよ夏が本格的になってきたこの頃。エアコンの効いた部屋で遊ぶのがなによりも楽で、俺たちはこの家で勉強会をしたり、たまに料理を作り合ったりして、行き着くのは男女の交わりだった。

　義務感があったわけではない。男である俺は数日もしないうちに否が応でも性欲は溜まるし、佐知子も気持ちいいから嫌いではないと誘いを拒むことはなかった。

　しばらく一緒にいると、ムラムラしてきて佐知子との体の距離が近くなる。肩が触れ合うくらいに接近すると、腕やふとももへの触り合いでスキンシップを取って、最後にはお決まりの言葉をかけるのだ。

「……そろそろ、するか」

「はい」

　セックスを前提として付き合っているのだから、同じ部屋にいればセックスの流れになるのは当然のこと。それは佐知子もわかっていて、俺が欲情していることを察すると、目を合わせようとする回数が多くなって、五秒も見つめ合えば行為開始の合図としては充分だった。

　セックスの順序もおおよそ決まっていた。最初に俺が佐知子の服を脱がして、胸を中心とした体の部位を触る。女性器が濡れたのを確認すると、指でイジって膣内をほぐす。ここまでが俺の前戯。挿入前にイかせてやるのがベストなんだろうが、俺には女の子をイかせられるだけの技量はないので諦めた。

　佐知子の準備ができたら、次はフェラをしてもらう。女の子の口にペニスを入れるのは興奮するし、佐知子のフェラは鼠蹊部も玉袋も一生懸命に舐めてくれる至福の快楽なのだが、射精できないことが申し訳なくてすぐにやめてしまう。だから、最後は挿入に移る。セックスなのだから当然の流れとはいえ、俺としてはたまには口内射精をしたい欲求もあった。

「佐知子。挿れるぞ」

「はい」

　ベッドの上で仰向けになる佐知子の割れ目に、俺は硬くなったペニスを押しつける。クリトリスを勃起したペニスで擦って、軽い刺激と焦らしを入れてから、コンドームに覆われた十数センチの棒を女の子の小さな穴に挿れていく。

「痛くないか？」

「平気、です。気持ちいいですよ」

　もう何度もセックスをしているのに、俺は佐知子に毎回それを確かめた。佐知子の反応が、想像していたよりも薄かったのだ。

　気持ちいいこと自体は嘘ではなさそうだし、セックスも好きなようなので、その点は心配なさそうなのだが。男としてはいまいち盛り上がりきらない。身悶えさせながら嬌声を上げるなんて、ＡＶやエロゲの見すぎなんだと思い知った。

　腰を前後に振って、肉と肉をぐちゅぐちゅと合わせる。ゴム越しでなければもっと肉ヒダを感じられるのだろうか。生のほうがより興奮を高められるとはいえ、我慢汁だけでも妊娠する危険はあるので、挿入だけゴムなしでさせてと頼むこともできない。恋人がいてもできないエッチはあるのだ。

　亀頭の笠で膣壁を擦るように、角度を変えてストロークをさせてみたり、よりよい場所に当たるように動いているつもりでも、互いに膣内の状態なんて細かくはわかっていない。そこには肉感と温度があるだけ。興奮はするし、射精したい気分にはなるけど。

「佐知子……激しくするぞ……！」

「来て……ください……！」

　ギシギシと音を立てるベッドに、焦りだけが募っていく。

　──今日もまた、射精ができないのではないか、と。

　佐知子とセックスをするのは、もう三日連続になる。セックスにハマったわけではなく、それどころか、俺は童貞を捨てたあの日以来、一度もまともにセックスはできていなかった。あるいは、その最初のセックスですら、美優の力で射精をさせてもらっていただけで、俺と佐知子の間には恋人としての正しいセックスなんてなかったのかもしれない。

　腰を振り続けて、筋肉と時間だけが消費されていく。射精感が湧き上がってこない。肉棒はガチガチに固まって、射精の準備はできているはずなのに。

「はぁ……あんっ……ぁっ……おにぃ……さん……！」

　雰囲気だけは高まってきて、動きも激しくなって、もうそろそろイカなければならない流れになってくると、俺の中で葛藤が生まれる。このままスムーズに終わらせて満足ができたといつものように伝えるべきか。佐知子とのセックスでは射精できないことを素直に告白するべきか。

「佐知子……出っ……出る……ッ!!」

　俺は佐知子を強く抱きしめて、その喘ぎ声を聞きながら腰を強く打ちつける。美優に近い声質の佐知子の喘ぎを聞くことだけが、俺の唯一の射精手段だった。

　それはもはや佐知子とセックスしているとはいえなかった。俺は恋人と体を重ねていてもなお、実の妹をオカズにしている。そんなことをセックスの真っ最中である相手に打ち明けられるわけもなく、俺は数瞬だけ結びついた佐知子の声と美優の姿に、ようやく射精にまで至った。

「はぁ……はぁ……」　

「お兄さん……もう……すごいです……」

　俺が射精するために全力になっていることが佐知子の快感に繋がっているようだった。だから佐知子には不満を抱かれたこともない。肉体関係なんて言葉ではあるけど、大切なのは精神的な繋がりだ。テクニックなんてなくたって、想いの限りに激しくしていればその雰囲気だけで気持ちよくなってくれる。

　ベッドの上で、裸になって息を乱しながら寝転ぶ俺と佐知子。本当は佐知子のことだけを考えて射精したいのに、それができない。妹離れのために佐知子に彼女になってもらってから、もう二週間が経って、俺の中のわだかまりも無視できないほどに大きくなっていた。

「明日は早くから塾があるのでできませんが、明後日はどうしますか？　またエッチしますか？」

「明日の具合を見てまた連絡するよ」

　この一週間で、佐知子だけを相手に射精する方法を探り続けてきた。だが、一度として、妹をオカズにしないで射精することができないまま、俺はその日の夜も終えてしまった。




　その週は金曜日までずっと晴れない気分で過ごしていた。学校でも鈴原と高波に「ボケッとしてんなぁ。何かあったのか？」と気を遣われたし、山本さんからは「大丈夫？　おっぱい揉む？」とかリアルに揉ませてくれそうな口調で心配されて、無意識に断ってしまった。

　まあ、それは彼女がいるから当然なんだけど。いまだに佐知子と恋人同士という実感が湧いてこない。イチャイチャもそれなりにしてるし嫌いな部分もないのに。

　妹の影響力が強すぎて恋愛に集中できない。乙女チックな表現をするなら、ときめきが足りていなかった。そんなものがなくても仲良くできるのが正しいカップルの在り方だとはわかっている。でも、俺にはそうした、佐知子を女として意識するためのきっかけが必要だった。

　佐知子は無垢がゆえに否定も抵抗もしてこない。お願いをすれば大体のことはしてくれる。本来はありがたいはずのそれも、俺にとっては悩みのタネだった。変わるためのきっかけも自分で作らなければならないからだ。

　贅沢な悩みだ。あれだけ可愛い子と好きなだけセックスができるのに。過去の俺がこんなふざけた悩みを抱えている俺と出会ったら、迷わず殴りかかるだろう。それほどに、俺は佐知子にも自分にもわがままな要求をしている。

「ただいま」

　浮かない気分で家の戸を開いた。鍵がかかっていない。美優が帰ってきている。キッチンから水を流す音が聞こえてきて、リビングのドアを開けると、そこには髪を結い上げて洗い物をする美優の姿があった。

　トクン──と心臓が一つ大きな音を上げた。スポンジを片手に真剣な眼差しで食器を擦る美優の姿に、俺は見惚れていた。遥や山本さんの顔の整い具合からすれば、佐知子も美優も容姿のよさはそれほど変わらないはず。それなのに、どの瞬間を切り取っても美優がとびきりに可愛い。

　制服姿から、室内用のＴシャツとスカートに着替えたラフな格好。白い首筋と血色のいいリップに、早鐘が鳴るこの体。彼女持ちの、ましてや実の兄が抱いていい感情ではない。理性ではそれを忌むべきものだとわかっていても、美優が俺にとって異性として特別であることは変えられなかった。

「ただいま」

　俺が改めて声をかけても、美優は「うん」と淡白に返すだけだった。たかが食器洗いなのに、一心不乱に手を動かしている。何か別の思考から逃れようとしているような、そんな集中力だ。

　美優にだって美優の生活がある。学校で何かあったのかもしれない。俺は鍋に煮込まれた夏野菜を横目に、冷蔵庫を開けてペットボトルを取り出した。フタを緩めると、プシュッと小気味よい音が鳴った。炭酸飲料の甘い匂いのあと、俺の鼻腔をくすぐったのは、美優の髪から漂うフローラルの香りだった。

　女の子の匂いはシャンプーや香水の残り香でしかないなんて言われているけれど、俺はこれが女の子特有の匂いであると信じている。温度があって、フェロモンが含まれていて、男性の本能を焚きつけてくる。そんな香りに、俺の性欲はたやすく屈服した。

　勃っていた。もはや申し訳なさすら感じないくらい、俺は美優の背後でガチガチにペニスを勃起させていた。美優に男としてまともにしてもらって。可愛い彼女を紹介してもらって。セックスのために家まで空けてもらった。至れり尽せりの妹に、俺は報いなければならないのに。失敗など許されるわけもなく、俺は童貞と一緒にシスコンを卒業して、妹に欲情しない体にならないといけないのに……、と。

　もしかしたら、そんなプレッシャーが俺の精神をおかしくしていたのかもしれない。ストレスのせいで機能不全になるなんてよくあること。佐知子とのセックスが上手くいかないのはきっとそのせいだ。

　だからあまり気負わず「知らないうちに恋人一筋になっていた」となればよいのではないだろうか。そう考えると、胸の奥に詰まっていたモヤモヤが、スッと消えていく気がした。

「ご飯はあとどれくらいでできるんだ？」

「一時間」

　食い気味の返事。よほど虫の居所が悪いらしい。鍋の火は止められていて、中からかすかにスパイスの香りがする。炊飯器のディスプレイを覗き込むと、ちょうどタイマーが作動した。電子音に脅かされた俺は、無心で食器を洗い続ける美優を背に、リビングを飛び出した。

「はぁ……抜くか」

　俺は制服のスラックスを洗面所に放り投げて、シャツとパンツだけの情けない姿でトイレに入った。亀頭の先が湿ってパンツを尖らせている。便座に腰かけて、肉棒を解放すると、久々のオナニーに気分が高揚した。今日はもう美優をオカズにしてしまおう。美優のあの、残念なものを見る目で射精を観察される状況を想像すると、金玉がウズウズしてくる。

　脳が喜びに満ちていた。アドレナリンだかドーパミンだか知らないが、とにかくなにかヤバいものがドバドバと分泌されている。これはさすがにマズいかと、意識の奥底では迷いが生じながらも、ここまできての中止は脳に異常すらきたしそうだったので続行を決意した。

「ふぅ……ん……くっ……」

　肉棒を包む手の感覚が懐かしい。本音を言えば美優に見ていてほしいし、受け止めてほしいけど、彼女がいる今ではそれを望むことはできない。そもそも、そういうのをしなくて済むように彼女を作ったんだから。

　しかし、何をするにしても唐突すぎた。もっとじっくりと時間をかけて、妹離れすることを考えるべきだった。

「はぁ……うっ……やばい……気持ちいい……！」

　女の子とセックスをするよりオナニーが気持ちいいなんてよくある話。噂に聞いているだけのときは信じられなかったけど、今ならわかる。彼女がいてもオナニーの時間は必要だ。

　美優が目の前にきて、スカートを押さえながら正座をして、姿勢よく俺の肉棒を見つめる。ムチムチに張り上がったそれが、だらしなくカウパーを垂れ流すのを見て、美優は口を開いて舌を出す。口内の湿り気、唾液の残り具合、その吐息の温度まで、俺の脳ははっきりと記憶していた。

「美優……はぁ……美優……！」

　オナニーから数分もしないうちに尿道口はぬちゃぬちゃと音を立てていた。呑み込むのは美優の口なのに、その瞬間への期待に涎を垂らしているのは俺の肉棒のほう。

　出したい。もう射精してしまいたい。睾丸がせり上がって、精子の緊急製造が開始される。膣内に出すわけでもないのに。美優の口内に射精することを想像するだけで、俺の脳は精液の増量命令を発していた。

「あぁ……美優……もう……出るッ……！」

　俺はラストスパートに右手を激しく上下させた。

　その瞬間のこと。

　ガチャ、とドアノブを捻る音に、俺は鍵を閉め忘れていたことに気づいた。慌てて手を伸ばすも、ときはすでに遅く、開かれたドアの向こうにいる美優と目が合った。その美優の視線は、照明を反射してテカりつく俺の亀頭へと移されて、俺がオナニーをしていたのだと認識した直後に、鋭く刺すようなものに変わった。

「お……お兄ちゃん、そんなとこで何してるの！」

　予想だにしなかった剣幕で怒られて、俺の思考は興奮と驚きに混濁した。いくらご機嫌斜めでも、こんな当たり散らすように怒鳴られることは今まで一度もなかったのに。

「お兄ちゃんの……馬鹿……ッ！」

　美優がスカートの真ん中をギュッと押さえ込んで涙目になる。内股気味に息を荒らげるその姿に、俺は事の重大さをようやく理解した。

「わ、悪い！　すぐに退くから！」

　美優は機嫌が悪いわけではなかった。おしっこを我慢していたのだ。きっと料理をしているときから尿意を感じていて、手の油を拭うのが面倒で限界まで我慢をしていたのだろう。食器洗いが終わって、駆け込んできたトイレの鍵が開いていて、ひと安心した美優の目に飛び込んできたのは、用を足しているわけでもない兄がオナニーのために便器を占有している姿。美優が感じた絶望と憎悪は計り知れない。

　俺が立ち上がるよりも先に、美優はパンツを脱いでいた。風呂上がりでも滅多に裸で出てこない美優が、人前でパンツを下ろすなんてよほどのことだ。一刻も早く便器を空けてやらないと。そんなお互いの焦りが、絶妙な歯車の噛み合いを生んだ。

　俺は前かがみの状態から腰を上げようと、前後のバランスを取るために足を踏み出した。その先にあったのは、片足首にかかったままの美優のパンツだった。それを踏んだ瞬間、脳裏に過ぎる最悪の展開。しかし、美優が自らのパンツに足を引っかけてバランスを崩したときには、もうその結末は変えようのないものになっていた。

「うわっ……ちょっ……！」

　俺は美優に押し倒されて便座へと腰を打った。痛みを感じる間もなく美優が倒れこんできて、俺たちは向かい合わせに便座に跨った。

　お互いに性器を露出したまま。先走りに濡れたガチガチの肉棒がそそり立って、下手をすれば挿入事故すら起こり得た状況。肉棒は美優のＴシャツの中に入り込んで、先走り汁を美優のお腹に塗りつけている。

　俺は謝罪するより先に美優の肩を掴んで押した。元よりスキンシップを好まない美優だ。こんなデリケートな場所が触れ合っている状態に耐えられるわけがない。だが、美優は動かなかった。それどころか股をぐいぐい押し込んできて、力の限り俺を抱きしめてきた。

「み、美優……!?」

　驚きの連続で、俺は完全に固まった。美優は片脚を俺の膝に乗せた状態でぴったりと体を密着させ、痕がつくほど俺の腕を握りしめて、真っ赤な顔を俺の肩に埋めていた。

「おにぃ……ちゃん…………ばか……！」

　美優が膀胱の決壊を懸命に押さえ込みながら、最悪の事態に備えておしっこをするスペースを確保しようと体を押し込んでくる。俺も腰を引くが、こちらは既に便座の蓋に背中が着くところまで追いやられていて、身動きが取れる状態にはなかった。

　美優のお腹が俺の肉棒を圧迫し、先走りの滑りで絶妙に裏筋をマッサージする。公開排尿という羞恥プレイに晒されている美優に少しでも気を遣ってあげたいのに。

「美優……それ以上は……もう──ッ！」

　オナニーによってすでに射精寸前にまで性感を高められていた俺の肉棒は、美優の柔肌をギュウギュウと押しつけられて、もう暴発に歯止めが利かないところまで追い詰められていた。











１０．妹とお風呂









　トイレの便座に二人で跨り、体を押しつけ合う俺と美優。俺の肉棒は美優のお腹に圧迫されて、ビクンビクンと跳ねるその動きも、美優はつぶさに感じ取っているようだった。

「お兄ちゃん……だめ……出さないで……」

　切羽詰まった声で、上目遣いに湿った視線を仰がれて、俺の射精欲はさらに膨れ上がった。肉棒の筋収縮が、射精に続くものであることを、美優はもう知っている。このまま出せば、美優のＴシャツとスカートを精液でドロドロにすることになる。体にかけられることより服を汚されることを嫌う美優だ。着衣状態でぶっかけなんてしたらただでは済まされない。

　だが、もう射精の命令は取り消せないところまできてしまっている。表面張力いっぱいに水を溜めたコップを片手で持ち続けているようなもの。しばらくの間は留めることができても、こぼさずにいることなんてできない。

　それでも、美優は俺の体を力いっぱいに抱きしめてきた。その頂きの高い双丘がつぶれて、ブラ越しにも柔らかさが伝わってきた。胸が大きすぎて、軽く身を寄せるだけでは、下半身のスペースを埋めることができないのだ。

　俺の腕を掴んで、息を荒らげる美優。もうこの場でおしっこをするしかないのに、自分の意思で止められなくなるまで我慢をするつもりのようだった。

「ピクピクさせないで……うぅぅ……」

　出してしまえば楽になるのに。最後まで抵抗をやめない美優は、俺がペニスをピクつかせるのに苦しんでいた。ちょうど膀胱のあたりを刺激するのだろう。わざとやっているわけではない。しゃっくりと同じで、ある程度止めているとピクつかせずにはいられなくなってしまうだけだ。それなのに、

「あうっ……や……やめて……」

　まるで俺が無理やり美優にお漏らしをさせているみたいだった。尿意の限界に苦しむ妹の、誰にも見られたくない屈辱的な姿。俺はその膀胱を刺激して排尿を促している。

　ああ、やばい。死ぬほど興奮する。

「あっ……ぁ…………」

　やがて俺の腕を掴む美優の力が弱くなっていった。美優の必死の願いを聞き続けてきた横紋筋も、ついにはその役目を放棄したようだった。

　顔の筋肉の強張りも解け、はーっと息を吐く美優の瞳は、どこか焦点が合っていない。最後に美優は上を向くと、俺の後ろのどこかを見つめながら両手を伸ばしてきた。

「せーしは、出しちゃダメ、だからね。お兄ちゃん」

　美優は力の抜けた顔でそう言ってから、俺の両耳を指で塞いだ。耳の内側で空気の閉じられる音が籠る。俯いて、頬を上気させる美優の表情に、俺は自らの限界を悟りながら、その瞬間を目撃していた。

　懸命に勢いを殺しながらも、それが水面を叩く音は、耳を塞いでいる指越しにも聞こえてくる。鼻を通るほのかな酸の香りが、その事実を否応なしに俺に伝えてきた。

　美優がおしっこをしている。俺の目の前で。体を密着させながら、片足を上げて。無表情の奥に、どれだけの恥辱を隠しているのだろう。その姿を見て、俺は射精した。美優のＴシャツの中に、何度も、何度も精液を射出した。

　謝罪の言葉は、出せなかった。気持ちよすぎて、喘ぎ声になりそうだったから。

　美優の表情は放心状態のまま変わらなかった。服の中は大変なことになっているはずなのに。発射口が見えなくても、尿道を通る精液のドロッとした感触と、発射時の肉棒の力み具合で、過去最大の射精量であったことは間違いない。

　俺の射精が終わったあとも、美優の放尿は続いていた。耳は塞がれたままで、美優の手から熱い体温が伝わってくる。排出する勢いを抑えていたせいで、美優は一分近くおしっこを出し続けた。その長さ、量、ニオイのすべてが、美優を羞恥に苦しめていた。お腹には俺に直接かけられた精液がべったりと垂れて、もはや凌辱と言っていい惨状だった。

　お互いに出すものを出し終わったあとも、二人は無言だった。身じろぎ一つせず、体感で五分ほど固まっていた。やがて俺の耳が美優の指から解放される。俺の肉棒はまだ硬いままだった。

「お兄ちゃん」

　ドスの利いた声。美優は服の中に手を入れてかすかに眉を顰めた。服から出した手には、指の間に白濁した液体がどろりと垂れているのが目視できるほどの精液がついていた。

「美優……ごめん……俺……」

　我慢できなかった。オナニーのためにトイレを占拠して。パンツを踏んで転ばせて。排尿する様子を観察されるという屈辱を味わっている妹に、思いきり射精をした。美優が一番に大切にしている服まで、俺は精液で汚してしまった。言い訳のしようもない。謝罪をしたくても、なんて謝ればいいのかわからなかった。

「いっぱい出てるんだけど」

　美優は手をグーパーして付着した精液をぐちょぐちょとこねる。瞳は虹彩を失ったままだった。

「どうして我慢できないのかな」

　美優は服についたシミを確認すると、Ｔシャツを脱ぎ、捨て物のようにゴムウエストをめいっぱいに引っ張って、頭からスカートを脱ぎ去った。

「そんなに好きなら、出せばいいよ」

　ブラジャーを身につけるだけになった美優は、その精液に塗れた手で、勃興の収まらない俺の肉棒を握ってきた。

「み……美優……!?　あっ……あ、あっ……!!」

　ぬちゃぬちゃと精液を絡ませながら、美優は俺の陰茎のサイズでも余ってしまうほどの小さな手で、根元から亀頭の先までを滑らせるように全体を刺激してきた。

「アッ……ぐっ……美優ッ……あぁぁぁっ…………!!」

　手のひらの全体から俺の肉棒に美優の体温が伝わってきて、その指先は確実に快楽のスポットを捉えていた。俺が美優でしか抜けない体質だからなのか、佐知子にされるのとは真逆の雑な手コキなのに、それを至上の快楽として体が受け入れてしまっている。美優は俺のイチモツどころか男のモノに触れることすら初めてのはずなのに、もはやその手捌きはオナニーの数倍の快感を俺に与えていた。

「はぁ……あっ……俺……あぁ……また…………出る……ッ！」

　刺激してほしいと思う性感帯を、ピンポイントで責めてくる。そのテクニックに、俺は呆気なく二度目の射精をした。飛び出したあとには火口からマグマが溢れるように精液が湧き出てきて、肉棒を滑らせる粘液はさらにその量を増していく。

「あ、あぁっ!!　美優！　もう、もうイッた……!!」

　俺が射精しても美優は手を止めなかった。それどころか、腰を引く俺を捕まえるように、今度は両手で俺の肉棒を包み込んできた。

「あぁぁ、あっぐ……ぅぅ……イッ……ああうっああぁ……ッ!!」

　左右の手でそれぞれ、亀頭と裏筋とを弄り、ときに竿の根元から玉袋の表面まで擦って、睾丸をマッサージしてくる。痛みが走ったのは最初だけだった。快楽物質のみが脳に溢れている。三回目の射精すら、もうすぐそこまで迫っていた。

「なんで、こんな……はぁ…………あぁぁぁっ……きもち……い……ぃ……!!」

　涎が出そうなくらいに筋肉が緩んで頭が白んでいた。まるで性感を伝える神経以外か遮断されたかのように、痛みと共に様々な機能が麻痺している。肉棒はただ美優に弄ばれることを悦んで、快楽に溺れていた。

「何回お兄ちゃんが自分でしてるとこ見たと思ってるの」

　肉棒を擦る握力が強くなっていく。怒りを込めて締め上げてくるその力は、男の俺が握る力とちょうど釣り合った。

「気持ちいいよね。まだ出せるよね」

　虚ろな目で脅されて、俺はわずかな我慢もさせてもらえずに、三度目の射精をした。一回目の射精で相当量を出したにもかかわらず、連続で出されたものとは思えない量が飛び出している。

　美優の手は、まだ止まらない。

「ァ……ぁぁアッ……はぁうぅぅ……もう、美優……ダメだ……！　ゆるしてくれっ……あぅ、あああっ……許してくれえっ……っ、アアッ……!!」

　哀願しても、美優が手淫を止める気配はない。力で強引に押し退けてしまえばそれで終わるのに。動けなかった。美優への罪悪感と、止めどなく与えられる快感に、脳が支配されていた。

「こんなに出してるのに、まだ硬い。勃起してるってことは射精がしたいんだよね。いいよ。お兄ちゃんが勃起してる限り、何回でも私が射精させてあげる。好きなだけ妹で出して」

　美優の手淫は徐々に先頭へと偏っていった。射精に次ぐ射精からの亀頭責め。美優は俺に潮を吹かせるまで止める気がない。

「アァァァ!!　い、イィぃいっ、アガッ……あぁぁああああああッ!!」

　尿道からカリ首まで、そこにあったのは苦痛だけだった。美優の手コキによる体罰は受け入れなければならないものだから、ついには痛覚を遮断していたはずの脳さえ美優に屈してパルスを流し始めた。悶絶し、泣き叫ぶほどの痛み。快感はないのに、そこには、確かな快楽があった。

「あぁ、はぁ……しぬ……じぬぅっぐっ…………!!」

　痛みが気持ちよかった。苦痛が快感に変換されているのではない。痛めつけられることそのものを脳が喜んでいる。完全に入ってはならない境地に到達していた。体を仰け反って、たぶんこのときの俺は、白目すら剥いていたと思う。

「うぁぁ、ふぅぁぁあああ、で、出るッ！　ヤ、バッ、くぅぁあ、死ぬッ……出るッ…………あぁぁあぁああああっ!!」

　潮吹きなんて未経験だったはずの俺は、美優の初めての手コキで陰茎の先から睾丸の奥まで開発されて、エロゲの世界みたいな射精を連発した。痙攣するペニスの筋収縮が止まらなくなって、そのたびに精液が、ビュッ、ビュッ、と飛んでいく。勢いよく吐き出すその最中も、美優は手を止めない。それどころか、ストロークは一層の激しさを増して射精を促してくる。

「ぁぁぁ……あぁ……っ!!」

　そこら中に精液が飛び散っていた。美優のブラや頬にもかかっている。それでも、美優は手を止めない。射精して、射精して、この数分で二桁にまで及んだ回数の射精を終えたところで、ようやく潮吹きが止まった。

　俺はゾンビのようにぐったりして、トイレの蛇口に頭をぶつけながらも呆然としていた。ペニスは死後硬直状態だった。弾倉はもう空っぽなのに、発射口をしっかり固定したままそそり勃っている。

　そんな、俺の肉棒を。

　美優は両手で擦り始めた。

「アアァァッ!!　い、痛イッ!!　痛い痛い痛いッ!!　もう、美優、ヤメ、やめて、くれ……ッ!!」

　皮膚が爛れて血が出そうなほど。刺すような熱い痛みは、肉棒をライターで炙られているような感覚だった。

「お兄ちゃんが勃起してるから。不本意だけど、もう少し頑張るね。お兄ちゃんも頑張って射精して。……でないと、終わらないから」

　美優は手を止めない。快楽責めのあと、始まったのは拷問だった。「終わらない」と口にした美優の声には、妹を相手に何度も射精して、それでも勃起が収まらない俺への「こんな不出来な兄は死ぬまで射精を終わらせない」という明確な殺意が込められていた。

「美優、美優ぅぅ……ぁぁぁ、頼む、許して、くれ……アッ、アッアッアッ……」

　どれだけ懇願しても美優は手を止めてくれない。先ほどまでは脳だけが引き受けていた痛みは、全身に分散された。筋肉は力み、歯はガタガタと音を立て、内蔵が絞り上げられる。やがて体が浮遊感を得て、まるで別世界にいるようだった。

　このまま射精まで至ったら冗談ではなく腹上死する。俺は妹を怒らせ、ペニスを扱き上げられて、非業の死を遂げるのだ。妹の手コキで、射精しても勃起してしまう自分が悪い。そう思いながらも、勃起をやめられないと本能的に悟った俺は、その絶望と共に叫ぶ声すら失った。

「妹に射精させてもらえて。お兄ちゃんは幸せだね」

　美優はぐったりと倒れ込む俺を肩で受け止めた。もう声も出なくなった。ぐちゃ、ぐちゃ、と美優の手淫が立てる音だけが、トイレの静けさに溶けていた。いつしか痛みは飛んでいた。首から下が切断されたように、何も感じない。あるいは、俺はもう死んでいるのかもしれない。

「お兄ちゃん。出して」

　美優に命令されて、下腹部にだけ実感が戻る。繰り返しの射精に疲弊した竿にはヒビが入ったような痛みが走り、尿道はすり減ってもう快楽を感じない。それでも俺は美優の声にだけ反応して、精液を発射した。一回の射精に見合うだけの、充分な量が美優の手にかかった。

「……熱い」

　美優のその一言で、拷問は終わりを告げた。出せるものを出しきって、ようやく勃起が収まっていく。亀頭が敏感になりすぎて、今日はもうパンツを穿けないかもしれない。

　手淫による徹底的な責めが終わると、不思議と意識は元通りになった。酷い有様だった。俺が一人で出したとは思えないくらい、美優の体は精液塗れになっている。この手コキで出した精液を集めたら、どれくらいの量になるんだろうか。

「……って、み、美優！　その、アソコのとこ……」

　美優の体を眺めていたら、重大な危機を発見した。俺の精液が美優の股の間にまで垂れ落ちていたのだ。表面についているだけとはいえ、妊娠のリスクがゼロとは言えない。俺は慌ててトイレットペーパーを丸めて、美優に差し出す。

「ああ、これ……。別に、どうでもいいよ」

　美優は受け取ろうとしなかった。ただ呆然と割れ目に垂れてくる精液を眺めているだけ。どうでもいいはずがないのに。どれだけのショックを与えてしまったんだろうか。

「ふ、拭くから。ほんと、拭くだけ、だからな」

　俺は美優の股下に手を差し入れた。決して興奮しないように、頭を事務的に切り替えて、俺は美優にかかった精液を慎重に拭き取っていく。

　美優が自分から動こうとしないため、お腹についた精液も俺が拭いた。何度もトイレットペーパーを取り直して、そのたびに自分が出した精液の量に辟易した。拭き終わると、美優はようやく立ち上がった。片足を上げた体勢で、無理にバランスを取り続けていたせいで痺れた足を伸ばし、ひと呼吸。そんな美優の胸の間から、とろっと精液が滴り落ちる。

　美優もそれが自分の胸から垂れたものだと気づいて、ブラジャーのホックに手を伸ばし、それを外した。ショックのあまり羞恥心まで吹き飛んでしまったのか、美優は躊躇なく生まれたままの姿を俺の前で晒したのだった。

　色白の大きな膨らみ。弾力に丸みが形作られて、乳首はやや上向き。山本さんのパーフェクトプロポーションとは違い、美優は小柄に巨乳というアンバランス。それが最高にエロかった。

　美優は俺からトイレットペーパーを受け取って、その場で胸の間を丹念に拭くと、それを便器の中に放ってから床に脱ぎ捨てていたＴシャツとスカートを拾った。前かがみに谷間が強調されて、揺れる豊かな胸に、俺は、俺の下半身は、信じられないことに再び硬さを取り戻していた。

　服を拾い上げるその最中に、目の前で大きくなっていく俺の肉棒を見て、美優は立ち上がると同時に憐憫の眼差しを俺に向けてきた。きっとゴミを見るような目とはああいうものを指すんだろう。美優は服を腕に抱えると、これまでで一番大きなため息をついた。

「もういいや」

　トイレのドアを開けて出ていく。その後ろ姿を見て、俺は胸騒ぎに駆られた。

　捨てられる。それこそゴミのように。オカズにしないと誓った、彼女持ちの兄がいつまでも妹に欲情したままでは、無理もないことだとは理解している。言い訳の言葉も浮かんでこない。それでも、美優に見捨てられることだけは耐えられなかった。

　俺は自分の体についていた精液を雑に拭うと、トイレに流して脱衣所に駆け込んだ。美優は裸のまま風呂掃除をしている。

「美優!!」

　声をかけると、棒付きスポンジでゴシゴシする手を止めないまま、美優がこちらに顔を向ける。

「どうしたの？」

　小首をかしげる美優。いつもと変わらない、ただ愛らしいだけの顔だった。平常通りの雰囲気に感じるけど、それはたぶん、怒りとかを通り越してしまっただけなんだ。

「いや、その、だな。俺はどうしようもない兄だけど。本当に、美優に迷惑をかけたいわけじゃなくて、えと、だから、あと一度でいいから、チャンスがほしい、っていうか、だな……」　

　言葉がまとまらない。見捨てられたその相手をどう説得すれば、また期待してもらえるかなんてわからない。

「あと一度……チャンス？　それも出してほしいの？」

　美優はキョトンとした顔で、俺の下腹部を注視しながらそう返す。

「い、いや……！　そんなんじゃない！　してもらえたら嬉しいけど…………じゃなくて！　いや、全然嬉しくないっていうか！　嬉しいけど、その、だから……！」

　あの諦めを含んだため息。俺を見限ったようにしか考えられない。ただ、それを素直に言葉にして聞けなくて。まごついているうちに、美優は風呂掃除を終えて風呂場から出てきた。

「なんだか慌ててるみたいだけど。私、別に怒ってないよ？」

　美優は俺の胸中を察して、先に答えをくれた。

　今怒っていないのは、俺にもわかる。問題なのは、それがいつも通りに戻ったのか、呆れ果てた先に何も感じなくなったのかだ。

「だって、ほら。出てくときも、もういいやって……」

　美優と心が離れるのが怖い。こんな感情は今まで人と接してきて初めて抱いた。前に試着室で問題を起こしたときにも見放される恐怖はあったけど、あのときは、明確に怒ってくれたし。こんなに平静としている美優が、逆に怖い。

「もういいやっていうのは、そういう意味じゃなくて……」

　美優は答えづらそうに口ごもる。

「服を汚したのは、許せないけどね？　その分のお仕置きはもう済んだし。お兄ちゃんのそのどうしようもない硬いのは、まあ、どうしようもないし」

　美優は俺のどうしようもない部分に目を落とす。美優の裸が視界に入っているからか、こんな状況でも俺の勃起は収まらないままだった。ここまで堪え性がないことがわかっていて、本当に美優は俺を受け入れているんだろうか。

「そんなに信じられない？」

　どんな質問をしたら真意が判明するのかがわからず、黙ったままの俺に、美優は近づいてきた。全裸の美優と、下半身裸の俺と、ちょうど反り立ったペニスの長さ分の間を空けて、美優が俺の顔を覗き込む。

「お風呂、一緒に入る？」

　美優に尋ねられて、俺の頭は完全にパンク状態だった。俺は美優に見捨てられたんじゃないかと心配していたのに、逆に過去になかったほど美優が心を許してくれている。

「それは、もしかして、入るって答えたら、ゲームオーバーなやつ？」

「ううん。それで信用してもらえるなら、お兄ちゃんと一緒に入るよ？」

　もういい歳になった俺が、二つ下の妹と一緒にお風呂に入る。それはたしかに、仲がよくないとできないことだけど。

「……じゃあ、入る」

「わかった」

　内心では肝を冷やしながら、決死の覚悟で答えた「入る」は、すんなりと受け入れられた。美優はお風呂のお湯を止めて、二人分のバスタオルを用意する。

「先にシャワーを浴びてるけど。好きなタイミングで入ってきていいよ」

　そう言って、美優は風呂場のドアを閉めた。わからない。失態を犯した俺の評価が上がっているなんて。どうやってこの状況を整理すればいい？

　美優は確かに怒った。だがそれは、服を汚したことについてだけ。その分の罰を俺は受けて、それでも怒張の引かない俺に、美優は何かを諦めた。そのあとに待っていたのは、かつてないほどに優しい妹だった。今までも何を考えてるかわからないやつだったけど、ここまでくるともう何がなんだか。飛び込むしかないのか。美優を理解するためには。互いに脱げるものを脱ぎ去って、裸で語るしかないのか。

「……入るぞ」

　俺は服を脱いで、風呂場のドアを開けた。シャワーは止んでいて、美優が湯船の蓋の上に座って髪を洗っている。

「シャワー使っていいよ。終わったら髪を流すから、交代で使おうね」

「そうだな。そうしよう」

　美優が髪を洗っている間に、俺はシャワーで体を濡らす。俺がシャンプーを始めると、美優が頭を洗い流して体を洗い始める。泡に隠れきらないサイズの美優のおっぱいが、ボディソープを滑らせるたびにぷるんと揺れた。俺は股間の痛みがいつまでも引かず、最後に美優が全身を流し終わって、俺が自分の体を洗っている姿を美優に見られるのは恥ずかしかった。

　それから俺が湯船に入って、美優は俺の前方に空いたスペースへと座る。美優の髪はヘアクリップで結い上げられて、背中も首筋も、近くで見るとその肌のきめ細かさが際立った。まさか美優と一緒にお風呂に入る日が来るなんて。定かな記憶ではないが、子供の頃もこうして二人で入浴したことはなかった気がする。

「少しは信用した？」

　美優が横顔だけをこちらに見せて訊いてくる。ここまでされたら、信じないのは失礼だ。

「まあな。なんか、悪かったな」

　あんな態度を取られたら誰だって不安にはなる。でも、疑われているほうだって、いい気分はしないはずだ。なら信じよう。これで見放されているなら、どちらにしろ復帰する道はないんだし。

　男女の性に分別のつく年頃になってから、初めてとなる歳の近い妹とのお風呂。二人分でかさを増したお湯が、肩までせり上がっている。普段はシャワーで済ませてしまうことも多いけど、夏場のほうが汗や冷房で体が冷えるんだよな。

　たまにはこうしてゆっくり風呂に入るのもいいものだ。お湯に入った瞬間の亀頭の痛みは尋常ではなかったけど、しばらくしたらそれも治ってきた。

「それにしても。すごい出たね」

「おまっ、そ、そういうのはだな……！」

　美優なりに場を和ませようという気遣いだったのかもしれない。それにしたって、話題にするには億劫な内容だと思う。

「勢いとはいえ、手でしちゃったね」

「ああ。してもらっちゃったな」

「気持ちよかった？」

「そりゃ、あんだけ出てるからな」

　頭が変になるくらいの快楽地獄だった。最後の拷問は勘弁願いたいが、もし許されるなら、また手でしてもらいたい。

「もうしないからね」

「えっ……」

　この脳を透かして読むような先回り。残念ではあるけど、俺には彼女もいるからな。あれは、そう。何かの事故だ。というより事故以外の何ものでもない。

　だから、こうしてお風呂に入っているのも事故。しかも相手は血の繋がった妹で、家族なので、なんら問題はない。ゆえに、後ろから見える美優のおっぱいを、鷲掴みにして揉みしだきたいなんて思ってしまっても、それも事故の範疇なんだ。

「み、美優。その……背中に、当たっちゃってるけど、いいのか……？」

　俺の剛直が美優の背中にピッタリと張りついていた。それほど湯船に余裕がないのもあるが、美優がそれを気にせず背中を寄せてきているのだ。

「今日だけはね。気にしないでおいてあげる」

　美優はスキンシップを好まないはず。ましてや勃起した男性器が触れるなど。どういう心境の変化なんだろうか。

「なら、ついでに、もしもの話で聞いてほしいんだけど」

「うん」

「おっぱいを揉ま」

「絶対ダメ」

　だ、だよな。わかってた。わかってたよ。美優は特におっぱい触られるの嫌いだもんな。

「お兄ちゃん」

　美優は背中に体重を預けてきて、顎を少し上げた。

「脈すごいよ」

　指摘されて、それが怒張した肉棒から感じ取られているものだと悟ったとき、急に羞恥が湧き上がってきて全身が熱くなった。

「す、すまん！　えっと、だから、これは」

　美優のおっぱいを触りたい想いで気が昂ぶっていた。これだけ体が密着していたら、俺の心理状態は丸わかりだった。

「トイレのときからずっと硬いままだね」

「うん……そう、だな……」

　申し開きのしようもない。もう射出できるだけの精液は残っていないはずなのに、どうしてここまで硬くなるのか。

「いつもそんなに元気なの？」

「いや、これは」

　正直に、言ったほうがいいんだよな。

「美優といるときだけ、かな」

　性欲が強い自覚はある。でも、射精した直後にまだ硬いままでいるのは、美優が刺激になっているときだけだ。

「あのさ、ちょっと踏み込んだ質問をしていい？」

「……な、なんだ」

　美優は大きな目をぱちくりさせて、視線を逸らすと、少し考える。いつもの癖だが、そこになんの意味があるのかはわからない。数秒の間が空いて、いったい何を聞かれるのか、ドクン、ドクンと、俺の拍動は大太鼓を打つように強くなっていった。

「お兄ちゃん、私のこと妊娠させたいの？」

　その踏み込みすぎた質問に、俺は当然、

「ち、違う！　そんなことを思ったことはない……！」

　即座に否定した。俺にはまだそんな責任を取れるだけの能力はないし、それを願ったこともない。だが、あれだけの射精量。体のほうはどう思っているかはわからない。それに……。

　もし、美優にセックスをしてもいいと言われたら。俺はきっと、欲望のままに、妹に手を出してしまうだろう。

「ふーん。まあ、どっちでもいいんだけど」

　美優はまた前を向いて膝を抱えた。どっちでもいいならなんで聞いたんだ。わからないけど、なんだ、この気持ち。美優をこうして後ろから眺める姿も、すごく、キレイだ。女の子を可愛いと思ったことは何度もあるけど、こんなにも腹の底から感情が湧き上がってきたことはない。

　可愛い。美優が、世界で誰よりも可愛い。美優と一緒にいると気が落ち着く。肌が触れ合うと胸が高鳴る。今までは慣れない女体に興奮しているだけだと思っていたけど、俺は、本当は、最初から美優のことを──。

　いや、待て、ダメだ。そこから先は考えるな。俺たちは兄妹だ。それ以上なんかには、絶対にならない。

「心拍すごく速いね」

「あ、ああ」

「妹の裸がそんなに興奮しますか」

　やめてくれ。否定ができない。

「そろそろ本当にお兄ちゃんが死んじゃいそうだから、私は先に上がるね」

　美優は浴槽を跨いで、軽くシャワーで体を流してから脱衣所に出た。

　ああ、そうだ、これは何かの間違いだ。

　俺は決して、妹に恋心なんて抱いてはいない。

「夜ご飯、お兄ちゃんが着替えてるうち作っておくから。食べに来てね」

　美優はタオルを巻いた頭をひょっこりと出してきて、最後にそう言い残してから二階に上がっていった。

　どうしようもなく可愛い。無心を努めてもそう思ってしまうこの心を、今のうちに矯正してしまわないと。これ以上、妹に気を許したら、俺は取り返しのつかないところまでいってしまいそうだった。











１１．妹に恋をするなんて間違っている









　学生の夏休みとは不思議なもので、八月が迫ると教師たちが次々と出し始める理不尽な課題の数に、解放感が逆に削がれていく。教室に置いていた教科書の重さも合わさって、持ち帰りの鞄には憂鬱感がどっさりとのしかかっていた。

　来年には受験が控えている。実質的に学生最後の長期休暇を満喫しようと、クラスでは課題と旅行の計画を各所で耳にするようになった。

　そんな日々の中で。

　俺は連日のように、佐知子とセックスをしていた。

「あっ……ああんっ……おにぃ、さんっ……んんっぁぁああっ！」

「佐知子……いいよ、ナカ、すごくいい……ッ!!」

　ベッドの軋みを労わることもせず、俺は取り憑かれたようにセックスをしていた。愛の言葉も技巧もない。ただ欲望をぶつけるだけの性行為に明け暮れている。

　佐知子の長い髪が汗で肌に張りつき、焦点の合わない瞳で俺を見つめている。布団はとっくに足元へと蹴飛ばして、シーツの皺が行為の激しさを物語っていた。

「んふぅぁあ……あっ、はげし……い、ぃぃいいぁ!!　あっん……！」

「佐知子……ああぁ……出る……出るぞ……佐知子…………ッ！」

　俺は佐知子を抱きしめ、その体温と匂いを体いっぱいに感じて膣内で射精した。美優のことは考えないように。チラつくその影を頭から追い出すようにして、俺は佐知子の体で絶頂を迎えた。

　びゅくっ、びゅくっ、とコンドームの液溜まりに吐き出される精液は、精子の少ないサラッとした感触が尿道からわかるほどに薄くなっていた。

　床にはティッシュに包まれた使用済みのコンドームが二つ転がっている。三回戦ぶっ続けだった。美優の口に出していた量を考えれば、このコンドームすべてに射精した量でも、ようやく一回分といったところだが。

「もう三回もしちゃいましたね。昨日もエッチしたのに。……そんなに溜まってるんですか？」

　佐知子は男に欲望をぶつけられる喜びを滲ませつつも、さすがに疲れを隠しきれずに恨めしそうに口を窄ませた。

「そんなとこかな」

　燃え上がるような激しいセックスとは対極に、俺の心は冷えきっていた。

　俺にはもうわかっていた。さっきのセックスだって、美優のことを考えずに射精ができるようになったわけではない。妹と性的な関係を持ってしまった背徳感を燃料にして性欲を滾らせていただけ。結局のところ俺は、佐知子とは一度だってまともにセックスができていなかった。

「夏休みはいつからだっけ」

「再来週ですよ。すぐ夏期講習が始まっちゃいますけどね」

　お互いに三期制の学校であるため、終業式はおよそ近い日に執り行われる。夏休みにはまたイベントスタッフの仕事をやるつもりだが、彼女がいる身になった今ではそれでも資金が心許ない。長期バイトも考えないとな。

「下に降りるか」

「はい！」

　佐知子はベッドから飛び出すと急いで着替えをした。

　これから二人で料理を作るのだ。アミューズメントパークやちょっとした観光地なんかにも行ったが、結局は自宅で勉強と料理をしている時間が一番楽しいことがわかった。ああいったものは、たまの休日にドカッと遊ぶくらいがちょうどいい。

　なにより、一緒に料理をすると佐知子が楽しそうにしてくれることが、俺には嬉しかった。セックスはまともにしてあげられないから、せめて何か恋人らしいやりとりをしていたかった。

「今日は何を作るんですか？」

「片栗粉がハンパに余ってるから、あんかけでも作るかな」

　佐知子と一緒に作る料理は、俺の家事担当分。つまりは美優にも食べさせるものだ。男らしく肉をドカドカ焼くだけで許されるものではない。白菜と人参があるから、適当に豚肉と合わせよう。

「いつ見ても、お兄さんは手際がいいですよね」

　食材と調理器具とをひとしきりキッチンの上に揃えてから、まな板で野菜を切っていると、佐知子がジッと観察してきた。佐知子は野菜の水洗いや皮剥きをしてくれている。

「美優のおかげかな。小さい頃に母親の手伝いをしてたときは、美優にやたらと姿勢やらなんやら注意されてたんだよ」

　美優が大人しくなる前は、事あるごとにああしろこうしろと口を挟んできた。当時はわがままでうるさい妹としか思わなかったが、思えば第二の母親のようでありがたかったな。……今でもそうか。

「美優ちゃんが人に注文をつけることなんてあったんですね」

「学校じゃ誰にでも無関心にしてそうだもんな」

「落ち込んでるときには、こっそり優しいんですけどね」

　美優の昔を知っているのは、今のところ俺だけみたいだ。小学三年生より前の、明るく社交的だった頃の美優に友達はいなかったんだろうか。

「米が炊けるからよそるぞ」

　セックスをして、ご飯を食べて、お喋りに満足したら解散だ。美優は帰りが遅くなることがほとんどないから、料理も温かいうちに食べさせてきた。それはこれからも変えたくない。

　料理を並べて、佐知子と二人で卓を挟む。サイドテールにしてたほうが佐知子らしさがあって俺は好きだな。セックスのときは、少しでもスムーズに射精をするために、下ろしてもらっているけれど。

　二人の間に出てくる話題は学校でのできごと。それだけならまだ健全だったのだが、美優がセックスの参考資料にと、俺の持っているエロゲやらなんやらを佐知子に教えてしまったため、二次元方面に関する質問も多くあった。佐知子は大体のことに抵抗を示さないので、趣味の話をおおっぴろげにできるのはありがたい。

「いつからエッチなゲームをやってたんですか？」

「中学に入ってしばらくしてからだな。ちょっとしたゴタゴタがあって落ち込んでて、そのときに悪い友達に唆されたんだよ」

「その人は何をきっかけに始めたんでしょうね……」

「歳の離れた兄が出てくときに置いてったんだと」

「ロクでもない人はどこにでもいるんですね」

「まったくだ」

　佐知子と話しているのは楽しい。なにより気が楽だ。でも、何かが違う。もうひと月も一緒にいるのに、付き合っている実感が湧いてこない。

　出会い方が悪かっただけだと思っていたけど、こうして食事をしているとよくわかる。佐知子は彼女というより、妹だ。セックスができる二人目の妹みたいな感じ。近くにいて気楽に過ごせるけど、それ以上に踏み込んだ感情にはならなかった。

　おかしな話だ。俺は実の妹には明確な好意を抱いているのに、血の繋がりのない女の子には親のような気持ちになっている。普通なら、逆のはず。美優が俺をそうさせたのか、あるいは、生まれつきそういう気質だったのか。

　そんなはずはないよな。常識的に考えて、兄妹で好きになるなんてことはない。ある説で人間は、より強い子孫を残すために、自分から遠い遺伝子ほど好きになるという話まであるのだから。

　妹モノのエロゲをやりすぎて、妹にあれやこれやと世話を焼かれて。そうしているうちに、感性が狂ってしまったんだ。

　俺は美優のことなんて好きにならないし、オカズにして抜いたりなんかしない。フェラを要求することもしないし、セックスなんてもってのほか。巨乳だからといっておっぱいを揉みたくもならない。美優は妹なのだから。

　そうだ。美優の魅力は気遣いが上手いところ。それだけだ。俺は中学のときに女子に酷いからかいを受けて女性不信になった。そんな俺が女に優しくされたら、実の妹であろうと慕ってしまうのは当然のこと。女性に対して抱いていた残虐なイメージとのギャップに、脳が麻痺しているだけ。

　美優は特別なんかじゃない。

　どの家庭にもいるような、ごく普通の妹なんだ。

「お兄さん？　どうかしました？」

　佐知子に心配されて、ハッとする。箸が止まっていた。

　美優と二人でお風呂に入ってからというもの、考えるのは美優のことばかり。どれだけ振り払おうとしても美優が頭から離れない。恋人が目の前にいるのに。

　付き合っている、彼女が。

　今、この場にいるというのに。

「……佐知子」

　弾みで、という表現が適切かはわからない。でも、このタイミングしかないと思った。

「話しておきたいことがある」

　俺は佐知子と何度も体を重ねてきた。でも、そこに恋人としてのセックスは存在しなかった。

「なんでしょうか」

「実は、だな」

　理解できないかもしれないけど、と前置きしてから、俺は深く息を吸う。まだ誰にも教えたことがないその秘密。美優には迷惑がかからないよう、俺についての悩みだけを、佐知子に打ち明けた。

「佐知子とセックスをしてるとき、いつも美優のことを考えてた。佐知子の声が美優に似てたから」

　端的に説明するには、そう言うしかなかった。

「ほえ……」

　ポカンと口を開けて固まる佐知子。何を言っているかわからないはずだ。でも、これが曲げようのない事実だった。

「そもそも、美優が俺の彼女を募集した理由は、俺が美優以外をオカズに射精ができないからで」

　話を聞いている佐知子の目線が、だんだんと下がっていく。俺が勝手に負い目を感じているだけなのだから、話さないほうがよかったのかもしれない。でも、まだ若い佐知子を相手に、裏切り続ける関係ではいたくなかった。

　佐知子のことだけを考えてセックスをしようとは頑張った。でも、結局は最後まで美優の影響なしに射精することはできなかった。体しか使ってやれなかった。それは女性からすれば、最大級の屈辱だろう。

「わかっていたこととはいえ。いざ言われてしまうとちょっぴりショックですね」

「すまん……」

　謝罪の直後、俺の頭の中で佐知子の言葉がリフレインする。

「え？」

　待て。『わかってた』ってどういうことだ。

「わかってたというより、ありえるかもなーってぐらいだったんですけど」

　たしかに俺が想像していたより佐知子に落ち込みが感じられない。本心を隠しているとも考えられるけど、それにしたって、兄が実の妹をオカズにする可能性なんて考えるか？

「実はですね、私にも秘密にしていたことがありまして」

　二人の立場が入れ替わる。この間際に暴露される秘密って、まさか。

「同じなんです。私も」

　佐知子は照れくさそうに頬をかいた。

「美優ちゃんに初めて指でしてもらったときの快感が忘れられなくて……お兄さんとエッチしてるとき、悶々としちゃってました……」

　今度は俺が口をポカンとさせる番だった。美優の幻影を追い払おうと、テクも愛もないセックスをしていたことは自覚している。それでも、佐知子の乱れる姿を見て、俺は自分のセックスが気持ちいいものだと思い込んでいた。

「マジで……」

「マジです」

　どういうことなんだこれは。俺たちは恋人という立場にありながら、互いに別の同一人物を想ってセックスしていたというのか。しかもその関係が、片や実の妹、片や同性の友人だったなんて。

　いったい俺たちは、どこで何を間違えたんだろう。

「俺たち、付き合ってたんだよな」

　再燃する疑問。元々薄かった実感が、さらに希薄になっていく。

「一応、彼女のつもりではいますけど。お兄さんはやっぱり、美優ちゃんのことが好きなんですよね？」

「好きじゃない……ことは、ないというか。まあ。好きだけど」

　認めるべきではないが、こうなったら認めざるを得まい。

「私は彼氏がいたらどうなるか知りたかっただけですし、どっちでもいいですけど」

　どっちでも、と暗に示された二つの選択肢は当然、このまま恋人の関係を続けるか否かというもの。

　美優のためを思うのなら、別れるべきではない。せっかく彼女を紹介してくれたのだし、佐知子と別れたら俺にはまた美優しかいなくなる。改善の余地がゼロになってしまうわけだ。

　でも、これが果たして自然な恋人関係かと聞かれれば、決してそんなことはない。こんな関係を続けていたところで、俺がこれ以上に好きになることはないだろう。互いに貴重な青春を棒に振って、それこそ今よりこじれることになったら大変だ。

「友達でいたほうがいいんだろうか」

「そうかもしれませんね」

　決着は早かった。こんな歪な関係は、続けるべきではない。客観的に振り返ってみれば、それ以外にない選択肢だった。

　俺たちは今日の食事を最後に、ただの知り合いへと戻る。二人で仲良く食器を片付けて、玄関で見送りをして、俺たちの恋人としての関係はそれで終わり。──の、はずだった。

「ついでに一つ質問をしてもいいですか？」

「ん、なんだ？　ここまで腹割って話したわけだし、なんでも答えるよ」

　その何気ない会話の出だしが、とんでもない暴露の引き金になるとは。俺には思いもよらなかったし、なんでも答えるなんて言うんじゃなかった。

「お兄さんもご存知の通り、クラスの事情がアレなので、私とお兄さんのエッチに美優ちゃんが混ざっていたことには違和感がなかったというか。当時は私も美優ちゃんにメチャクチャにされててそれどころではなかったんですけど」

　佐知子は居間のカーペットでソファーを正面に座っている。そして、恥ずかしそうに初めてのエッチのことを語りながら、佐知子はその座面をポンポンと叩いた。

「ここで、お兄さんは私の口の中に射精しましたよね？　あんまりにも苦くて、私は飲み込めなかったわけですが」

　俺はそのはたに立って、佐知子の話を聞きながら、すでに不穏な空気を感じ取っていた。

「美優ちゃん、私の口からお兄さんの精液を舐め取って、代わりに飲んでましたよね？　どうしてですか？」

　その佐知子の疑問が、俺の呼吸を一時的に止めた。ヤバいことを聞かれている。美優が俺の精液を飲んだのは、佐知子の目の前で起こった事実なので、否定のしようがない。

　好奇心に突き動かされた佐知子が尋ねてきたのは、普通に考えたらあまつさえ兄である男の精液など飲むわけがないからで、しかも美優のクラスでのドライな姿を知っているがゆえに、そこにはただならぬ理由があるものと推察されたのだ。

　とはいえ、美優の名誉もあるので、詳らかに話すわけにはいかない。嘘ではない範囲の情報で上手く疑問を躱すしかなかった。

「彼女募集に踏みきった理由がそれだったんだよ。当時は、俺もどうかしてて。無理を言って飲んでもらってたんだ。美優でしか抜けないせいで、性欲が有り余ってたから、あのままだと他の子に手を出しそうで」

「身内の問題は身内で解決すると？」

「美優にとっては、自分よりまず義理だからな」

「なるほど。納得しません」

「…………」

　忘れていたが、佐知子は性知識に関すること以外は優秀なのだ。これは参ったな。言いくるめられる自信がない。こういうとき、由佳のやつならそれでもごり押すんだろうが。

「でも、言えない事情があることも、お察ししました」

　そして、なにより利口なのだ。佐知子は無駄なことに力を使わない、賢い頭をしている。

「美優ちゃんとは、私としたようなエッチもしてたんですか？」

「してないよ。美優とは少しずつの交渉で、結局は、俺が勝手に出して、それを飲んでもらうまでで。だから、募集はセックスが前提だったんだ」

「ほほう」

　佐知子は、まだ納得をしていない。でも、深掘りをしてくる気もないようだった。まあ最後のは嘘ではないからな。

「お兄さんって、私の声で美優ちゃんのことを思い出してたんですよね？」

「そうだな」

「でしたら、お兄さんが言った、美優ちゃんじゃないとイけないってお話、私自身で確かめさせてもらってもいいですか？」

　なぜそうなる。とツッコミを入れたい気持ちをグッと堪える。追及を避けるためには、大人しく要求を呑むしかない。これも美優のためだ。

「俺は何をすればいい？」

「私がソファーに乗るので、お兄さんはその前で腰かけてください」

　佐知子はソファーに膝立ちしてから腰を下ろして、その前に俺を呼んだ。俺がソファーに近づくと、佐知子は俺を座らせる前に、ズボンを下に引っ張ってきた。

「で、お兄さんは脱いでください」

「まさかエッチなことをするつもりじゃ」

「させてくださいな」

　佐知子にお願いをされて、俺は根負けしてパンツを脱いだ。これまで性欲の捌け口として好き放題にやらせてもらったので、佐知子がエッチをしたいといったら付き合わなければならない。

「こほん」

　佐知子は何度か咳払いをして、そして、俺をソファーに座らせると、耳そばにまで口を近づけてきた。

「お兄ちゃん。勃起してください」

「────っ!?」

　萎えて縮こまっていたペニスを見て、佐知子が最初に口にしたのがそれだった。背後からの声は、まるで本物の美優に囁かれているようで、俺のペニスは瞬く間に剛直化していく。

「佐知子、それは、マズいって……!!」

「いいじゃないですか。美優ちゃんはしてくれないんですよね。ですから、これもお別れのサービスだと思って」

　佐知子は俺の勃起したペニスを、両手で握って、緩やかに擦り始めた。

「んふっ……お兄ちゃんの、カタくて……アツい……」

「ううっ……んんっ……あぁ……!!」

　美優の声で色っぽく耳打たれて、ただの手コキでしかないそれは、夢のような性感プレイへと変わっていた。佐知子が成り済ましている美優の吐息が耳にかかるたびに、俺の全身は敏感になって、ペニスははち切れんばかりに巨大化した。

「わぁ……すっごい……。お兄ちゃん、他の女の子とエッチしてるときより、なんで妹に手コキされてるほうがおっきくなるのかなぁ」

　美優が佐知子に渡した教材の、最悪たる使われ方がこれだった。普通の女の子だったら知るはずのない言葉遣い。それを、この優等生である少女は、しっかりと予習して身につけてきている。

　その生真面目さは、手淫の技術にもきっちりと反映されていた。佐知子は俺のペニスが余るほど大きくなったと見るや、根元を片手で押さえつけて、空いているほうの手で竿の余った分を擦り上げてきた。

「ん、んうっ……！　ああっ、ああっ……！」

「うふふっ。お兄ちゃんって、そんなに気持ちよさそうな声を出すんだね」

「はぁ、うぅっ、ああっ……佐知子……こんなの……よくないって……！　あっ、うああっ……！」

　かつてない快感に身を捩らせて、俺は必死に許しを乞うが、佐知子はまるで聞く耳を持ってくれない。

「アレだけ彼女に苦労かけさせてたのに、もう先っぽがドロッドロでイッちゃいそう……。本当は早漏さんだったんだ。お兄ちゃんの根性なし。情けないくらい早いね」

　そして、ついには、リンクしてしまった。俺が普段から美優に叱られている、イクまでの早さを。佐知子に指摘された瞬間に、俺の射精欲は抗いようなく一瞬で爆発した。

「あああああっ、あっ、あぁダメだっ、出る、出るっ……!!」

　びゅるるっ、びゅる──と、射精してしまえば、呆気なかった。

「あっ、あっ……！　ほんとに出ちゃった」

　佐知子は驚いて、慌てて手で塞いで精液を受け止めた。両手が精液でグチョグチョになっている。

　そして、その感触をじっくりと両手で確かめた佐知子は、

「えへへ」

　これを機に少しだけ、悪い子になった。

「佐知子、もう、無理だって…………ぅ、あっ、アアッッ……!!」

「まだこんなに硬くしてるんですから、無理なんてことありませんよね」

「ダメだっ……ほんとにもう……あっ、ああっ……、ウッ、ぐあっ、はぁぁあっ……!!」

　俺の体は、美優と紐付いている快感であれば、それを射精するべき対象として認識してしまう。今日までの本番セックスで美優の事を考えずに射精ができていたのも、美優に重ねてのセックスを佐知子と繰り返してのことだった。

　そんな俺の体が、佐知子の囁きコキで射精することを覚えてしまった。あとはもう、佐知子になされるがままだった。

「射精させられたくなかったら、勃起しなければいいじゃないですか。こんなにおっきくしてたら欲しがりさんみたいですよ」

　佐知子の息が吹きかかって、陰茎はグチャグチャと音を立ててシゴかれて、佐知子の丁寧な言葉遣いですらもはや卑猥な響きに聴こえた。

「うっ……ぐっ……あっ……はあっ……！」

「腹筋がピクピクしてますね。それで我慢ができるんですか？　こっちは出したがってるみたいですけど」

　佐知子はヒクつく鈴口にまで精液を塗りたくってきて、溝をくすぐるように射精を促してきた。我慢なんてできるはずがなかった。

「アッ、アッ──!!　出る!!　出るぅうっ!!」

　びゅくっ、びゅくっ、びゅくっ……！　俺は抵抗する間もなく佐知子の手のひらに精液を追加した。それでも勃起の収まらないペニスが、俺が悪いのだと言わんばかりに、休みなしでイジメられていく。

「佐知子……あ、アッ……もう無理だから、許して……！」

「許してだなんて、私がお仕置きしてるみたいに……。でも、私のことを射精用の穴としてしか使ってくれなかったお兄さんには、ちょうどいいお仕置きなのかもしれませんね」

　佐知子は色声に愉悦を滲ませて、俺の竿を強く握ってきた。

「反省されているのでしたら、私に射精させられるための竿役になってくださいね」

　佐知子はそれから、めちゃくちゃに俺を射精させてきた。そんな鬼畜ささえ美優に似ていて、俺は無抵抗のまま睾丸の一滴までを佐知子に絞り取られた。つい一カ月前まで男性器を見たこともなかった女の子の絞り方ではなかった。

「佐知子……佐知子ぉっ……あああっ……アアッ……ッ!!」

　最後は精液が出たのかもわからない筋収縮だけをして、地獄のような精液ローションコキ責めが終わった。エッチが終わったあとは、もう何がなんだかわからなかった。

「信じられないぐらい出ましたね。ふふふ。ついにお兄さんを絞りきってしまいました」

　佐知子は精液だらけの手を眺めてしばらく感慨に浸り、射精しすぎて俺が動けないと見るや、もう美優も帰ってくる時間なので俺のペニスも一緒に掃除をしてくれた。

　精液はティッシュで拭き取って、ビニールに入れてから消臭剤をかけ、丸めてゴミ箱の奥に押し込む。戻ってきた佐知子は爽やかな顔をしていた。

「男の人を射精させるのって、楽しいですね」

　そんな明るい笑顔で口にするセリフではないと思うのだが。もしかして俺はよからぬモノを目覚めさせてしまったのかな。

「こんな、最後になって、申し訳ない……」

　俺はようやく放心状態から抜け出して、痛む股間を押さえながら、気力で立ち上がった。

「いえいえ。少なくとも、初めての相手がお兄さんで、私はよかったと思いますよ」

「そうか。そう言ってもらえて、よかったよ」

　佐知子は最後まで優しかった。律儀で、丁寧で、きっと妹をオカズにしなければ射精できない体質でなかったら、末永く付き合えていたように思う。

「お兄さん」

　佐知子は小慣れた甘え声で話しかけてきた。

「私、お兄さんとお付き合いできてよかったです。短い間でしたけど、恋人になってくれてありがとうございました。もしよければこれからも仲良くしてくださいね。お兄さんが相手なら色々と相談がしやすそうですから」

　これだけ暴露し合った仲だからな。他人に言えない秘密を相談できる気の知れた友人としては申し分ないだろう。

「俺も初めての彼女が佐知子でよかったよ。大したデートもしてやれなくてごめんな。でも、楽しかった」

　俺は玄関で佐知子が靴を履くのを待って、外までは一緒に出ることにした。あたりは夕暮れに染まっている。美優が帰ってくるのもすぐだろう。空を見上げて油断している俺に、佐知子が振り返って、コソッと耳打ちをしてきた。

「本物の美優ちゃんと、エッチできるといいですね」

「そ、それは、なんというか」

「うふふ。美優ちゃんには何も言いませんよ。でも、お兄さんが美優ちゃんとそういう仲になるのを望んでいるのでしたら、応援はしていますから。それだけでも、覚えていてください」

　佐知子は俺にそれだけを伝えて、最後にニコッと明るい表情を見せると、自宅へと帰っていった。瞼の裏に残るほどの眩しい笑顔に、俺は一抹の寂しさを感じながら、姿が見えなくなってもしばらく佐知子を見送り続けていた。











１２．妹とお風呂　リトライ









　恋人がいなくなったあと、男が初めに後悔することが何かといえば──悲しいことに──性欲を向ける相手がいなくなったということだ。三日もすれば射精のことを考えずにはいられなくなるほど性欲が溜まり、つい数日前までは連絡を取れば抜いてもらえたその相手には、もはやエッチがしたいとメッセージを送ることすらできない。世の男性が別れた女に未練を残すのは、この性欲によるものが大きいと俺は考えている。

　なぜなら、俺には未練がなかったからだ。決して俺が精神的に強いというわけではない。兎にも角にも、精神の安定の軸にあるのは性欲なのである。

「美優。一つ尋ねてもいいだろうか」

「なんでしょう」

　俺が声をかけると、美優は雑誌を読みながら声だけで返事をした。

　美優と会話をする場所はリビングがほとんどだった。我が家は両親の帰りが遅く、食事の支度も俺と美優のどちらかがする都合上、顔を合わせる機会といったらまずリビングになる。最近では、美優がすぐに部屋へと戻らずに、ソファーで雑誌を読むことが増えたという事情もあるが。

「俺は佐知子と別れたわけだけど。美優との関係は、元に戻るのだろうか」

　佐知子と付き合ってからは、トイレでのことを除けば美優とエッチらしいことはしていない。独り身となった今、俺は美優との距離感を測りかねている。

「もう少し単刀直入にお願いします」

「……溜まってきたんだけど、どうすればいい？」

　要望の通りに質問を訂正すると、美優は読んでいた雑誌を畳んで、見慣れた真顔を上げて俺を見た。

「自分ですればいいじゃん」

　それはそうなんだけどさ。

「前みたいにしてもらうのは、難しいかな？」

「前みたいにしてもらう、というのは、お兄ちゃんの精液を私が飲むことを指していると思っていいですか」

「そうなるな」

　やたらと正確な言葉にこだわってくるが、美優も実際には細かく認識を合わせたいわけではないのだ。美優はこうして問答の回り道をすることによって、気持ちの整理と雰囲気の醸成を図っている。俺はこれまでの美優とのやりとりでそれを学んできた。

「何日してないの？」

　この質問は、する意思がないと出てこない。嫌なことはきっぱりと「イヤ」と断じる妹だからな。ゆえに、俺は焦ることなく、ただ偽りのない情報を伝えることにした。

「三日は抜いてない」

「じゃあイヤ」

「えっ。じゃあってなに」

「三日も溜まってたら絶対に濃いじゃん。お兄ちゃんの精液の苦さはせいぜい一日分までしか我慢できないの。飲んでほしいなら先に出しておきなさい」

　くそう、そういうことか。しかし、溜まっていなければ飲んでもらえるわけだな。なら先に射精をしておくまでだが。せっかく溜まった精液をただゴミ箱に捨てるだけではもったいない。

「またお風呂で出させてもらうとか……」

　どうしても妹で処理したいと伝えると、美優は目を細めて俺をジトっと見つめてきた。射精することそのものを咎められているわけではないし、ともすると美優が言いたいのはアレのことだろう。

「妹離れする気はあるんだ。ただ、美優との関係までゼロに戻ったら、今はちょっと精神的にキツいというか」

　佐知子と別れてからも、俺は妹に頼らず性欲の処理をしようと頑張った。しかし、妹に見られながら射精するか、妹のエロい姿を妄想しながら射精するかしか手段が残されていない俺にとって、オナニーだけで性処理をし続けるのは容易なことではなかった。

「別にさ。いいんだけどさ」

　口を尖らせながらも、美優はこうして許してくれる。妹に精液を飲ませるという特殊性癖じみたものを俺に植えつけた自覚があるのか、俺の性欲が強くなっていることに美優はどこか責任を感じている風ですらあった。

「いつかはしてもらえなくなる心づもりはしておいてよね」

　美優は中途半端に弱気な言葉で俺にそう注意をした。その口ぶりでは、逆にいつまでもしてくれる可能性が、わずかでもあるように思えてしまうのだが。

「少しずつ、準備はしていくから」

　とりあえずの回答に、美優は満足して頷いて、夜も遅い時間なのでさっそく二人でお風呂に入ることにした。遅い時間、といっても、兄妹で仲良くお風呂に入っている姿を見られると事情を説明するのが困難であるため、あくまでも親が帰ってくるまでの時間帯ではあるが。

　それぞれで着替えを風呂場に持ち込んで、それからまずは俺が脱衣所から追い出されて、美優が先に浴室へと入る。あれだけのことをしても、生着替えを見られるのは恥ずかしいらしい。

　それから「お兄ちゃんも入っていいよ」と、ドキドキする言葉が浴室から届いてきて、俺も服を脱いで浴室へと入っていった。

　そこには裸の美優がいて──お風呂なので当然なのだが──俺は三日も射精せずに溜まったペニスを勃起させていた。相変わらず、四肢は細いのに、おっぱいだけはもっちりしている妹だ。女子で比べても色白なので、膨張して見えるその視覚効果が、美優の裸体をむっちりと見せていた。

「妹をそんなエッチな目で見るものじゃありません」

　無理を言うな。この状況で。

「おっきくなってるなら、さっさと出して」

　美優はまた膝をついて、俺が射精するのを待っている。これはもしかしたら認識齟齬があったかもしれない。

「手コキしてくれるんじゃないのか？」

「しません。妹をなんだと思ってるんですか」

　美優は声を荒らげることもなく真顔で淡々と俺を叱った。美優はどうしてだか、精液を処理することには抵抗がないのに、俺を射精させることについては頑なに拒む。しかし、こういう流れになると、この妹なら勢いで行けるのではと思ってしまう。

「またトイレのときみたく、痛くなるまで射精させられたいの？」

　美優の冷たく刺すような声に、ビクンッ──と俺のペニスが上向いた。美優のドスの利いた声を聞くと、恥ずかしいことに俺は勃起してしまうのだ。

「わ、私がお兄ちゃんをドＭに調教したみたいなのはやめてください」

「すまん」

　それが事実だとしても謝らなければならないことはある。

「大体なんで妹に手コキしてもらえると思うんですか」

　美優の言い分は正しい。ただし、それがエッチと無縁の関係であれば、だ。

「だってな。オナホでしてもらった件といい、俺はどうして美優が精液を飲んでくれるのか、その理由も知らないだろ」

　射精を口で受け止めてくれる妹が、手コキを拒むなんて誰も思わない。ともすれば、誰だってどこまで許されるのかを確かめたくなる。それがこれだけロリ可愛い巨乳の妹ともなればなおさらだ。

「んむぅ……それは……」

　そして、この件になると、美優は妙に歯切れが悪くなる。つまるところ、美優だって自分のやっていることのチグハグさは自覚しているのだ。それが、結果的には、精液は飲めて、射精をさせることはできない、というだけで。

「ではこうしましょう」

　美優は言い訳ができなくなると、俺のエッチの提案に妥協してくる。真意はわからずとも、こういうところが美優の可愛いところだったりする。

「今日だけは特別に、私がお兄ちゃんの体を洗ってあげます。それで、まあ、もし出したくなれば、勝手に出してください」

　ずいぶんと濁したな。そこまでしてくれるなら素直に手コキしてくれればいいのに。どうやら、自分はまだ手コキすることを受け入れたわけではないという体裁さえ保てれば、美優にとっては問題ないようだった。要するに洗体プレイだよな。実の妹による。

「変なこと考えてないで、はい、ここに立って」

　美優は俺をシャワーの前に誘導して、髪だけを先に洗わせてから、石鹸とネットを手に俺の背後に回った。お湯でネットを濡らして、石鹸を泡立てて、それを俺の体の各部位に乗せる。いつも俺が使っているボディソープとは違って、弱酸性の石鹸らしい。なるほどプレイにはそちらのほうが適している。

「ふう……。よし」

　美優はひと呼吸で踏ん切りをつけて、素手で俺の体を洗い始めた。上から順に、まずは両腕から、俺と同じく裸になっている美優の艶めかしい手指が伸びてくる。腕が終わると、首から背中と、脇腹までを終わらせて、その手はいよいよ体の前面に伸びてきた。

「っ……んっ……！」

　美優の手が乳首を擦った瞬間に、声が出てしまった。美優が控えめな手つきで触ってくるので、そのフェザータッチに敏感にさせられた俺の全身が性感帯になっている。

「変な声を出さないの」

　あくまでもこれは、体を洗っているだけ。決してエッチなプレイではない。兄と、妹と、家族同士の微笑ましい触れ合いなのだ。

「まったくもう。なんで私がこんな」

　美優はぶつくさと呟きながら、次は膝から下を泡で洗ってくれて、股間部以外はキレイになった。もう心の準備をする時間はない。俺も緊張してきた。

「じゃあ、その……。するけどさ。私は私なりに洗ってるだけだから。止めてとか速くしてとか言わないでよね」

「い、言わないよ。勝手に出すし、すぐに済むから」

「こういうときはお兄ちゃんが早漏でよかったと心から思います」

「傷つくから、やめてね」

　佐知子とはそれなりの時間をかけてセックスができていたんだ。美優が相手でさえなければ俺は早漏ではない。たとえば美優に似た声で言葉責めされたりしない限り、俺は決して射精が我慢できなくなったりはしない。

「はい、じゃあ、もうするから、出すなら出す」

「ああ、わかったから……はあ……もっと、あっ、優しく……うっ……ぐっうぅ……！」

　美優の陰部洗い、もといソープ手コキは、いきなり金玉と竿の同時責から始まった。手早くイかせること考えれば、体の洗い方としても自然なことだったのかもしれないが、突然の快感にただでさえ敏感になっていた体はビクビクとのたうってしまった。

「あっ、うっ……ああっ……美優、あっ、それえっ……やばい……気持ちいい……!!」

「こ、こらっ。喘ぐんじゃありません」

「だって……こんなの……はあっ……あああっ……！」

　シュッ、シュッ、と美優の手が前後に動いて、石鹸の滑り気をまとった指と手首が、陰嚢の表皮を舐めるように擦り上げてくる。

「あっ、ああっ!!　美優っ!!」

　声を出さないでいることなんて、できるはずがなかった。美優の手コキがあまりに気持ちよくて、俺は立ったまま脚を開いて洗われている惨めな姿にも関わらず、ヘコヘコと腰を動かしてしまっていた。

「そんなイヤらしい動きをして……私がお兄ちゃんにエッチなことしてるみたいに……！　いっつもお兄ちゃんが好き放題に気持ちよくなってばっかりだよね。なんだかイライラしてきた」

　そんなことを言われたって、これがローションプレイでなくてなんなのか。美優に玉撫でと手コキをされて、まだ何分も数えていない時間なのに、俺はもう射精の限界にまで追い詰められていた。

「はぁ、はぁ、あああっ……ぅううっ、ああっ……イクっ……イクっ……!!　もう、イクからな、美優……はぁあ、ああっ……でるっ……ああああっ……!!」

　びゅるびゅるびゅるるっ、びゅびゅっ、ぴゅっ、ぴゅっ──!!

　三日溜めた精液が、美優の手コキの導きによって、激しい勢いを伴って鈴口から飛び出していく。

「い、いちいち言わなくていいってば。お兄ちゃんは人の話を聞かないんだから」

「ごめん。気持ちよすぎて」

「もういいよ。出たし」

「そ……それなんだけど……」

　俺のペニスは勃起を堅持していた。それこそ、まだ射精などしていないとシラを切るように。竿を握ったままの美優も、それはわかっていて、でも終わらせたい気持ちはあるので、その表情はとても不満げだった。

「はいはい洗い足りないんですね」

　それでもやってくれるのが美優の性格のよさだった。美優はペニスをシゴく動きを再開して、さっきまで金玉をマッサージしていた手は、今度はさらにあとへと伸びてきた。お尻の穴のくぼみに、美優の細い指の先が、わずかに入り込んでくる。

「ああっ……ああっ……!!」

　俺は嬌声を上げることを強いられていた。声を我慢しろと命令している美優が、ここまでの性感責めをするのだから、もう俺のせいではない。

「美優、あっ……ほんと、きもちいい……んっ、んあっ……！」

「体を洗ってるだけなんだから、気持ちいいとか言わない」

「でも、美優……はぁ……美優の手が、気持ちよすぎて……ん、あっ……また出そう……！」

　射精したいなら勝手にしろと。美優は石鹸で摩擦がなくなっているのをいいことに、握力のいっぱいにまで竿を握って扱き上げてきた。

「ああっ……美優……出るっ……!!　出る、出るっ……出るぅううっ……！」

　びゅっ、びゅっ、びゅっ、と精液がまた飛び出して、浴室の壁はもう一面が白濁液でべっとりだった。ペニスの射精運動が終わって、出せるものは出し尽くしたはずだったのに、それでも睾丸の疼きは収まらない。

「はぁ、はぁ……美優っ……あっ……手、そのままっ……輪っかにしてて……はぁ、あっ、あっ、ああっ、あっ……!!」

　俺は筒状になった美優の手を女性器に見立てて、腰を振って何度もペニスを擦った。

「だ、ダメだってそれは！　こら、や、やめなさい！　そんな、はしたないこと……！」

　美優は叱咤をしつつも、手の形は維持したまま、俺のペニスに突かれていた。どれだけ叱られようが、俺の性欲はもう止められず、美優の手にピストンを続けて射精まで一直線だった。

「美優っ……うぅっ……美優……!!　出るよ……このまま出すから……あああっ、あっ、うあっ、はぁ、出るっ、出るぅぅうっ……!!」

　びゅくっ、びゅくっ、びゅくっ、びゅびゅっ、びゅるるるっ──!!

　美優の手コキで、イキ果てて、全力疾走のあとに似た疲労感の中、俺のペニスはようやくヘタって下を向いた。静かになった浴室では、キーンと耳鳴りが響いて、俺がどれだけうるさく喘いでいたのかが今になってわかった。

「もー……」

　それはもう憤慨した様子で、美優は浴室の壁を指差した。そこにはクリームシチューでもこぼしたかのような大量の精液がかけられている。

「なんなのこのふざけた量は。わかってるよね。お兄ちゃんはこれを私に飲ませようとしてたんだよ」

　三日溜まった精液なので、せっかくだからと美優に飲んでもらおうと思っていたわけだが、たしかにこんな量を口に注がれたら堪らないよな。申し訳ないことをした。

「すまないとは思ってる」

「ほんとに思ってる？」

「もちろん。だから、お詫びはする」

「ならうかがいましょう」

　意外にも、ケロっとしている美優である。手をオナホ代わりにされたことを、怒っていないのか、もう話題にも出したくなかったのか。

「俺が美優の体を洗うというのはどうだろう」

　俺の提案に、美優は、冷たい目で返してきた。

「好き勝手に射精した人にそんなご褒美があると思ってるんですか」

「ですよね」

　怒ってはいたのである。ただ、程度としては、ちょっとした粗相をしたぐらいのものだった。

「もういいから。お兄ちゃんはお風呂に入ってなさい」

「はい」

　妹に叱られて、俺は大人しく湯船に浸かった。あれだけのことをされて浴室を出ていかないのも、この妹のよくわからないところだ。こうして、実は許されているのかもしれないと思う余地があるせいで、俺はいつまでも美優を性の対象として意識してしまう。

　椅子に座って、先ほどまで俺にしていたように、優しく泡で肌を撫でる美優。そのほっそりとした肢体とは対照的に、膨らみのある臀部と下乳の曲線が、男の情欲を煽ってくる。

「お兄ちゃん。この先はシャワーが終わるまで目を瞑っててください」

　そんなご無体な。妹が体を洗う姿ぐらい……、とは思ったものの、残ったのが股や胸などのデリケートな部位だけであることに気づいて、この先は見てはダメなのだと俺も理解した。

「わかった。絶対に見ない」

　俺が瞼を閉じて前を向くと、またクシュクシュとネットで泡立てする音が聞こえてきた。美優が俺の隣で前後の割れ目を洗っている。自分で手を伸ばして、洗い残しがないように、きっと指を入れて丁寧に。

　美優もオナニーはするのかな。それらしい発言もあったように思うけど、まだ確信はない。俺の部屋の隣で、俺がエロゲをやりながらペニスをシゴいている隣で、美優は自分の穴をイジって淫奔に耽っていたのかもしれない。

　想像すると、興奮する。マズいな。またペニスが勃ってしまった。美優はシャワーを出していて、体の泡を洗い流しているところ。シゴきたい。この妄想が頭から離れないうちに、ペニスを刺激して気持ちよくなりたい。

「ふぅ……っ……」

　美優にバレない程度に、こっそりと、小刻みに手を動かす。シャワーの音が止んだら、すぐに中断をしようと考えていた。美優の裸をオカズにオナニーをして、体感で五分以上が経過してもシャワーは止められずに流れ続けている。

　もしかしたら、と。不意の不安に手を止めたところで、シャワーも止まった。俺が恐る恐る目を開けると、そこには湯船の縁に腰を下ろしている美優の姿があった。なんの表情もない顔だった。

「あっ……これは、その……」

「そのお湯はこれから妹が入るものです」

「だ、出しては、ないよ」

「そうだね。偉いね」

　美優は子供を相手にするかのような口調で会話を終わらせて、俺がオナニーをしていたことは不問となった。もうこんなやりとりも慣れたのだろう。心の広い妹で兄は助かっている。

「前のときみたいな体勢にはしないのか？」

　美優は俺の膝の間にはこずに、正面で小さくなっていた。

「心の距離というものです」

「そうか。それは寂しいな。ごめんな」

「そ、そんな落ち込まないでよ。冗談だってば」

　冗談だったのか。わりとありえる話だと思っていたが。

　美優は膝を折って股を隠して、おっぱいは腕を抱くようにして乳首が俺に見えないようにしている。大事なところを隠すにしたって、ちょっと極端なぐらいだった。

「美優はキレイな体をしてるのに、どうしてそんなに見られるのを恥ずかしがるんだ？」

　脱衣所から出てくるときだって、美優は家族に対しても極端に裸を隠したがる。せっかく努力して手に入れた自慢の体なのだから、もっと自信を持ってもいいはずなのに。

「努力じゃどうにもならない部分だってあるんだってば」

　美優はさらに身を縮めるようにして胸と股を隠した。まさかそのパイパンと巨乳のことを指しているのだろうか。いやそんなはずはない。その二つは美優のどの部位よりも魅力的なところなのだから。

「やっぱり正面向きは恥ずかしいので。お兄ちゃんは前を開けてください」

　なんだかんだで美優は俺の前に収まった。こうなると、心の距離というのが冗談でなかったら、なお嬉しかったのにな。

「おっぱいを触るのは、禁止なんだよな」

「おっぱいというか……まあ……そうですが……」

「脚を触ったり、お腹に腕を回したりは、許されるだろうか」

「うーん……変なとこじゃなきゃ、触っても怒んないけどさ……」

　どうやら性感帯でなければ触ることが許されるみたいだが、美優はまだ何か言いたげだった。

「あのさ、お兄ちゃん。前に言ったと思うんだけど。私はこれでも、デートに誘われたり告白されたりする身なので」

　美優が不満を訴えてきたそれは、大勢の男が求めている美優の体を、俺が好き放題していることに対してのもの。これまで美優に告白してきた男たちは、その豊満なバストサイズを横目に、幾度も俺がしているようなスキンシップを夢想していたはずだ。

　俺だっておっぱいまで好きにさせてもらっているわけではない。それでも、人との距離を常に保つ美優が、お風呂で生の肌を触れさせていること自体、学校の男子たちにとっては理想のシチュエーションだろう。

「そこは兄の特権ということで許してはもらえないだろうか」

「実際それしか許せる要素はないんだけどさ」

　それが許せる要素となることがおかしいんだけどな。と俺が心の中でツッコミを入れていると、美優は意気消沈した様子で、湯面に映る自分の顔を覗き込んだ。

「お兄ちゃんが射精するために妹は使われてばかり」

　それこそ冗談なのか、「寂しさがあるよね」と美優は小さく呟いたのだった。

「そ、そんなことはないって。美優は可愛いし、美人だし。美優といるだけで癒されてるから。俺にとっては大切な、唯一無二の存在で……」

　俺は慌てて言葉を繋いだ。気恥ずかしさはあったが、どれも本心だったからか淀みなく出てきた。

「ふむ」

　美優は顔を上げて俺に寄りかかってきた。

「もっと褒めてみて」

「えっ、そ、そうだな」

　褒められるのだって、好きな男からでなければ嬉しくもないはずなのに。美優が予想外に乗り気なので、俺は面食らってしまった。しかし、ご要望とあらば、いくらでも褒めよう。

「あとは、そうだな。料理も、裁縫も上手いだろ。美優みたいにちっちゃくて可愛い子が家庭的って、男としては憧れなんだよな」

　健気に頑張っている姿が萌えるのだ。

「もっと」

　美優はツンとした声で続きを要求してくる。

「それと、話してると、落ち着くよ。その冷静さがいい。声もいいけど。包容力っていうのかな。言葉に信用があるから、どんなことでも話してみたくなる。だから、喋ってるだけで、癒される。それに、なにより、世界の誰よりも可愛い」

　俺のボキャブラリー不足で、最後はダブった。どう言葉を取り繕おうが、美優は世界一かわいくて癒される存在なので、それ以外はおまけなのだ。

「それは奏さんよりも？」

　なんだ、急にガチな質問が来たな。美優としては、あの山本さんの超がつくほどの美麗さを認めているから、俺の褒め殺しに矛盾をつこうとしたんだろうけど。

「本音で言っていいのか？」

「もちろん」

「美優のほうが可愛いよ。いつ何回聞かれても俺はそう答える」

　俺の返答に、美優が質問を重ねてくることはなかった。そして、俺が思いの丈を伝えきったところで、美優は俺の腕から離れて対面に戻った。

「なるほど」

　美優は顎を上げて目を細め、どこか熱っぽく緩んだ顔で、俺を見下すように睨んできた。そして、そこから、何も言葉が発せられないまま、一分ほどが経ったあと、

「変な気分になってきたので、もう出ます」

　美優はお湯に大きな波を立てて、大事なところを隠しながら湯船を出てしまった。

「あっ……、ごめん！　何か変なことを言ったか？」

　俺の問いかけに美優は答えなかった。浴室のドアを開けて、脱衣所へ足を踏み込んだ美優が、またそこで数秒フリーズして。それからまたなんとも言えない歯がゆそうな仏頂面を俺に向けてきた。

「今日はもう部屋に来ないでね」

　それだけ言って、美優は俺が声をかける間もなく浴室のドアを閉めた。

　美優を傷つけるようなことを言ったつもりはなかった。しかし、美優の部屋になんて滅多に行くことがない俺に、わざわざ来るなと厳令を出したぐらいなので、何か反省すべき点があったと見るべきだろう。

「……まったくわからん」

　俺は一人で湯船に取り残されて、美優がドライヤーで髪を乾かす音が消えるまで、どうしてだかさほど不安にはならなかったので、余白みたいな時間を何も考えずに過ごしていた。











１３．女の子の匂いと恋の予感









　美優に感謝の気持ちを伝えたい。

　お風呂で美優とちょっとしたイチャイチャを楽しんでから、俺の心にはそんな感情が芽生えていた。

　妹離れをするためには、仲のよさを助長することは避けるべきだとわかってはいる。だが、これまでしてもらったことに感謝を示さないままでは男以前だ。

　とはいえ佐知子が相手でもロクに彼女らしい扱いをしてあげられなかった俺のことだ。自分一人で頭を捻ったところで美優が喜ぶような答えなど出せるわけがなく、俺はとある人物に相談することに決めていたのだった。

（しかし……さすがに話しかけるタイミングがないな……）

　学校の休み時間に、俺はその人物へと注意を向けていた。クラスで一番の人気者、美の頂点にして地上の女神である山本さんに、女の子の喜ぶプレゼントを聞こうという腹づもりなのだ。しかし、いつも友達とお喋りをしている山本さんには、話しかける隙がなかった。

　相談がしたいので、挨拶をする程度の時間ではダメだ。どこかで腰を落ち着けて話せるぐらいの時間が欲しい。でも、学校の休み時間では難しいかな。友達同士の会話にズカズカと入り込むわけにもいかないし。

「お前も山本さんのこと狙ってんのな。ま、妄想するだけなら自由だからな」

　そんな俺を高波がからかってきた。俺たちオタクの集まり──現在では『元』となりつつあるが──にとって、山本さんは高嶺の華であり、二次元のヒロインさえ超え得る唯一の理想なのだ。付き合えるなら付き合いたいし、エッチができるならエッチがしたい。そういう存在なので、山本さんのことを目で追うのは俺たちにとってごく自然なことだった。

「別に狙ってないよ。最近は、なんだかよく目に止まるんだ」

「それを恋って言うんだよ童貞。つかさ、お前、このところ前にも増して早く帰ってるけど、何してんの？」

　また答えづらいことを聞いてくる男だ。

「何も変わりないよ。ゲームとか、動画を見たりとか」

「はぁ？　暇かよ。だったらお前も部活やろうぜ。なんか、知らんが、お前も体が締まってきてる気はするが……、男なら何をするにもまず筋力だからな」

　高波はこれみよがしに腰を前後させて、セックスの真似事をする。俺を童貞だとなじったこいつは童貞だが、俺は童貞ではない。俺は佐知子という素敵な女の子で童貞を卒業している。しかしまあ、この寒いやりとり、実家のような安心感がある。

「二年のこの時期から始めるもんじゃないだろ」

「まだ夏がまるっと残ってるって」

「グループが出来上がった時期だから気まずいって言ってるんだよ」

　運動に興味があったところで、部活というのは学校生活の延長にあるもの。そこには割り込み難い友達社会が形成されている。

「まあ待て高波。ソトミチの堕落は俺が止める」

　ワックスでがっちりと固めた髪を撫でながら、背後の男が高波の肩を叩いた。鈴原は日に日にチャラくなっている。心なしか瞼も二重になっている気がする。しかもやたらと肌艶がよくなっている。こいつはあの一日で美優に何を仕込まれたんだ。

「今日の放課後、ボランティア部で学校の掃除をやるんだ。お前も来いよ。内申点と男狙いの可愛い子がたくさんいるぜ」

　お前もたいがい女好きになったな。てかなんだその不純な部活は。ここが大学ならヤリサーになっているところだ。

「ちなみに、担任にはお前を連れてくことは言ってあるから、断るならサボり扱いだぞ」

「お前な……」

　なんだって俺の周りにはこう物事を強引に進める奴が多いんだ。

「今日だけだからな」

　──と、俺は鈴原に連れられるがままに、夏も近づくこの暑い時期に奉仕活動をすることとなった。美優へのプレゼントについて家で悩んでいるだけよりは、体を動かしていたほうがいいと考えたこともある。鈴原の言う可愛い女の子とやらに意見を聞くのもありだしな。

　そして、思いのほか俺が女の子と話し込むことが多かったことに鈴原は憤慨しつつ──おそらくは別の女の子にプレゼントを考えているという悪意のなさが話しやすくさせたのだろうが──、俺自身も女の子への慣れには驚いて、そして、これといった収穫もなく臨時の部活動を終えたのだった。

　助っ人扱いだった俺は先に解放されて、教室に戻るとまさかの出会いがあった。偶然にも山本さんが一人で残っていたのだ。鈴原のやつには感謝しなければならない。

「山本さんは何をしてるの？」

　俺が声をかけると、椅子に座ってスマホをイジっていた山本さんが、俺に笑顔を向けて小さく手を振ってきた。歓迎してもらえているようなので、俺は自分の鞄を持って山本さんの近くまで移動して、すぐ横の机に浅く腰をかける。

「友達に勉強を教えてて、これから帰るところだよ。今はトイレ待ち。ごめんね、今日はなかなか時間が取れなくて。ソトミチくんのご用はなんだったの？」

「えっ、ああ」

　まさかの切り返しに、慌てる俺をからかうように笑う山本さん。俺が山本さんに話しかけるタイミングをうかがっていたことは察知されていたようだ。

「相談したいことがあって。美優に、プレゼントを考えていてだな。どんな物をあげたら喜ぶか、山本さんに意見を聞きたくて」

　俺は正直な用件を山本さんに伝えた。共通の知り合いは美優しかいないので、女の子へのプレゼント、と濁しても美優へのものであることが自明なのだ。兄妹でデパートに行くぐらいには仲がいいことも山本さんは知っているしな。

「誕生日でも近いの？」

「いや、そうではないんだけど。このところ色々あったから、日頃の感謝にと思ってな」

「ソトミチくんもすっかりできたお兄ちゃんになったね」

「ありがとう。山本さんもこのところは調子よさそうだな」

「それはもう引っきりなしですとも」

　山本さんは悩みのタネが消えたことで、また元の快活さを取り戻していた。そうした明るさが人を惹きつけるのだろう。ラブレターをもらったり友達経由で呼び出されたりと、毎日のように告白をされて忙しそうだ。山本さんの人柄からすれば、望む余地すらない男が相手であっても、無下にはできないだろうしな。

「彼氏は作るの？」

「そのつもりがあったら、この状況もありがたかったんだけどね。もうだいぶ懲りてるから、恋愛はしばらくいいかなって」

　山本さんは疲れを滲ませて、大きなため息をついた。それは教室では一度として目にすることのなかった山本さんのネガティブな一面だった。鈴原の件で俺が山本さんの男関係を知ってしまったこともあり、どうやら愚痴をこぼせる相手として認めてもらえたらしい。

　でも、そうだよな。俺はこの学年で一番の人気者である山本さんの、一糸まとわぬ姿まで見てしまっているんだよな。階段下のことだって、あれは間違いなく淫らなことを愉しんでいる女の子のそれだった。歴代で恋仲にあった男以外は誰も知らない山本さんのエッチな素顔を、俺だけは知っている。

「……なあに、その目は？」

「ああいや、ごめん。なんでもないんだ」

「なんでもない人は女の子にそんないやらしいものを見るような目を向けません」

「うっ……それは……更衣室で、色々あったから……。ついそれを思い出して」

　山本さんへのよからぬ想像を読み取られて、咄嗟に誤魔化そうとする俺に、山本さんがほんのりと上気した顔を近づけてくる。

「更衣室での色々っていうのは、学校ではこんなに清楚に振る舞ってる私が、ソトミチくんにフェラチオまでしようとしたことを言ってるのかな？」

　責め立てるような冷淡な声で迫られて、俺は硬い笑顔でイエスと答えるしかなかった。こういうところは、美優に似ている。恐ろしいのに、興奮してしまう自分がいた。

　そして、俺と鼻先が触れ合うぐらいに顔を近づけてきた山本さんは、ニコッと笑ってから背を伸ばして姿勢を正し、俺の疑問を解決するかのように言葉を続けた。

「好きだよ、エッチするのは」

　まっすぐな言葉を使って、山本さんはその本性を俺に再認識させた。俺が山本さんにとって恋と無縁の人間だったから、あえてそうしたのかもしれない。

「好きなだけ、なんだけどね」

　山本さんは儚げにそう呟いた。鈴原と別れて、悩みは解決したかのように見えていたのに、その実、根本にある問題は何も解決していなかったのかもしれない。

「まさか、本当は未経験とか？」

「それこそまさか。両手じゃ数えきれません」

　山本さんはカラッとした笑顔と一緒に両手の指を広げた。

「は、はは。だよな」

　美優のようなアイスハートならいざ知らず、山本さんはここまで男の扱いが上手い美少女なわけだからな。ただ、なぜだろう。言葉に聞くほど、淫らな感じはしなかった。

「そういえば私も、ソトミチくんにはまだお詫びができてなかったよね」

　山本さんはまたエッチな顔に戻って、机に座る俺の耳そばに口を近づけてきた。俺と美優のデートを邪魔したことは、山本さんにとって詫び入るべき案件として認識されていたらしい。

「あのときできなかったフェラ、してあげよっか」

　熱い吐息がボッと耳の奥に心地よいノイズを届かせるのと同時に、山本さんの首元から甘い香りが漂った。俺のペニスはぎゅんぎゅんと血液を集めて、ズボンを突き破るほどに隆起していく。即効性の媚薬でも仕込まれたかのように全身が疼いていた。

「わあっ……すっごい……おっきくなっちゃったね……はぁむっ……」

　ちゅぱっ、ちゅぱっ、と俺の耳輪をしゃぶる山本さん。舌は外縁から内側へと渦を巻くように先端を這わされて、耳の穴に届くとじゅるっと卑猥な音を鼓膜に響かせた。

「っ……んっ……！」

　佐知子に開発されて敏感になった耳が、山本さんによって完全な性感帯へと変えられていく。学校内だというのに喘ぎに漏れる声を我慢できそうになくて、俺は山本さんを押し退けようとしたのだが、快感のあまり力が抜けて山本さんにしがみつくことしかできなかった。

「へろっ……れろれろぉ……んちゅ……はぁ……んっ……ちゅぱっ、ちゅぱっ……んん〜……むちゅっ……んふっ。私のおっぱいの中でハアハアしちゃって。可愛いんだから」

　机に腰かけた俺が山本さんに抱きつくと、顔がちょうど山本さんのブラウスの膨らみに埋もれて、その芳醇な果実の香りに俺はさらなる高揚を強いられた。声を抑えるのに顔を離すわけにもいかなくて、甘えるようにしがみつく俺を、山本さんはよしよしと撫でて耳を舐め続けてくれる。

「私のお腹に当たってる、ソトミチくんの硬いのを……こうして……あむっ……じゅるるっ……じゅぱっ……ちゅるちゅるぅ……ちゅっぷっ……んふぁ……フェラチオしてあげても、いいんだよ……」

　もはやレイプに等しいほどの凶悪な耳責めだった。耳輪は山本さんの口内の熱に蕩かされて、すぐ傍で犯されている音を聞いている耳の穴には、山本さんの情欲に塗れた吐息と唾液をしゃぶり取る音が交互に押し寄せている。

「はぁ……んんっ……っ……はぁ……！　山本、さんっ……だめ、だって……こんなとこで……はぁぁ……っ！」

「じゅるじゅるじゅるっ……じゅるっ……へろれろぉ……ちゅぱっ……じゅるぷぁっ……うふふっ……ビクビクしちゃって、女の子みたいだね。頑張ってるみたいだけど……そろそろかな……あむっ……ちゅる、じゅるるっ……じゅるぅぅ……じゅるっぱっ……じゅっぱっ……」

「ああっ……あっ……ん、ああっ……！」

　耳だけを集中的にイジメられて、敏感になったそこはペニスと神経が繋がったかのように睾丸を疼かせていた。火山の噴火を思わせるほどに煮えたぎる俺の精液が、今か今かと射出のときを待ち侘び、俺は股間から迸るものを感じながらギュッと山本さんに抱きついた。

「じゅぶっ、じゅぶっ、じゅるるっ……んん〜んっ、ちゅっぱっ……ちゅっぱっ……んっ……ちゅぷっ…………はあ……ソトミチくん、可愛かったよ」

　山本さんは俺の耳から口を離して妖艶に微笑んだ。ようやく性感責めから解放された俺だったが、快感を浴びせられすぎて足腰に力が入らず、机から立ち上がれないでいる。

「や、山本さん……なんで、急に……こんな……」

　まだ金玉がムズムズしている。射精したくて堪らない。こんなひたすらに気持ちよくだけさせられて、なんて生殺しだ。

「お礼の耳フェラでした。ふふっ。イッちゃった？」

　山本さんはハンカチで唇の唾液を拭いて、まるで淫魔のように妖しく目を弓形にさせる。

「危ないところだったよ。本気で出るかと思った」

「んふっ。そんな隠さなくたって、こういうときは女の子だって射精してもらったほうが喜ぶのに」

「それは、申し訳ない。そう言ってもらえるなら、出しておけばよかったな」

　もうこんな快楽は二度とは味わえないだろう。一瞬でも美優に耳を舐められている妄想をしておけば、あの耳フェラの中でも射精ができたのに。

　あれだけスケベなことをされても、妹をオカズにしないと射精ができないなんて、俺の体質も極まってしまったな。佐知子のあの囁き手コキさえなければ、まだ可能性は残されていたかもしれないのに。

　せめてもっと早くに山本さんと出会っていれば。これでは、佐知子にも、山本さんにも、まるでエッチが気持ちよくないと言っているようで心苦しい。

「えっ……？　本当に、イッてないの？」

　山本さんは、今度は真顔で質問を繰り返してきた。どうしても俺の答えが信じられないらしい。男をイかせるテクには絶対の自信があったのかな。

　俺だってこんな体質でなければ間違いなくイッていた。その自信を、失わせたくはない。だけど、妹じゃなきゃイけないなんて言えるわけもなく、俺は苦し紛れの言い訳をしてあげるぐらいしかできなかった。

「耳舐めだけだったから、ギリギリな。すんでのところで耐えられたよ。本体でしてもらってたら、すぐだったと思う。だから……えっと、ありがとう」

　俺の精いっぱいの励ましを、山本さんが聞いていたのかはわからなかった。山本さんはテントを張ったまま萎える様子のない俺のペニスの状態を見て、ただ目を丸くして呆然としているだけだった。

「山本さん？」

　俺の声に、山本さんはビクッと頭頂を跳ねさせて、その瞬間に山本さんから漂っていた甘い香りが消えた。俺の頭も霧が晴れたように冴えている。どうやら山本さんのフェロモンには冗談ではなく媚薬にも似たヤバい効果があるらしい。

「えっ……そんな……」

　俺が射精しなかったことに驚く山本さんの表情は、瞠目しているというよりも、何か思いがけない運命的なものに見惚れているというか、そんな乙女チックな雰囲気ですらあった。

「あのっ……ほんとに──！」

　山本さんが俺のズボンのチャックに手を伸ばそうとした。ちょうどそのときに、教室のドアが開いた。トイレに行っていた山本さんの友達が戻ってきたのだ。

「何をやっているの、奏」

　教室に入ってきたのは、クラスで山本さんが一番に仲良くしている川藤奈々子という生徒で、肩上で切り揃えられたボブヘアと口調の鋭さが印象に強い、山本さんとは逆ベクトルの優等生だった。

　ドアからすぐ見える位置にいた俺たちは、咄嗟の判断で山本さんが俺と川藤との間で壁になってくれて、俺の下半身が暴発寸前まで膨張していることはバレずに済んだ。

「相談に、乗ってたんだよ。ソトミチくんがね、好きな子にプレゼントを考えてるって言うから」

　山本さんは普段と変わりない雰囲気を取り繕って、会話の合間に床に置いていた鞄を拾う隙を作ってくれた。俺はそれを膝の上に乗せて、ようやくテントの張った股間を隠すことができた。

「またそんなモテない男を相手にして。そんな節操なしだから告白が絶えないのよ」

　冷たい声音で、悪意のない毒舌。俺は美優で慣れているからいいが、他のやつなら泣いているところだ。

「そんなことないよ。ソトミチくん、最近は男らしくなって、奈々子から見てもいい感じじゃない？」

　川藤の冷徹な言葉に笑顔で返す山本さん。山本さんは天使なのでこんな俺のことも優しくフォローしてくれる。

「その甘やかしが悪いって言ってるの。あなたはその変態的な母性を少しは抑えなさい」

　うん、うん、そうだな。そこは俺も同意するところだ。

「ソトミチが様変わりしたのは私も否定しないけどさ」

「なぜみんなしてその呼び名を」

「だって名字も名前も知らないもの。影薄いじゃないあなた」

「そうだよな。それはそうだ」

　慣れない女子から、厳しいお言葉が次々と。おかげで俺のイチモツも縮み上がって、鞄で隠す必要すらなくなってしまった。

「ともかく。奏はそんなレベルの奴に構ってる暇はないでしょう。さっきも私、バスケ部の先輩に奏を呼び出せって絡まれたんだから。いい加減に付き合う男を選んでよね」

「はいはい。今日もお見合いね。わかりました」

「またそうやってやる気なさそうにするんだから」

　川藤に催促されて、山本さんは教室を出ようとした。その直後に、思い出したように山本さんが俺に振り返った。

「美優ちゃんにピッタリのプレゼントを思いついたよ。スマホを貸してもらってもいい？」

　山本さんがそのオススメを検索して出してくれるというので、俺はスマホのロックを解除して山本さんに手渡した。

「このヘアブラシなんかどうかな？　美優ちゃんは私と髪質が似てるから、使い心地のよさは絶対に保証するよ。お値段に見合うようなら今日のうちに購入してね」

　山本さんはウインクと一緒にスマホを返してきて、最後にやたらと上機嫌な笑顔を俺に見せてくれた。

「ソトミチくん。それじゃあ、またね」

　それから山本さんは川藤を追いかけるように教室を出ていった。

「あ……おう……」

　誰もいなくなった教室に、俺は虚しい返事をした。山本さんが去り際に言った「またね」という言葉が、ずっと頭の中に残っていた。

　誰にでも優しい山本さんのことだから、社交辞令でしかなかったんだろうけど。最後に俺に向けられたあの笑顔を見ていると、山本さんが本気で俺との再会を望んでいるように思えて。

（あんな対応されたら、誰だって期待するよな……）

　今このときだけは、告白されまくるのは山本さんに原因があると言った川藤の言葉の数々を、全面的に支持できると思ってしまった。




　そして、誕生日でもなんでもない日に、黒い箱と金のリボンで立派に包装されてしまった高級ブラシを隠し持って、俺は家で美優にプレゼントをするタイミングをうかがっていた。

　注文して翌日に届いた大きめの段ボールを、玄関口で俺が受け取る姿は美優も見ていたが、まさかそれが自分へのプレゼントだとは思うまい。問題は、いつ渡すかもあったのだが、なんと言って渡すかも決めかねるところだった。

　悩んでいるうちにも時間は経って、夕食も終わり、風呂も上がってもう寝るしかないという時間になったときのこと。今日は諦めるかと油断していた俺は、廊下で偶然にも美優と出くわして、上手いこと避けることができずに向かい合いになった。

「何かご用ですか？」

　美優も俺の不審な挙動には勘づいていたらしい。

「用ってほどじゃないんだけど。ほら、お風呂のとき、俺も感謝してるって話をしただろ」

「それはだいぶ具体的に伝えてもらったと思ってるけど？」

　美優はキョトンとした顔で、不思議そうに俺を見つめていた。俺の殊勝な態度が珍しいのだろう。美優に話しかけるときなんて、大抵は性欲が溜まっているときだからな。

「言葉だけじゃなくて、きちんと形にしたいと思って。美優のためにこんなものを買ってみたんだけど、受け取ってもらえるだろうか」

　こうしていざ渡す段になってみると、どうしてプレゼントなんて柄にもないことをしているのか、客観的に自分を見てしまって顔から火が出そうになる。

「なんとまあ。私は嬉しいですが」

「そ、そっか。喜んでもらえたなら、よかったよ」

「開けてもいい？」

「ああ、もちろん。少なくとも、迷惑にはならないものを、選んだつもりなんだけど」

　美優が包装を丁寧に外すと、中は木箱になっていて、その蓋に書かれている文字を見た途端に、美優の目の色が変わった。箱を開けると、さらに美優の表情はわかりやすくなって、驚きの中にはかすかな笑みが混じっていた。

「わっ……これ、今朝のテレビでやってたやつ。ネットでも在庫なくなってたのに……どうしたの、これ？」

「山本さんに、相談してだな。そしたらこれをオススメされて」

　緊張のあまり正直に答えてしまった。こういうのは、言わないでおいたほうがよかったかな。

「え、ありがと。素直に嬉しい。今夜さっそく使わせてもらうね」

「そんなに喜んでもらえたならなによりだよ。……よかった、プレゼントして」

　ホッと胸を撫で下ろしている俺の前で、美優がブラシの枝となる木の感触を指で確かめている。その真剣な顔つきを見れば、美優がどれだけ喜んでくれたかは一目瞭然だった。

「どうしよう。こんなにいいのをもらっちゃうと、お礼がしたくなっちゃうな」

「ああっ、いや、これは、俺のこれまでの感謝の印だから。これに対してお返しとかは、いらないというか……」

　俺が咄嗟にそう返すと、美優は念押しに、おそらくは回答を変更する余地として、また質問をしてきた。

「いらないの？」

「そう聞かれると……」

　俺が欲しがってはいけない。いくら喜ぶ美優が可愛いからって、ここで調子に乗ったら、俺はただクラスメイトを頼っただけの男になる。

「そういうことなら」

　ともなれば、ここでの正着はきっとこうだ。

「そのブラシを使って、美優の髪を梳かしてみたい」

「ブラッシングしたいの？　そんなことでよければ、私は構わないけど」

　すんなりと要望が通ってしまった。俺の好感度、目に見えている以上に、爆上がりしてるんじゃないだろうか。

「そしたら、寝る前にするから。準備ができたときにお兄ちゃんのことを呼びに行っていい？」

「もちろん。いくらでも待ってるよ」

　どうにか上手い具合に話が運んだ。俺もやればできるじゃないか。

　感謝の印のプレゼントだから、お返しをもらうのはおかしな話。でも、お礼がしたいという美優の気持ちを考えずに突っぱねるのも、正解とは言い難い。だから、俺のしたいことの中から、美優のためにもなることを選ぶ。結果的にこれが大正解だったのだ。

「──お兄ちゃん、私の部屋に来て」

　夜も更けて、美優に呼ばれて部屋を移動すると、テーブルにはティーポットが置かれていた。この時間に飲むものだから中身はハーブティーだろう。美優はカップの近い位置にペタン座りをして、背後に座るように俺を呼んだ。

「そんなティーセット、うちにあったっけ？」

「私専用のだからね。間違えられないように隠してたの」

　ピンクローズのティーカップを手に、美優は一口だけ飲んで、音を立てずにテーブルに戻した。美優の趣味にしては珍しく可愛らしい色合いだな。美優はもらい物を大切にするタイプみたいだし、これもプレゼントという可能性もあるか。

　美優はテーブルの端に置いてあった木箱からブラシを取り出して、ブラッシングの順番をやって見せてから、俺に手渡してきた。毛先から梳かすとのことで、俺は長い髪の先を手に持ってみる。しっとりとした肌触りに、サラサラとした滑りのよさがくすぐったくて、指で挟んで束ねた髪は極上の筆のようだった。

「髪、長いよな」

「長いね。これが好きだからしょうがないんだけど」

　美優は俺がブラシがけしていない側の髪を持って、手のひらに乗せて撫でる。これほどの毛量があるのでは、髪の毛を乾かすのだって一苦労だよな。それをこんなにもキレイに維持してもらって、男としては感謝しかない。

「大変なようなら、たまに俺が手伝うのも、ありだろうか」

　まあ下心のある申し出である。

「したければ別にいつでも。私は助かるし」

　思いのほかサラッと許可が出た。今日の美優は寛容だな。髪を触るのだってスキンシップの内だし、もっと限定的にされると思っていたのに。

「女の子の匂いって、シャンプーとかトリートメントとかさ、男と同じものを使ってても香り方が違うよな」

　髪を梳かすたびにいい香りが漂ってくる。トリートメントはともかくシャンプーは同じものを使っているはずなのだが、自分の髪からこれだけのいい匂いがしたことはない。

「男の人しか精液の匂いを出せないみたいに、女の子だって何かしら特有のものは出てるんじゃないかな」

「だよな」

　だから、女の子には女の子の匂いがある。つまり、俺がこうして嗅いでいる匂いは、美優の匂いというわけだ。憧れにさえ近かった美優の髪に触れることができて、俺は今人生で一番幸せかもしれない。

「なあ、美優」

「はい」

「こういうのは、他の人にもやってもらってるのかな」

　静かな時間に、どんな話でも腰を落ち着けてできる気がして。俺はまたいらない質問を美優に投げかける。

「それは私がお兄ちゃん以外の男の人にもこうして髪を触らせるのかという質問でしょうか」

　俺が言いづらいことを美優はきっちり言語化してくる。そのような意味で相違ない。

「させてたらどうなの？」

　美優は直接の回答は避けて、質問を返してきた。まあそうなるよな。話を始めてしまった以上は正直に答えるしかないか。

「ショックではあるかな」

「それは独占欲からくるもの？」

「とは違うかな。……いや、独占欲も、今ではあるけど。どちらかといえば、嫉妬かもしれない」

　俺の返答に、美優は「そうですか」と簡素な相槌だけをした。ティーカップから口を離した美優の表情は、横顔で確認できる限りでも、悪くなかったように思う。

　彼女持ちに抱く劣等感は俺が長年抱えていたもの。それはなんら難しい話ではなく、単に自分ができないことを平然とやってる人が羨ましいだけ。俺はこうしてプレゼントに都合をつけてブラシングをさせてもらっているけど、そんなことをせずとも美優の髪に触れられるような関係の男がいたら、どうしたって嫉妬してしまう。

「まあ彼氏いたこともないしね」

　美優はまた余計なことをサラッと口にした。

「いたこともないのか」

「いたこともないよ」

　妹の男性遍歴は完全なる白紙だった。こんなに可愛くてモテる妹が彼氏を作らないっていうのはどんな都合なんだろうな。

「美優は、処女なのか」

　流れのままに聞いてみた。

「処女だよ」

　美優は、あえてだったのか、間を置かずに教えてくれた。俺がこうしてブラッシングをしている髪の美しい少女は、彼氏さえ作ったことのない処女だった。

「そうか」

　なんてことはない情報のはずだった。それでも、股間が反応してしまう自分がいた。そんなつもりで聞いたわけじゃないのに。妹が処女だと聞いて俺は興奮している。

　こんな状況で勃起をしてしまったら美優は二度と髪を触らせてくれないかもしれない。俺は脳内で何度も自戒をして、しばらくは無言でブラッシングを続けた。でも、美優の髪に触れている事実にさえ興奮してしまって、早くも俺は諦めた。余計なことを口走った美優が悪い。

「さっきみたいな質問には、答えてくれるんだな」

　俺の言葉の意味を、美優はきっとわかっていて、これまで音もなく飲んでいたハーブティーのカップが、初めてカチャリと音を立てた。

「じゃあさ、私の答えに対して質問をしないって約束する？」

　それは、答える以上の深堀りをするなという、美優なりの意思表示だった。

「誓うよ。深堀りはしない」

　俺としては事実さえわかればいいし、話の流れで聞いているだけの部分もあるから、以前のように黙秘なら黙秘で構わないのだ。

「お兄ちゃん以外に髪を触らせたことはないよ」

　美優はうっすらとした予想でしかなかった答えを明確にしてくれた。これだけ念入りにケアをしている髪を、そう易々と他人に触れさせるわけがなかったのだ。それこそ、特別な相手だけ。彼氏さえ作ったことのないこの妹が、どこぞの男にブラッシングなんてさせているわけがなかった。

「そんな扱いを受けている俺ですら、好感度はマイナスではないなのな」

「マイナスではない、ですね」

　ともすればそれは、家族だからという特権でしかないのか。同じ家に住んでれば、様々な物を共有するし、お互いの裸を見ることもある。記憶にないほど幼い頃には裸でじゃれ合ったりもしたはずだ。

　だから、美優からしても、今になってあえて避ける必要もない。そんな露骨な態度を取ったら家で過ごしにくくなる。ただでさえ美優は家にいる時間が長いタイプなのに。

　普通なら年頃の女の子は相手が兄であってもスキンシップは避けるんだけどな。精液を飲んでくれる理由と同じで教えてはくれまい。

「考えようによっては、俺以外の男は軒並み好感度がマイナスという可能性もあるよな」

「可能性も何も。その通りだけど」

「……えっ？」

　美優がまたいらないことを口走った。美優としても後悔があったのか、ハーブティーを口にする頻度が増している。

「あまり兄を期待させるものじゃない」

「失言でした」

　美優の謝罪訂正はそこまでだった。つまり、俺以外の男に対する美優の好感度は、事実としてマイナスだということ。それは言い換えると、男では俺が一番ってことになるんだが。この発言をそのままの意味で捉えてよいものか。

　いや、だって、そうだろう。この妹は兄の射精を口で受け止められるんだぞ。なんならこの状況だって美優は俺の精液を飲んでくれるはず。

　髪の毛からずっといい匂いがしててこっちは性欲の我慢をするのも限界なんだ。昨日の山本さんといい、女の子の長い髪は男を興奮させる成分ででも作られているのか。

「美優、ごめん」

　肉棒がムクムクしてきてしまった。

「いやまあ私も悪かったから怒りはしないけどさ。いいブラシをもらって気分も上擦ってたし、なんかすごく余計なことを口走りまくってた気もするし」

　プレゼントが嬉しかったという理由だけで自らが処女であることを暴露する妹である。

「あのね、お兄ちゃん。お風呂でも言ったと思うけど」

　美優は俺のほうを振り返り、怒るでも呆れるでもなく、ただ俺を諭すような口調で話を続けた。

「私はこうやってお兄ちゃんとまったりお話をしてるの、結構、好きなんだよ？　お兄ちゃんの性欲が強いのはもうわかりきってるから、今さらどうこう言うつもりはないけどさ。もうちょっと妹の心の安らぎを大切にしてくれてもいいんじゃない？」

　俺の存在は美優の心の安らぎだったのか。だったら、もっと今の立場を大切にしておけばよかったな。

「俺としても、抑えたいんだけどな。どうにもならなくて」

「せっかく女性経験を積んだのに、免疫はつかなかったね」

「これっぽっちもな」

　むしろ、佐知子からやられたあの言葉責めのせいで、美優に対する性的意識はより高まってしまっている。だから、そうだな。これは半分は佐知子のせいであり、もう半分は佐知子を斡旋した美優の責任ということだ。

「で、どうだろうか」

「いいよもう。飲めばいいんでしょ。せっかく寝る前のハーブティーで心が整ってたのに」

　整ってなかったからこのような状況になったのではないだろうか。

「それじゃあ、頼むよ」

　俺は重たい竿を露出させてベッドの縁に座った。美優のベッドなので浅めに腰をかけたのだが、美優は気にしていないのか俺を押し退けて深くに座らせてきた。そこに、美優が乗っかってきて、美優は腕とおっぱいを俺の膝に乗せてペニスの目の前まで顔を近づけてきた。

「えっ、もしかして、口で？」

「するわけがないでしょうが。自分で出しなさい」

「はい」

　思わせぶりな態度ばかり取る妹だ。

「またこんなにおっきくして。……今日は、何日分なの？」

「一日分だよ」

「そのわりには、ずいぶんと元気そうだけど」

「色々あってな」

　山本さんで耳フェラをされて、家に帰って抜くつもりではいたのだが、美優にどうプレゼントをするかを考えると緊張してそれどころではなくなってしまった。こうして勃起しているのは、プレゼントも上手くいって安心したその反動でもある。

「だから、かなり濃いのが出ると思う。それでも、飲んでくれるだろうか」

「はぁー。もう。今日だけ、特別だからね」

　美優は呆れた顔で俺を睨みつけて、それでも精液を飲ませることを許可してくれた。プレゼント効果が絶大すぎて怖いぐらいだった。

「美優に精液を飲んでもらえるの、嬉しいよ」

　俺は美優の目の前でペニスをシゴき始めた。初めの頃は緊張が強かったが、今では美優に見られながらオナニーをしていると興奮してくる。

「そういうのって、言うと興奮するの？」

「するよ。自分だけが特別っていう優越感が増すからな」

　美優が俺以外の男の精液を飲むことがあるのか、まだ答えはもらってないけど、髪を触れさせることがないのなら、精液だって飲むはずがない。

　だから、俺だけが美優に精液を飲んでもらっているのは、もはや確定的なのだ。その事実が俺を興奮させて、自分の手でシゴく陰茎が我慢汁を垂らし、ぬちゃぬちゃと卑猥な音を美優に聴かせている。

「とても複雑な気分……」

　それでも、拒絶をしないのが俺の妹だった。美優は目の前で射精のときまで刺激を与えられ続ける肉棒を眺めて、たまに上目で俺と目を合わせてくる。ぱっちりとした目の、まだあどけないその顔が、俺の情欲を煽ってきた。

「美優みたいな可愛い子に精液を飲んでもらえるのって、男からしたら憧れなんだよ」

　なんだかんだ言って、可愛いというのが重要だった。美優だって、お風呂で褒め言葉を欲しがったぐらいなので、可愛いと言われるのは嫌いではないはず。自分が可愛い自覚も美優にはあるみたいだし、実は、態度に出ている以上に喜んでいたりして。そんな勝手な妄想が俺を興奮させて、俺はオナニーを見せつけるように、ペニスの先端を美優の口に向けて前後に擦った。

「こうして一人でしてるところも見てもらえるしね」

「美優って実は男にかなりの理解があるよな」

「知りません。早く出しなさい」

　美優は拗ねた様子で鋭く睨んできた。俺の脳は美優の命令には忠実なので、早く出せと言われるとすぐに射精したくなってしまう。

「もう出るから、口開けて」

「はい……んっ……」

　美優は口を開けて、俺の射精を待った。俺はフィニッシュに向けて手の動きを最高速にする。

「美優っ……はぁ……はぁ……イクよ……濃いの、出そう……ッ……あぁっ……頼む、舌、出して……！」

「ふえっ……うぅ〜…………あー……ん……」

　美優が舌を出して、下唇の上に乗せてくれた。味覚を感じ取るためのその器官に、俺は山本さんに焦らされて煮詰まった精液を、最大限に溜めて射出の準備をする。

「美優ッ……！出るよ……出るぅっ……！　あっ……ああっ……！」

　ビュッ、ビュッ、ビュッ、と精液が飛んで、美優の舌に向けて射出された俺の体液は、美優の口内いっぱいに白濁色の液溜まりを作り上げていた。俺の射精をすべて口で受け止めた美優は俺を恨めしそうに見上げている。

　射精を終えたはずなのに、高い粘性によって舌から滑り落ちることなく張りついている白い液塊を見ていると、俺の性欲は射精直前から減る気配がなかった。美優が俺の精液の味を感じ続けていると思うと、もっと飲ませようと体が沸き立ってくる。

「美優、まだ出そう……そのまま、口開けてて……!!」

「えっ……ふぇっ……あっ……」

「あっ、ああっ……!!　また出る…出るよ、美優ッ……出るッッ……!!」

　俺は休みなくペニスをシゴいて、俺の精液の苦さから一秒でも早く解放されたかったはずの美優は、それでも俺の性欲に付き合って射精を待ってくれていた。

　そんな美優の優しささえ興奮材料だった。俺は射精前と変わらない性欲のまま、睾丸に残った精液を最後の一滴まで組み上げて、その全部を尿道に押し込んだ。

「ああっ、ああぁあっ……出る出るっ……はぁっ、はあっ……!!　ああああっ!!」

　びゅるびゅるっ、びゅっ、びゅびゅっびゅっっ、びゅくっ、びゅくっ──!!

　俺は欲望のままに二度目の射精をして、精液のおかわりを一方的に美優の口に流し込んだ。美優は最後の最後まで舌を出して精液を受け止めてくれたが、その目は充血して涙に潤んでいた。

「っ……はぁ……。美優、ほんと、そういうとこ可愛いよ……」

「うむぅ……」

　美優は不満げにしつつ口を閉じた。しかし、喉を鳴らす様子がない。

「飲めなさそう？」

　尋ねると、美優は首を横に振った。俺の精液は死ぬほど不味いらしいのだが、美優だけはなぜか俺の精液を飲めるのだ。では、なぜ飲み込まないのか。

「もしかして、楽しんでる？」

　美優は縦にも横にも首を振らない。楽しいはずなどないが、これほど濃い精液を大量に口に出されたのは初めてなので、感触を楽しんでいるという意味で半分は正解だったのかもしれない。

「もう一回、口の中を見せて」

　俺がお願いをすると、美優は口を開けて、まだ精液の溜まったままの口内を見せてくれた。精子たっぷりなのがわかる真っ白な俺の体液が、美優の口内で粘ついている。

「舌でかき混ぜてみて」

　なんとなく頼んでみたくなった。本日の美優はサービス精神旺盛なので、いけると思った。そして、案の定、俺を批難するような視線を浴びせてから、美優は舌でグチャグチャと精液を混ぜてくれた。

　この妹、イヤイヤ言うわりに、エッチなこと好きだよな。

「美優がエッチすぎてまたムラムラしてきた」

「んっ……！」

　俺の一言に、美優はさすがに三度目の射精を警戒したのか、急いで口を閉じて精液を喉に流し込んだ。そして、美優は眉を顰めて、何回か喉を慣らした。

「……どう？」

「どうって。こんな不味いもの、喉に引っかかって気持ち悪い以外にはないですが」

　そして、またこの恨み節である。どれだけ濃い精液を飲ませても美優は文句を言うだけで怒ったりすることはない。美優の性格を考えるに、飲む意思表示をしたからには、相応の責任があると感じているのだろう。マジメ可愛いという言葉は美優のためにある。

　そんな俺の可愛い妹は、何を言うでもなくモジモジして、しばらくしてからスクッと立ち上がった。

「ちょっと出てくる」

　美優は俺と目を合わせることもなく、足早にドアを開けて部屋から出ていってしまった。一人取り残された俺が、どうするべきかと思案していると、またすぐにドアが開いて美優が戻ってきた。

「この部屋から出ないでね」

「えっ、ああ。うん」

「絶対だからね！」

　美優は強めにドアを閉めていってしまった。部屋を漁るなとかならまだしも、部屋から出てはいけないとはどういうことか。まあ、美優もうがいをしに行っただけだろうし、そう時間もかからないか。

　──と、のんびり構えていた俺だったが、十分以上が経っても美優は戻ってこなかった。トイレに行っているにしても長すぎる。しかし、あれだけ強い口調で出るなと言われたからには、約束を破るわけにもいかず。

　俺がスマホで時間を潰していると、気づけば三十分が経過していた。待つこと自体は苦痛ではないが、こんなにも遅いと美優の身に何かがあったのではと心配になる。

（どうする……美優の身の安全が第一だが……事故を起こす要素だって何もないよな……）

　ドアの前で立ち止まって、部屋から出ずに声だけで美優に呼びかけをするか、俺が悩んでいるところだった。

　ドアノブが反対側から回されて、手を宙に浮かせたままの俺の前に、ついに美優が姿を現した。

「何してるの」

　それはこっちのセリフだ。

「美優が遅いから倒れたりしてないか心配だったんだ。何にそんな時間がかかってたんだ？」

「別に、何もしていません」

　三十分もかかっておいて何もしていないはずがないのに、露骨に答えをはぐらかした美優の顔は、頬に薄紅色が透けるほど血色がよくなっていた。

「いいから、お兄ちゃんは元の位置に戻る」

　美優に押されて、俺はまた美優と二人で部屋の中へ。テーブルに置かれたハーブティーもすっかりと冷めてしまっている。元の位置と言われたのでベッドに座ると、美優は俺をさらに奥へと押し込んで前に座ってきた。

「前に座られると抱きつきたくなるんだが」

「抱きつけばいいじゃん」

　美優は俺のオナニーに付き合わされたあとは投げなりになる。そして、色んなことに寛容になる。許されるのならしない手はないので、俺は下乳に腕が当たらない程度にそっと腕を回した。美優の体温を全身に感じて勃起しそうになる。

「男の人って、射精したあとは女の子への興味がなくなるものなんじゃないの？」

　それは俺の股間がピクピクしていることへの問いかけだった。

「世の男のほとんどは、そうだと思う」

「なぜお兄ちゃんはそんなにも女の子が好きなのでしょうか」

「女の子っていうか……これだけ性欲が強くなったのは美優のせいなんだが……」

　以前の俺なら、どんなに調子のいいときだって、日に三度の射精が限界だった。そんなことをした次の日は、性欲なんて空っぽになっていたほどだ。セックスだって、佐知子としていたように、連日複数回なんてとてもできなかっただろう。

　俺の射精量が異常なほど増えたのは、美優にオナニーを見られるようになってからだ。それまではごくごく普通の、賢者タイムに性欲がなくなる、雄としてはむしろ機能が弱いぐらいの男だった。

「私が原因ね……」

　美優はボソッと呟いた。以前までの俺の精力は知らなくとも、自分のせいで兄の性欲に火がついていることぐらい、この賢い妹なら気づいているはずだが。

「お兄ちゃんは私とエッチしたい？」

　美優は俺からの答えなどわかりきっているはずの質問を、ついにはストレートに聞いてきた。

「したいよ」

　はっきりと口にしてしまった。この妹に嘘なんてつくことはできなかったし、嘘をつく意味もなかった。

「まあ、そうだよね」

　質問したわりに、美優は話を続けることはなかった。予想通りの言葉が出てきただけだから、それ以外に言うことなんてなかっただけなんだろうけど。

「美優は俺の精液は飲んでくれるし、手コキとか、モノに触れること自体には抵抗がないみたいだけどさ」

　俺は何かに背中を押されるようにして。その問いを、美優に返した。

「美優は、俺とエッチをしたいと思うことは、ないのか？」

　美優の俺への好感度は、マイナスではない。それが、事実であるというだけで。その数値が一に近いか百に近いかは、まったく言及されていない。

「そういう質問はやめてください」

　美優は俺のことを、叱って会話を止めただけ。否定をしてくれれば、不要な期待などせずにいられるのに。かと言って、必要以上に追求することもできないのだ。

「美優はなんで俺のことが好きではないんだろうか」

「そう言われても。私はお兄ちゃんに男らしいところなんて見せてもらったことがないので」

　それはそうだな。美優ぐらいのレベルの子が、ただ漫然と過ごしているだけの俺を好きになるはずなんてない。

「それにね、お兄ちゃん」

　美優は静かな声で続ける。

「目の前にいるのは、血の繋がった妹なんだよ。だから、エッチがしたいとか、思ってはいけません」

「そうだな」

　まったく正論だ。否定などする余地もない。

「悪かった」

「いえいえ」

　美優はそこで、緊張が解けたように、ふーっと息を吐いた。

　だいぶ心配をかけてしまったかもしれない。

「好きかどうかはともかく。俺の男としての評価って、美優からしたらどんなもんなんだ」

「ふつーの、お兄ちゃん。評価っていうなら、甲斐性なしのダメ男だよね」

　ですよね。

「ただね」

　せっかくの否定の言葉に、美優はまた余計なことを付け加えた。

「住めば都という言葉もありますので」

　穏やかな口調で美優はそれだけを言った。一見すれば遠慮したくなる物件、というところまでは納得ができる。しかし、こんなに性欲ばかりを押しつけている俺が、美優にとっては都と呼べるほど安らげる場所になっていたなんて。

　……言葉の綾、なんだよな。

「ブラッシングはもういいの？」

　考えるのに集中していたところに、美優から不意の問いかけがあった。ブラッシングもやりすぎるとかえってよくないと、美優に呼ばれるまでの間にネットで調べてはいた。でも、そう尋ねてくる美優の声が、物足りなそうに聞こえて。

「もう少し、してもいいかな？」

　住めば都。その言葉の意味を考えながら。

「お好きなだけどうぞ」

　あれだけ赤裸々にした会話のあとに、こんな優しい声をされて。

　ブラシで梳く髪に触れる指先が熱くなって、喉奥にもどかしさを感じる。

　かつて覚えたことのないこの気持ちに、女性経験の少ない俺では正解を出すことなんてできないけれど。もし、この感情に、名前をつけるのだとしたら──。

　それは他に考えようもなく、恋の予感でしかないことを。このときの俺はすでに心のどこかで悟っていたのだった。
















俺の妹が最高のオカズだった〜妹とエッチなスキンシップが始まるお風呂〜
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